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大
　 

野
　 

栄
　 

人

は 

じ 

め 

に

　

本
論
文
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
第
一
部
七
番
共
解
の
第
一
章
標
章
の

第
三
節
「
明
宗
」
の
部
分
を
原
典
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
究
明
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
十
九
年
度
春
学
期
（
四
月
〜
七
月
）
の
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
「
演
習
」
の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業
の
受
講

生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
つ
ぎ
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

加
藤
高
敏
・
竹
林
智
彦
〔
修
士
二
年
〕、
加
藤
正
賢
〔
博
士
一
年
〕、
ト
ラ

ン 

ト
ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
博
士
三
年
〕、
伊
藤
光
壽
・
天
野
弘
堂
〔
研

究
生
〕、
武
藤
明
範
・
水
野
荘
平
・
久
田
静
隆
・
鈴
木
あ
ゆ
み
・
森
琢
朗
〔
研

究
員
〕、
今
井
勝
子
・
當
間
日
澄
〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発
表

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
伊
藤
光
壽
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な

「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
頂
き
、
そ
れ
に
私
が
加
筆
し
、
そ
れ
を

訂
正
し
て
頂
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
あ
が
っ

た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、
つ
ぎ
に
「
注
」

を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
原
　
　
文
〕

宗
者
為
㍾三
。
一
示
。
二
簡
。
三
結
。
宗
者
要
也
。
所
謂
仏
自
行
因
果
以
為
㍾宗
也
。

示
何
為
㍾要
。
無
量
衆
善
言
㍾因
則
摂
。
無
量
證
得
言
㍾果
則
摂
。
如
∮提
㍼綱
維
㍽無
㍼

目
而
不
∑
動
。
牽
㍼
衣
一
角
㍽
無
∫
縷
而
不
∟
来
。
故
言
㍼
宗
要
⊿
然
諸
因
果
善
須
㍼
明

識
⊿
尚
不
㍾取
㍼別
教
因
果
⊿
況
余
因
果
。
余
因
果
者
。
昔
三
因
大
異
。
而
三
果
小

同
。
又
三
因
大
同
而
三
果
小
異
。
又
一
因
逈
出
一
果
不
㍾
融
。
因
不
㍾
摂
㍾
善
果

不
㍾収
㍾徳
。
則
非
㍼仏
自
行
之
因
⊿
非
㍼仏
道
場
證
得
之
果
⊿
又
簡
者
。
諸
経
明
㍼仏

往
昔
所
行
因
果
⊿
悉
皆
被
㍾払
咸
是
方
便
。
非
㍼今
経
之
宗
要
⊿
取
㍾意
為
㍾言
因
窮
㍼

久
遠
之
実
修
⊿
果
窮
㍼久
遠
之
実
證
⊿
如
㍾此
之
因
竪
高
㍼七
種
方
便
⊿
横
包
㍼十
法
界

法
⊿
初
修
㍼此
実
相
之
行
㍽名
為
㍼仏
因
⊿
道
場
所
得
名
為
㍼仏
果
⊿
但
可
㍼以
㍾智
知
㍽

不
㍾可
㍼以
㍾言
具
⊿
略
挙
㍼如
㍾此
因
果
⊿
以
為
㍼宗
要
㍽耳
。
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愛
知
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要　

第
三
九
号

〔
書
き
下
し
文
〕

第
三
節　

明み
ょ
う
し
ゅ
う宗

　

宗
と
は
、
三
と
な
）
1
（
す
。
一
に
示じ

。
二
に
簡け
ん

。
三
に
結け
つ

な
）
2
（
り
。

　

第
一
に
示
。
宗
要
を
示
す
。

　

宗
と
は
、
要よ

う

な
）
3
（
り
。
い
わ
ゆ
る
仏
の
自
行
の
因
果
を
も
っ
て
、
宗
と
な
す
な
）
4
（
り
。

　

い
か
ん
が
要
と
な
す
。

　

無
量
の
衆
善
も
、
因
を
い
わ
ば
す
な
わ
ち
摂し

ょ
う

し
、
無
量
の
証
得
も
、
果
を
い
わ

ば
す
な
わ
ち
摂
）
5
（
す
。

　

綱こ
う
い維
を
提ひ
っ
さ

ぐ
る
に
、
目も
く

と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
な
く
、
衣
の
一
角
を
牽ひ

く
に
、

縷い
と

と
し
て
来
ら
ざ
る
こ
と
な
き
が
ご
と
）
6
（
し
。

　

故
に
、
宗
要
と
い
う
。

　

第
二
に
簡け

ん

。
宗
要
に
あ
ら
ざ
る
を
簡え
ら

び
と
っ
て
明
か
す
。

　

し
か
る
に
、
諸
の
因
果
、
よ
く
す
べ
か
ら
く
明
ら
か
に
識
る
べ
し
。
な
お
別
教
の

因
果
を
取
ら
ず
。
い
わ
ん
や
、
余
の
因
果
を
）
7
（
や
。

　

余
の
因
果
は
、
昔
は
、
三
因
大
い
に
異
な
り
て
、
三
果
小す

こ

し
く
同
）
8
（
じ
。

　

ま
た
、
三
因
大
い
に
同
じ
く
し
て
、
三
果
小す

こ

し
く
異
な
）
9
（
る
。

　

ま
た
、
一
因
逈は

る

か
に
出
で
て
、
一
果
融ゆ
う

ぜ
）
10
（
ず
。

　

因
に
、
善
を
摂
ぜ
ず
し
て
、
果
に
、
徳
を
収
め
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
仏
の
自
行
の

因
に
あ
ら
ず
し
て
、
仏
の
道
場
の
証
得
の
果
に
あ
ら
）
11
（
ず
。

　

ま
た
簡
は
、
諸
経
に
、
仏
の
往お

う
し
ゃ
く昔
に
行
ず
る
と
こ
ろ
の
因
果
を
明
か
す
は
、
こ

と
ご
と
く
み
な
払
わ
れ
て
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
方
便
な
）
12
（
り
。

　

今
の
経
の
宗
要
に
あ
ら
ず
。

　

意
を
取
り
て
言ご

ん

を
な
さ
ば
、
因
は
、
久
遠
の
実
修
を
窮き
わ

め
、
果
は
、
久
遠
の
実
証

を
窮
）
13

き
わ（む
。

　

か
く
の
ご
と
き
の
因
は
、
竪た

て

に
は
、
七
種
の
方
便
よ
り
も
高
く
、
横よ
こ

に
は
、
十
法

界
の
法
を
包
）
14
（
む
。

　

初
め
に
、
こ
の
実
相
の
行
を
修
す
る
を
、
名
づ
け
て
仏
因
と
な
し
、
道
場
に
得
る

と
こ
ろ
を
、
名
づ
け
て
仏
果
と
な
）
15
（
す
。
た
だ
智
を
も
っ
て
知
る
べ
）
16
（
し
。
言
を
も
っ
て

具つ
ぶ
さ

に
す
べ
か
ら
）
17
（
ず
。

　

第
三
に
結
。
宗
要
の
結
論
を
述
ぶ
。

　

略
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
の
因
果
を
挙
げ
、
も
っ
て
宗
要
と
な
す
の
）
18
（
み
。

〔
注
〕（

１
）　

宗
と
は
、
三
と
な
す
＝
「
宗
」
は
、
神
を
祀
る
御み
た
ま
や

霊
屋
を
原
義
と
し
、
元
来
、
物

事
の
本
源
を
い
う
。
こ
の
意
か
ら
、
主
と
し
て
尊
ぶ
べ
き
こ
と
、
お
お
も
と
の
教
え
、

根
本
の
真
実
の
意
に
展
開
す
る
。

 

　

経
論
な
ど
で
、
そ
の
教
説
の
な
か
の
枢
要
と
な
り
、
中
心
的
な
要
素
と
な
る
教
義

を
、
宗し

ゅ
う
よ
う要
・
宗し
ゅ
う
し
ゅ趣
と
い
う
。
宗
要
は
、
一
般
的
に
は
一
つ
の
宗
派
の
肝
要
な
趣
旨
を

い
い
、
宗
趣
は
、
根
本
的
な
立
場
や
宗
旨
を
体
得
す
る
た
め
の
修
行
の
方
法
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
肝
心
要
を
い
う
。
つ
ま
り
、
体
が
理
で
あ

る
の
に
対
し
て
宗
は
事
で
あ
り
、
事
で
あ
る
「
行
」
の
観
点
か
ら
、『
法
華
経
』
一
経

を
包
含
す
る
体
、
す
な
わ
ち
本
質
で
あ
る
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
、「
仏
の
自
行

の
因
果
」
を
「
宗
」
と
す
る
。

 
　
「
明
宗
」
は
「
標
宗
」
と
も
い
い
、『
法
華
経
』
の
主
要
な
目
的
を
論
証
す
る
こ
と
を

い
う
。

 
　

仏
の
救
う
は
た
ら
き
を
顕
示
す
る
迹
門
で
は
、『
法
華
経
』
一
経
が
目
的
と
す
る
の

は
、
迹
門
の
仏
が
説
い
た
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
を
批
判
し
て
、
最
高
で

完
全
な
『
法
華
経
』
の
一
仏
乗
の
教
え
を
顕
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
が
、「
開
権

顕
実
」
で
あ
る
。

─　  （　 ）─24277



─　  （　）─25

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
九
）

 
　

こ
の
「
開
権
顕
実
」
は
、
こ
の
世
に
す
が
た
形
を
現
わ
し
た
仏
釈
尊
の
仏
と
な
る
因

と
仏
で
あ
る
果
を
あ
ら
わ
す
「
迹
因
迹
果
」
に
他
な
ら
な
い
。

 
　

仏
の
本
体
を
顕
示
す
る
本
門
で
は
、
迹
門
の
仏
を
や
め
て
本
門
の
仏
を
あ
ら
わ
す
の

が
「
廃
迹
顕
本
」
で
あ
り
、
久
遠
仏
本
来
の
因
と
久
遠
仏
本
来
の
果
を
あ
ら
わ
す
の
が

「
本
因
本
果
」
で
あ
る
。

 

　

い
い
か
え
れ
ば
、
仏
釈
尊
の
久
遠
の
修
行
実
践
の
因
果
で
あ
る
諸
法
実
相
の
修
行
実

践
の
因
果
を
肝
心
要
で
あ
る
と
し
、
相
対
的
存
在
を
い
う
「
麁そ

」
を
止
揚
・
開
会
し

て
、
絶
対
的
存
在
の
「
妙み

ょ
う

」
を
立
て
る
絶
待
妙
の
立
場
を
い
う
の
が
「
開
麁
顕
妙
」

で
あ
り
、
一
切
の
因
果
は
等
し
く
絶
対
的
存
在
の
「
妙
因
妙
果
」
で
あ
り
、
実
相
の
行

を
修
す
る
の
を
仏
と
な
る
因
と
い
い
、
こ
の
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り

果
を
結
ぶ
の
を
仏
で
あ
る
果
と
す
る
「
絶
待
妙
」
の
立
場
を
宗
要
と
す
る
。

 

　
「
三
」
は
、
宗
要
の
要
・
要
点
を
示
す
「
示じ

」
と
、
宗
要
で
な
い
も
の
を
簡え
ら

び
と
っ

て
捨
て
る
「
簡け

ん

」
と
、
宗
要
の
結
論
を
い
う
「
結け
つ

」
の
三
を
い
う
。

（
２
）　

一
に
示じ

。
二
に
簡け
ん

。
三
に
結け
つ

な
り
＝
「
示じ

」
は
、
宗
要
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
一

経
が
目
的
と
し
帰
着
す
る
根
本
的
な
教
義
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
簡け
ん

」
は
、
不
適
当
な
も
の
を
選
び
捨
て
、
適
当
な
も
の
を
選
び
取
る
こ
と
を
原
意

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、『
法
華
経
』
が
目
的
と
し
な
い
宗
教
的
見
解
の
肝
心
要
で
な
い

も
の
を
選
び
捨
て
、『
法
華
経
』
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
客
観
的
に
分
析
し
証
明
す
る

こ
と
を
い
う
。

 

　
「
簡
」
は
、
元
は
編
ん
で
い
な
い
ば
ら
ば
ら
の
竹
片
を
い
う
。
昔
は
竹
片
に
字
を
書

い
た
と
こ
ろ
か
ら
書
簡
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
揀け

ん
じ
ゃ
く択
の
揀
に
通
じ
て
、

取
捨
憎
愛
の
意
の
、
分
別
し
選
択
す
る
の
意
に
用
い
ら
れ
、
ひ
い
て
簡
略
や
料
簡
の
意

と
な
っ
た
。

 

　
「
結け
つ

」
は
、『
法
華
経
』
の
宗
要
を
ま
と
め
る
こ
と
を
い
う
。

（
３
）　

宗
と
は
、
要よ

う

な
り
＝
「
宗し
ゅ
う

」
は
、
こ
こ
で
は
、「
行
」
の
観
点
か
ら
、『
法
華

経
』
一
経
を
包
含
す
る
本
質
で
あ
る
、
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
、「
仏
の
自

行
の
因
果
」
を
宗
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
宗
と
は
、
要
な
り
」
は
、
こ
こ
、『
法
華
玄
義
』
第
一
部
の
、
五
重
玄
義
の
総
論
で

あ
る
、
七
番
共
解
の
第
三
節
の
こ
と
ば
で
あ
る
が
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
九
下
の
第
二

部
の
五
重
玄
義
の
各
論
で
あ
る
五
重
各
説
の
第
三
章
「
明
宗
」
の
冒
頭
に
は
、「
宗
と

は
、
修
行
の
喉こ

う
き
ん衿
、
顕
体
の
要よ
う
げ蹊
な
り
」
と
あ
る
。
喉
衿
は
の
ど
と
え
り
の
意
か
ら
、

重
要
な
と
こ
ろ
を
い
い
、
要
蹊
は
大
切
な
道
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
「
修
行
の
喉
衿
」

は
、
一
経
の
修
行
に
か
か
わ
る
側
面
の
要
旨
を
「
宗
」
と
し
、「
顕
体
の
要
蹊
」
は
、

隠
れ
た
体
・
本
質
を
顕
現
さ
せ
る
と
こ
ろ
を
「
宗
」
と
す
る
こ
と
を
い
う
か
ら
、
一
経

の
修
行
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
と
、
隠
れ
た
本
質
を
顕
現
さ
せ
る
と
こ
ろ
を
「
宗
と
は
、

要
な
り
」
は
い
う
こ
と
に
な
る
。

 

　
『
法
華
玄
義
』
で
は
、『
法
華
経
』
の
不
二
の
本
質
を
い
う
「
体
」
は
、「
諸
法
実

相
」
に
あ
り
と
し
、
因
果
二
法
を
い
う
「
宗
」
は
、「
仏
の
自
行
の
因
果
」
と
す
る
立

場
に
あ
る
。

 

　
「
要
」
は
、
最
も
重
要
な
か
な
め
を
い
う
。
人
の
腰
を
要
と
い
う
。〈
こ
し
〉
と
い
う

字
は
、
腰
と
書
く
が
、
要
の
字
が
〈
こ
し
〉
と
い
う
字
で
あ
る
。
要
は
、
く
く
り
し
め

を
い
う
。
人
の
腰
が
く
く
り
し
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
帯
を
締
め
る
。

 

　
「
要
」
の
字
形
は
、
臼
と
女
と
か
ら
成
り
、
窈よ
う

の
本
字
と
考
え
ら
れ
る
系
統
に
あ

り
、
字
義
は
、
足
と
腰
骨
と
の
象
形
で
腰
の
原
字
と
考
え
ら
れ
る
系
統
に
あ
る
。
腰
は

衣
服
を
締
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
締
め
る
・
結
ぶ
、
ひ
い
て
か
な
め
の
意
と
な

る
。
か
な
め
は
、
締
め
く
く
り
、
肝
心
、
も
の
ご
と
の
し
め
く
く
り
を
す
る
大
切
な
と

こ
ろ
を
い
う
。

参
考
│
│
「
宗
」
に
つ
い
て

 

　
「
宗し
ゅ
う

」
は
、
尊
ん
で
主
と
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

 

　
「
宗
」
の
字
は
、
宀
う
か
ん
む
り

と
示
し
め
す
へ
ん

と
か
ら
成
る
。

 

　

宀
は
、
漢
音
は
〈
べ
ん
〉、
呉
音
は
〈
め
ん
〉、
住
居
の
屋
根
を
示
す
象
形
字
で
あ

る
。
文
字
を
作
る
と
き
、
主
と
し
て
住
居
に
関
す
る
意
符
と
し
て
用
い
る
。
宀
は
、
屋

根
を
四
方
に
深
く
垂
れ
た
家
を
い
う
。

 

　

示
は
、
丁
と
八
と
一
と
か
ら
な
る
。
丁
は
、
几
き
・
つ
く
え

の
象
形
字
、
こ
れ
に
八
を
加
え

て
、
几
か
ら
滴し

た
た

る
血
を
合
わ
せ
た
会
意
字
と
な
る
。
こ
れ
に
、
犠い
け
に
え牲
の
一
を
載
せ
て

示
と
な
る
。
示
は
、
几
の
上
に
犠
牲
を
載
せ
、
そ
こ
か
ら
血
が
滴
っ
て
い
る
形
の
会
意

字
で
あ
る
。

 
　

示
は
、
漢
音
は
〈
し
〉
か
〈
き
〉、
呉
音
は
〈
じ
〉
か
〈
ぎ
〉。
音
は
、
も
の
を
載
せ

る
意
の
字
源
〈
載
〉
か
ら
き
て
い
る
。

 

　

示
は
、
几
の
上
に
犠い
け
に
え牲
を
載
せ
て
、
神
に
献
じ
る
こ
と
を
い
う
。
犠
牲
を
載
せ
る
几

が
神
位
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
示
は
、
転
じ
て
神
の
意
と
な
っ
た
。
載
せ
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
こ
ろ
か
ら
、
し
め
す
の
意
を
も
っ
た
。
示
、
略
し
て

礻

し
め
す
へ
ん
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要　

第
三
九
号

は
、
文
字
を
作
っ
て
、
神
事
・
祭
事
に
関
す
る
意
を
表
わ
す
。

 
　

神
は
、
漢
音
は
〈
し
ん
〉、
呉
音
は
〈
じ
ん
〉。
申
の
音
が
〈
し
ん
〉。
稲
光
の
形
を

表
わ
す
。〈
し
ん
〉
は
、
ふ
る
え
る
の
意
の
語
原
〈
震
〉
か
ら
き
て
い
る
。
古
代
人

は
、
雷
が
天
地
に
震
い
轟
く
の
を
恐
れ
た
。
こ
れ
を
、
天
の
神
と
考
え
〈
し
ん
〉
と
呼

ん
だ
。
の
ち
、
一
般
的
に
神
秘
的
な
も
の
の
呼
称
と
な
っ
た
。
神
は
神し

ん
ぎ祇
と
熟
し
、
神

社
と
熟
す
。
神
は
天
神
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
対
立
さ
せ
て
、
地
神
、
く
に
つ
か
み
を
祇

と
い
う
。
本
来
、
地
神
を
意
味
す
る
字
は
社
で
あ
る
。

 

　
「
宗
」
の
、
宀
は
家
、
示
は
神
を
示
し
、
全
体
で
神
を
祀
る
御み
た
ま
や

霊
屋
を
い
う
。
ひ
い

て
、
一
族
の
お
お
も
と
の
祖
先
、
そ
れ
を
祀
る
族
長
の
意
に
な
っ
た
。
尊
・
崇
と
通
用

し
、
尊
・
主
・
要
の
意
と
な
っ
た
。

 

　
「
宗
」
は
、
物
事
の
本
源
を
い
う
。
こ
の
意
か
ら
、
主
と
し
て
尊
ぶ
べ
き
こ
と
、
お

お
も
と
の
教
え
、
根
本
の
真
実
を
い
う
。
さ
ら
に
、
同
じ
所
か
ら
出
た
分
か
れ
、
流
派

や
学
派
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

 

　
「
宗
」
は
、
経
論
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
教
説
の
な
か
の
枢
要
と
な
る
も
の
、
中
心

要
素
と
な
る
教
義
を
い
う
。
宗
要
、
宗
旨
と
も
い
う
。
個
々
の
経
論
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
宗
が
何
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
こ
と
を
「
明
宗
」、
あ
る
い
は
「
標
宗
」
と
い

い
、
こ
れ
が
、
釈
義
上
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
例
え
ば
、『
維
摩
経
』
は
不
可
思
議

解
脱
を
宗
と
し
、『
大
品
般
若
経
』
は
空
慧
を
宗
と
し
、『
勝
鬘
経
』
は
一
乗
を
宗
と
す

る
な
ど
と
い
わ
れ
る
。『
法
華
経
』
研
究
に
関
し
て
は
、
廬
山
慧
遠
は
一
乗
を
宗
と

し
、
慧
竜
は
果
で
あ
る
如
来
霊
智
体
を
宗
と
し
、
竺
道
生
は
平
等
大
慧
を
宗
と
し
、
光

宅
寺
法
雲
は
一
乗
因
果
を
宗
と
し
た
。
更
に
権
実
二
智
と
か
、
妙
法
蓮
華
と
か
、
常
住

な
ど
を
宗
と
す
る
学
説
が
あ
っ
た
と
い
う
。
中
国
で
は
宗
の
不
同
に
よ
っ
て
、
仏
教
を

四
宗
・
五
宗
・
六
宗
・
八
宗
・
十
宗
な
ど
に
分
け
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。

 

　

尊
ぶ
教
義
を
同
じ
く
す
る
一
団
を
宗
と
い
い
、
一
宗
団
の
な
か
で
さ
ら
に
分
か
れ
て

い
る
場
合
に
派
と
い
う
。
宗
団
を
他
と
区
別
す
る
た
め
に
「
宗
門
」「
宗
派
」
と
も
い

い
、
そ
の
一
派
で
説
く
教
義
の
趣
旨
を
「
宗
旨
」
と
い
う
。
宗
派
の
名
を
「
宗
名
」
と

い
い
、
宗
名
は
、
経
（
華
厳
宗
な
ど
）、
論
（
倶
舎
宗
な
ど
）、
教
義
（
禅
宗
・
浄
土
宗

な
ど
）、
開
祖
の
名
（
日
蓮
宗
な
ど
）、
お
よ
び
そ
の
住
所
（
天
台
宗
な
ど
）
な
ど
に

よ
っ
て
立
て
ら
れ
る
。

 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
見
解
、
つ
ま
り
、
宗
を
説
く
教
え
が
「
宗
教
」
で
あ
り
、
そ
の

宗
派
が
説
く
教
義
を
「
宗
義
」
ま
た
は
「
宗
乗
」、
宗
義
の
学
を
「
宗
学
」、
宗
の
気
風

を
「
宗
風
」、
宗
の
安
心
を
「
宗
意
」、
各
宗
派
の
偏
執
を
「
宗
我
」
と
い
い
、
宗
の
祖

師
を
「
宗
祖
」、
宗
の
門
弟
を
「
宗
徒
」
と
い
い
、
宗
派
の
優
劣
や
真
偽
に
関
す
る
議

論
を
「
宗
論
」
と
い
う
。
宗
派
の
教
団
事
務
を
総
称
し
て
「
宗
務
」
と
い
い
、
こ
れ
を

司
る
と
こ
ろ
を
宗
務
所
、
そ
の
長
を
宗
務
長
と
い
う
。

 

　

中
国
の
南
宗
禅
に
は
五
家
七
宗
の
分
派
を
数
え
る
。
日
本
で
は
平
安
時
代
に
律
・
倶

舎
・
成
実
・
法
相
・
三
論
・
華
厳
・
天
台
・
真
言
の
八
宗
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
仏
教

の
諸
宗
派
の
学
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
、
八
宗
兼
学
と
い
い
、
こ
の
八
宗
に
、
鎌
倉
時

代
に
興
っ
た
禅
宗
を
加
え
て
九
宗
と
し
て
、
俗
に
八
家
九
宗
と
称
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
宗

派
を
総
括
し
た
名
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
４
）　

い
わ
ゆ
る
仏
の
自
行
の
因
果
を
も
っ
て
、
宗
と
な
す
な
り
＝
『
釈
籤
』
に
は
、
こ

の
一
文
の
意
と
し
て
、「
も
し
、
権
を
開
し
て
実
を
顕
わ
せ
ば
、
一
切
諸
法
の
極
に
会

し
て
、
み
な
仏
の
自
行
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
も
し
、
実
の
た
め
に
権
を
立
つ
る
為

実
施
権
は
、
こ
れ
を
説
く
は
今
経
に
あ
れ
ど
、
施
権
は
爾
前
に
あ
る
が
故
に
、
な
お
化

他
、
す
な
わ
ち
随
機
の
説
法
を
用
い
る
。
こ
れ
が
正
し
く
自
行
の
因
果
を
指
し
て
、

も
っ
て
宗
と
す
る
の
故
な
り
。」
と
あ
る
。

 

　

法
華
は
、
法
の
上
に
権
実
の
別
を
立
て
る
の
で
は
な
く
、
仏
の
化
意
に
つ
い
て
権
実

を
判
別
す
る
。
法
華
は
、
法
に
権
実
の
差
別
は
な
く
、
蔵
・
通
・
別
の
前
三
教
も
等
し

く
一
円
実
の
法
に
帰
着
す
る
。
た
だ
衆
生
の
機
根
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、

化
導
に
権
実
の
差
別
を
立
て
る
の
で
あ
る
。

 

　
「
為
実
施
権
」
は
、
一
仏
乗
の
教
え
に
誘
導
す
る
た
め
に
権
・
方
便
の
教
え
を
説
く

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
開
権
顕
実
」、
遂
に
権
・
方
便
の
教
え
に
と
ら
わ
れ

る
思
い
を
打
ち
破
っ
て
、
一
仏
乗
の
教
え
を
顕
わ
す
。

 

　
「
自じ
ぎ
ょ
う行

」
は
、
自
ら
修
行
す
る
こ
と
、
自
ら
の
修
行
実
践
を
い
う
。
自
分
の
た
め

に
、
自
分
の
力
で
す
る
修
行
実
践
を
い
う
。

 

　
「
因
果
」
は
、
原
因
と
結
果
を
い
う
。
い
か
な
る
も
の
で
も
生
起
さ
せ
る
も
の
を
因

と
い
い
、
生
起
さ
れ
た
も
の
を
果
と
い
う
。
事
象
を
成
立
さ
せ
る
も
の
と
成
立
さ
せ
ら

れ
た
事
象
を
い
う
。

 
　

五
重
玄
義
の
第
三
の
明
宗
は
、
仏
の
自
行
の
因
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
は
、
初
め
か
ら
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
の
を
「
仏
と
な
る
因
」
と
し
、
こ
の

実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
と
し
て
の
悟
り
と
い
う
果
を
結
ぶ
の
を

「
仏
で
あ
る
果
」
と
す
る
。
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「
仏
の
自
行
の
因
果
」
は
、
仏
が
自
ら
修
行
し
た
因
と
、
そ
の
修
行
に
よ
っ
て
獲
得

し
た
果
を
い
う
。
つ
ま
り
、
下
天
・
託
胎
・
降ご

う
た
ん誕
・
出
家
・
降ご
う
ま魔
・
成
道
・
転
法
輪
・

入
涅
槃
か
ら
な
る
、
八
相
成
道
が
象
徴
す
る
、
仏
釈
尊
の
一
代
の
行
跡
が
、
諸
法
実
相

を
修
行
実
践
す
る
一
仏
乗
に
あ
る
仏
の
自
行
の
因
果
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
因
果
」
に
つ
い
て

 

　

因
果
は
、
原
因
と
結
果
と
を
い
う
。
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
が
因
で
、
そ
の
因
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
が
果
で
あ
る
。

 

　

時
間
的
な
因
果
関
係
で
は
、
因
は
時
間
的
に
前
に
あ
り
、
果
は
後
に
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
因
果
異
時
と
い
う
。
し
か
し
、
束
ね
た
葦
が
相
互
に
寄
り
掛
か
り
合
っ
て
立
つ
よ

う
な
場
合
も
、
広
い
意
味
で
は
因
果
関
係
で
、
こ
の
よ
う
な
空
間
的
因
果
関
係
で
は
因

果
同
時
で
あ
る
。

 

　

わ
れ
わ
れ
の
業
、
つ
ま
り
行
為
に
つ
い
て
、
異
時
の
因
果
を
立
て
る
と
き
、
善
の
業

因
に
は
必
ず
善
の
果
報
が
あ
り
、
悪
の
業
因
に
は
必
ず
悪
の
果
報
が
あ
る
。
こ
れ
を
善

因
善
果
・
悪
因
悪
果
と
い
う
が
、
厳
密
に
は
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
善
な
る
業
を
因
と
し
て
善
な
る
業
を
生
じ
て
、
善
業
が
相
続
し
て
い
く
場
合
も
あ

る
が
、
こ
れ
が
善
因
善
果
で
あ
る
。

 

　

善
悪
の
業
因
が
あ
れ
ば
、
必
ず
そ
れ
に
相
応
し
て
楽
苦
の
果
が
報
い
、
因
果
の
理
が

厳
然
と
し
て
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
の
を
因
果
応
報
と
い
い
、
因
果
の
理
を
無
視
し
て
認

め
ず
、
邪
見
に
陥
る
こ
と
を
因
果
を
撥は

つ
む無
す
る
と
い
う
。

 

　

な
お
、
因
果
の
関
係
を
実
践
修
道
の
上
に
当
て
は
め
る
と
、
修
行
の
因
に
よ
っ
て
悟

り
の
果
を
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
修
因
得
果
・
修
因
感
果
・
酬
因
感
果
と
い

う
。
感
は
、
果
を
招
く
こ
と
を
い
う
。

（
５
）　

無
量
の
衆
善
も
、
因
を
い
わ
ば
す
な
わ
ち
摂
し
、
無
量
の
証
得
も
、
果
を
い
わ
ば

す
な
わ
ち
摂
す
＝
「
無
量
の
衆
善
」
の
「
無
量
」
は
、
限
り
が
な
く
量
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
い
い
、「
衆
善
」
は
、
も
ろ
も
ろ
の
善
、
も
ろ
も
ろ
の
正
し
い
こ
と
を
い

う
。

 

　

こ
こ
で
は
無
量
の
衆
善
は
、
釈
尊
が
最
後
の
八
年
間
に
『
法
華
経
』
を
説
く
以
前

の
、
下
天
・
託
胎
・
降
誕
・
出
家
・
降
魔
・
成
道
・
転
法
輪
・
入
涅
槃
か
ら
な
る
、
八

相
成
道
が
象
徴
す
る
、
仏
釈
尊
の
一
代
の
行
跡
が
、
諸
法
実
相
の
修
行
実
践
の
行
跡
で

あ
り
、
諸
法
実
相
の
修
行
実
践
の
行
跡
が
そ
の
ま
ま
、
一
仏
乗
で
あ
る
仏
の
自
行
の
因

果
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

釈
尊
が
八
十
歳
で
入
滅
す
る
と
き
、
修
行
者
ス
バ
ッ
ダ
に
、「
わ
た
し
は
二
十
九
歳

で
善
を
求
め
て
出
家
し
、
こ
こ
に
五
十
年
余
と
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
三
十
五
歳

で
仏
と
な
っ
た
釈
尊
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
以
来
、
善
を
求
め
て
の
求
道
生
活
を
必
要

と
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
と
な
る
以
前
も
仏

と
な
っ
た
以
後
も
、
生
涯
か
け
て
、「
善
と
は
何
か
」
を
探
求
し
続
け
た
。
こ
れ
が
、

ひ
た
す
ら
実
践
の
行
為
に
よ
っ
て
身
に
修
め
て
い
こ
う
と
す
る
「
衆し

ゅ
う
ぜ
ん善

」
に
他
な
ら

な
い
。

 

　
「
因
を
い
わ
ば
」
は
、
因
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
れ
ば
の
意
を
い
う
。

 

　
「
摂
」
は
、
よ
り
あ
つ
ま
る
の
意
の
語
原
「
聚
」
か
ら
き
て
い
る
。
手
で
着
物
の
す

そ
な
ど
を
た
く
し
上
げ
る
の
意
。
ひ
い
て
、
一
手
に
集
め
て
こ
と
を
処
理
す
る
こ
と
か

ら
、
と
る
、
兼
ね
る
の
意
を
示
す
。
と
る
・
た
す
け
る
、
掲
げ
る
・
着
物
の
す
そ
を
引

き
上
げ
る
、
お
さ
め
る
、
や
し
な
う
、
兼
ね
る
・
兼
務
す
る
、
統
べ
る
・
管
轄
す
る
、

迫
る
・
切
迫
す
る
、
追
う
・
捕
ら
え
る
、
代
る
・
代
理
す
る
、
貸
す
・
借
り
る
、
恐
れ

る
の
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
因
と
果
と
の
す
べ
て
を
包
含
す
る
・
収
め
取
る
・
ま
と

め
る
の
意
で
あ
り
、
す
べ
て
が
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
、
一
仏
乗
で
あ
る
仏
の
自

行
の
因
に
収
ま
り
切
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
無
量
の
証
得
」
の
「
証
得
」
は
、
体
得
し
て
直
観
的
に
観
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
悟

り
を
得
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
果
を
い
わ
ば
」
は
、
果
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
れ
ば
の
意
を
い
う
。

 

　
「
摂
」
は
、
こ
こ
で
は
、
す
べ
て
が
一
仏
乗
で
あ
る
仏
の
自
行
の
果
に
収
ま
り
切
る

こ
と
を
い
う
。

（
６
）　

綱
維
を
提
ぐ
る
に
、
目
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
な
く
、
衣
の
一
角
を
牽
く
に
、
縷

と
し
て
来
ら
ざ
る
こ
と
な
き
が
ご
と
し
＝
「
綱
維
」
は
、〈
こ
う
い
〉
と
訓
む
。
一
般

的
に
は
、
⑴
三
綱
、
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
道
と
、
四
維
、
礼
・
義
・
廉
・
恥
と
を
、

⑵
国
の
掟
、
国
家
の
法
度
を
、
⑶
寺
で
事
務
を
と
る
も
の
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
大
づ

な
で
繋
ぐ
の
意
を
い
い
、
大
づ
な
、
丈
夫
な
太
い
元
づ
な
を
い
う
。

 
　
「
提
」
は
、
漢
音
で
は
〈
て
い
〉、
呉
音
で
は
〈
だ
い
〉。
胸
の
前
に
高
く
あ
げ
る
の

意
の
語
原
か
ら
き
て
い
る
。
提さ

げ
る
・
ひ
っ
さ
げ
る
、
引
き
連
れ
る
・
引
き
起
こ
す
、

掲
げ
示
す
、
持
ち
出
す
、
統す

べ
収
め
る
、
投
げ
打
つ
、
助
け
る
の
意
が
あ
る
。

 

　
『
釈
籤
』
は
、〈
と
る
〉
と
訓
み
、
多
田
孝
正
著
『
法
華
玄
義
』
は
、〈
ひ
っ
さ
ぐ

る
〉
と
訓
む
。
こ
こ
で
は
、
文
意
か
ら
〈
ひ
っ
さ
ぐ
る
〉
と
訓
む
。
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な
お
、「
提
綱
」
と
熟
す
と
、
事
の
大
要
を
挙
げ
る
こ
と
、
大
綱
を
引
っ
提
げ
る
の

意
と
な
る
。
提
綱
は
、
提
要
と
通
じ
、
肝
心
要
を
射
抜
く
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
目
」
は
、
網
の
目
を
い
う
。

 

　
「
一
角
」
は
、
一
方
の
隅す
み

を
い
う
。

 

　
「
縷る

」
は
、
漢
音
で
は
〈
ろ
う
〉、
呉
音
で
は
〈
る
〉。
や
っ
と
目
に
見
え
る
ほ
ど
の

細
い
糸
の
意
か
ら
、
こ
ま
ご
ま
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

糸
、
糸い

と
す
じ筋
を
い
う
。

 

　
「
綱
維
を
ひ
っ
ぱ
る
に
、
目
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と
な
く
」
の
直
接
の
出
典
は
不
明

で
あ
る
が
、
似
た
文
例
に
「
因
陀
羅
網
の
譬
え
」
が
あ
る
。

 

　

智
顗
よ
り
後
代
の
智
儼
（
六
〇
二

－

六
六
八
）
の
『
華
厳
一
乗
十
玄
門
』
の
因
陀
羅

網
境
界
門
（『
大
正
蔵
』
四
五
・
五
一
六
ｂ

－

ｃ
）
に
、『
華
厳
経
』
の
一
即
多
を
、

「
因
陀
羅
網
の
宝
珠
」
に
例
え
、
重
重
無
尽
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。
有
名
な
例
え

は
、「
衆
鏡
の
影
、
一
鏡
の
中
に
見
る
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
く
影
中
に
ま
た
衆
影

を
現
ず
。
一
々
の
影
の
中
に
ま
た
衆
影
を
現
ず
。
す
な
わ
ち
重
々
に
し
て
影
を
現
ず
。

そ
の
無
尽
を
成
じ
て
ま
た
尽
き
る
こ
と
な
し
。」
で
あ
る
。

 

　

同
書
に
、「
故
に
一
を
挙
げ
て
、
首
と
な
し
、
余
は
す
な
わ
ち
伴ば
ん

と
な
す
こ
と
、
な

お
帝た

い
も
う網
の
一
珠
を
挙
げ
て
首
と
な
し
、
衆
珠
中
に
現
ず
る
が
ご
と
し
。
一
珠
の
す
な
わ

ち
爾し

か

る
が
ご
と
き
、
一
切
珠
の
現
ず
る
こ
と
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。」
と
も
あ
る
。

 

　

例
え
ば
、
因
陀
羅
網
に
Ａ
点
・
Ｂ
点
・
Ｃ
点
…
…
が
あ
る
と
す
る
。

 

　

因
陀
羅
網
の
Ａ
点
を
持
ち
上
げ
る
と
、
Ａ
点
を
中
心
に
Ｂ
・
Ｃ
…
…
と
あ
ら
ゆ
る
点

が
絡
ん
で
い
く
。
Ｂ
点
を
持
ち
上
げ
る
と
、
Ｂ
点
を
中
心
に
Ａ
・
Ｃ
…
…
と
あ
ら
ゆ
る

点
が
絡
ん
で
い
く
。
Ｃ
点
を
持
ち
上
げ
る
と
、
Ｃ
点
を
中
心
に
Ａ
・
Ｂ
…
…
と
あ
ら
ゆ

る
点
が
絡
ん
で
い
く
。

 

　

つ
ま
り
、
Ａ
点
を
持
ち
上
げ
て
い
る
と
き
は
、
Ａ
点
が
主
（
首
）
で
、
Ｂ
点
や
Ｃ
点

は
伴
に
な
る
。
Ｂ
点
を
持
ち
上
げ
て
い
る
と
き
は
、
Ｂ
点
が
主
（
首
）
で
、
Ａ
点
や
Ｃ

点
は
伴
に
な
る
。
Ｃ
点
を
持
ち
上
げ
て
い
る
と
き
は
、
Ｃ
点
が
主
（
首
）
で
、
Ａ
点
や

Ｂ
点
は
伴
に
な
る
。

 

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
も
の
が
、
重
重
無
尽
に
関
わ
り
合
い
、
一
切
の
も
の
が
重
重
無

尽
に
入
り
交
じ
っ
て
い
る
の
が
、
相
即
相
入
で
あ
る
。
例
え
は
、
こ
の
相
即
相
入
を
明

か
す
。

 

　
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
八
・
初
品
中
欲
住
六
神
通
釈
論
第
四
十
三
に
、「
こ
こ
を

も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
仏
は
三
昧
の
門
を
説
い
て
、
一
門
の
な
か
に
無
量
の
三
昧
を
摂
入

す
。
衣
の
一
角
を
牽
く
に
、
衣
を
挙
げ
て
み
な
得
る
が
ご
と
し
。
ま
た
蜜
蜂
の
王
を
得

れ
ば
、
余
の
蜂
を
尽
く
摂
す
る
が
ご
と
し
。」（『
大
正
蔵
』
二
五
・
二
六
八
ｃ
）
と
あ

る
。
こ
の
譬
え
は
、
人
を
誤
っ
た
方
向
に
導
け
ば
、
全
部
が
間
違
っ
て
し
ま
う
例
え
と

し
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
。

 

　

ま
た
、『
釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』
巻
第
一
之
上
に
、
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
文
を

引
用
し
て
、「
も
し
行
人
が
深
く
禅
門
の
意
趣
に
達
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
自
然
に
一
切

の
仏
法
を
解
了
し
て
、
余
に
尋
ね
る
こ
と
を
俟
た
ず
。
故
に
、『
摩
訶
衍
』
に
い
わ

く
、
譬
え
ば
、
衣
の
一
角
を
牽
く
に
、
す
な
わ
ち
衆
処
み
な
動
く
が
ご
と
し
。」（『
大

正
蔵
』
四
六
・
四
七
五
ｃ
）
と
あ
る
。

（
７
）　

し
か
る
に
、
諸
の
因
果
、
よ
く
す
べ
か
ら
く
明
ら
か
に
識
る
べ
し
。
な
お
別
教
の

因
果
を
取
ら
ず
。
い
わ
ん
や
、
余
の
因
果
を
や
＝
「
諸
の
因
果
」
は
、
円
教
以
外
の

蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
人
の
自
行
の
因
果
、
す
な
わ
ち
、
蔵
教
の
人
で
あ
る
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
の
自
行
の
因
果
を
い
い
、
通
教
の
人
で
あ
る
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
自
行
の

因
果
を
い
い
、
別
教
の
人
で
あ
る
菩
薩
の
自
行
の
因
果
を
い
う
。

 

　
「
別
教
の
因
果
」
は
、
別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
果
と
、
の
菩
薩
の
自
行
を
補
う
と

分
か
り
易
い
。

 

　
「
取
る
」
の
「
取
」
は
、
耳
と
、
手
を
表
わ
す
又
と
か
ら
成
る
。
昔
、
中
国
で
は
、

戦
っ
て
相
手
を
倒
し
た
と
き
、
左
耳
を
切
り
取
っ
た
の
で
、
耳
と
手
と
を
組
み
合
わ
せ

て
、
と
る
の
意
を
表
わ
し
た
と
い
う
。「
取
」
は
、
選
び
取
る
こ
と
、
取
っ
て
自
分
の

助
け
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
取
ら
ず
」
は
、
選
び
取
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。
理
由
は
、
精
神
的
な
も
の
を
含
め

て
、
一
切
の
現
象
し
存
在
す
る
も
の
を
い
う
、
一
切
の
現
象
的
存
在
を
捉
え
収
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。

 

　
「
い
わ
ん
や
、
余
の
因
果
を
や
」
は
、
比
べ
例
え
て
、
蔵
・
通
の
二
教
を
選
び
離
れ

る
こ
と
を
い
う
。
理
由
は
、
別
教
の
因
果
を
取
ら
ず
の
理
由
と
同
じ
で
、
一
切
の
現
象

的
存
在
を
捉
え
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
り
、
蔵
・
通
の
二
教
は
、
同
じ
と

こ
ろ
と
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
で
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人

の
因
果
が
別
々
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。

（
８
）　

昔
は
、
三
因
大
い
に
異
な
り
て
、
三
果
小
し
く
同
じ
＝
「
昔
」
は
、
迹
仏
釈
尊
の

時
代
を
い
う
。
迹
仏
釈
尊
の
時
代
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
声
聞
に
は
声
聞
の
教
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え
を
、
縁
覚
に
は
縁
覚
の
教
え
を
、
菩
薩
に
は
菩
薩
の
教
え
を
説
き
明
か
し
教
化
教
導

し
た
こ
と
を
内
包
す
る
。
こ
れ
が
三
蔵
教
で
あ
り
、
省
略
し
て
蔵
教
と
い
う
。

 
　
「
三
因
」
は
、
三
人
の
因
と
、
人
の
を
補
う
と
分
か
り
易
い
。
三
人
は
、
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
の
三
人
を
い
う
。

 

　
「
三
果
」
は
、
三
人
の
果
と
、
人
の
を
補
う
と
分
か
り
易
い
。
三
人
は
、
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
の
三
人
を
い
う
。

 

　

蔵
教
の
人
で
あ
る
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人
の
修
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
声
聞
に
は
四

諦
を
、
縁
覚
に
は
十
二
因
縁
を
、
菩
薩
に
は
六
波
羅
蜜
・
六
度
を
当
て
て
い
る
か
ら
、

三
因
、
つ
ま
り
修
行
実
践
の
内
容
は
大
い
に
異
な
る
。

 

　
「
三
果
」
は
、
蔵
教
の
人
で
あ
る
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人
の
悟
り
を
い
う
。
声

聞
は
、
正
使
で
あ
る
見
思
の
惑
を
断
滅
し
た
阿
羅
漢
果
を
究
極
と
し
、
縁
覚
は
、
見
思

の
惑
の
断
滅
に
加
え
て
、
見
思
の
惑
の
習
気
の
断
滅
に
手
を
つ
け
、
菩
薩
は
、
見
思
の

惑
の
正
使
と
習
気
と
を
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
仏
果
に

至
っ
て
正
使
・
習
気
を
共
に
断
滅
す
る
。

 

　

な
お
「
正し
ょ
う
し使

」
は
、
煩
悩
の
主
体
を
い
う
。
煩
悩
の
余
熏
で
あ
る
習
気
に
対
し
て

「
正
」
と
い
い
、
衆
生
を
駆
使
し
て
生
死
に
流
転
さ
せ
る
の
で
「
使
」
と
名
づ
け
る
。

使
は
煩
悩
の
異
名
。
今
ま
さ
に
は
た
ら
い
て
い
る
煩
悩
、
現
に
現
わ
れ
て
い
る
煩
悩
を

い
う
。

 

　

三
果
に
少
し
は
同
じ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人
は

共
通
し
て
、
見
思
の
惑
を
断
滅
し
て
い
る
点
を
指
す
。

参
考
│
│
「
煩
悩
」
に
つ
い
て

 

　

煩
悩
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ク
レ
ー
シ
ャ
の
訳
。
吉
隷
捨
と
音
写
し
、
悩
ま

せ
、
掻
き
乱
し
、
惑
わ
せ
、
汚
す
精
神
作
用
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
性
質
は
、
不
善
、

お
よ
び
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
善
と
も
悪
と
も
明
記
で
き
な
い
「
有う

ふ
く覆
無む

き記
」
で

あ
る
。
衆
生
は
煩
悩
に
よ
っ
て
業
を
起
こ
し
、
苦
し
み
の
報
い
を
受
け
て
、
迷
い
の
生

死
の
世
界
に
繋
ぎ
止
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
惑
業
苦
の
三
道
」
と
い
う
。
だ
か
ら
、
煩

悩
を
断
っ
て
、
涅
槃
の
悟
り
を
得
る
の
が
仏
教
の
目
的
で
あ
る
。

 

　

煩
悩
は
、
そ
の
作
用
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
異
名
で
呼
ば
れ
る
。

　
　

⑴
随

ず
い
み
ん
・
ず
い
め
ん
眠
は
、
内
心
に
潜
む
悪
へ
の
強
い
傾
向
を
い
う
。

　
　

⑵
惑わ

く

は
、
道
理
と
現
象
と
の
世
界
に
対
し
て
、
こ
こ
ろ
が
迷
い
惑
っ
て
解
し
な
い
こ

と
を
い
う
。

　
　

⑶
染ぜ

ん

・
染ぜ
ん
じ
ゃ
く著
・
染ぜ
ん
ま汚
は
、
心
が
外
の
も
の
に
染
ま
っ
て
離
れ
ず
、
執
著
す
る
こ
と

を
い
う
。

　
　

⑷
漏ろ

は
、
漏
れ
出
る
汚
れ
を
い
う
。

　
　

⑸
結け

つ

・
結け
っ
し使
は
、
人
間
を
苦
し
み
に
縛
り
つ
け
、
駆
使
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑹
縛ば

く

は
、
心
を
縛
っ
て
、
真
実
の
認
識
、
な
い
し
活
動
を
さ
せ
ず
、
苦
し
み
の
生
死

の
世
界
に
沈
む
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑺
纏て

ん

は
、
ま
つ
わ
り
つ
い
て
、
自
在
に
さ
せ
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑻
軛や

く

は
、
車
の
く
び
き
の
よ
う
に
拘
束
す
る
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑼
暴ぼ

る流
は
、
押
し
流
す
激
し
い
水
の
流
れ
を
い
う
。

　
　

⑽
取し

ゅ

は
、
執
著
し
、
欲
求
し
て
や
ま
な
い
心
の
は
た
ら
き
を
い
う
。

　
　

⑾
蓋が

い

は
、
心
の
本
性
を
覆
っ
て
自
由
に
さ
せ
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
　

⑿
繋け

は
、
繋
ぎ
、
縛
る
、
潜
在
的
な
束
縛
を
い
う
。

　
　

⒀
垢く

は
、
不
浄
で
、
心
を
染
め
、
汚
す
も
の
を
い
う
。

　
　

⒁
株し

ゅ
ご
ち杌
は
、
切
り
株
が
と
び
出
て
危
な
い
さ
ま
を
い
う
。

　
　

⒂
焼し

ょ
う
が
い害
は
、
火
で
焼
い
て
、
生
け
る
も
の
を
損
悩
す
る
も
の
を
い
う
。

　
　

⒃
箭せ

ん

は
、
箭
が
遠
方
か
ら
動
い
て
来
る
よ
う
に
、
常
に
動
い
て
安
静
で
な
い
こ
と
を

い
う
。

　
　

⒄
稠ち

ゅ
う
り
ん林
は
、
煩
悩
の
数
の
多
い
こ
と
を
、
繁
っ
た
森
林
に
例
え
て
い
う
。

　
　

⒅
塵じ

ん
ろ
う労
は
、
心
を
疲
れ
さ
せ
る
心
の
塵
を
い
う
。

　
　

⒆
塵じ

ん
く垢
は
、
心
を
汚
す
塵
や
垢
を
い
う
。

　
　

⒇
客き

ゃ
く
じ
ん塵
は
、
外
か
ら
来
て
清
浄
な
心
を
汚
す
も
の
を
い
う
。

　
　

21
諍じ

ょ
う
こ
ん根
は
、
湧
き
出
る
欲
望
に
執
著
し
、
も
ろ
も
ろ
の
見
解
に
執
著
し
、
論
争
・

異
論
の
根
本
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

ま
た
煩
悩
そ
の
も
の
を
使し

・
正し
ょ
う
し使
と
い
い
、
煩
悩
そ
の
も
の
を
滅
し
て
も
、
わ
た
し

の
心
の
な
か
に
印
象
づ
け
ら
れ
熏
じ
つ
け
ら
れ
、
な
お
残
る
慣
習
の
気
分
を
、
習じ

ゅ

・

習じ
っ
け気
と
い
う
。

 
　

天
台
教
学
で
は
、
見け

ん
じ思

・
塵じ

ん
じ
ゃ沙

・
無む

み
ょ
う明

の
三さ

ん
な
く惑

（
三
障
、
三
垢
）
を
説
く
。

 
　

す
な
わ
ち
、
因
果
の
道
理
や
四
諦
・
八
正
道
の
道
理
な
ど
の
道
理
を
知
ら
ず
、
一
切

の
事
象
は
実
在
す
る
と
す
る
迷
見
を
い
う
「
見
惑
」
と
、
愛
著
の
心
や
貪
り
・
怒
り
・

愚
か
さ
な
ど
の
、
思
量
分
別
し
て
迷
う
「
思
惑
（
修
惑
）」
と
を
、「
見け

ん
じ思
の
惑
」
と
い

う
。
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号

 
　

自
我
に
よ
っ
て
事
象
を
観
、
考
え
、
有
に
執
著
す
る
見
思
の
惑
を
断
滅
す
る
の
は

「
空
観
」
に
よ
る
。
一
切
の
事
象
を
観
察
し
て
、
す
べ
て
は
空
で
あ
る
と
観
る
か
ら

「
一
切
智
」
と
い
う
。

 

　

次
に
、
塵ち
り

や
沙ま
さ
ご

に
も
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
数
限
り
な
い
、
現
実
の
事
象
に
対
し
、

空
に
片
寄
っ
て
、
現
実
に
現
象
し
存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
煩
悩
で
あ
る
。
こ
の
煩

悩
は
、
理
智
に
欠
け
る
無
知
が
本
質
で
あ
る
か
ら
、
現
実
の
教
化
教
導
の
障
害
と
な

る
。
こ
の
惑
を
「
塵じ

ん
じ
ゃ沙
の
惑
」
と
い
う
。

 

　

ま
た
塵
沙
の
惑
は
、
一
切
の
事
象
の
差
別
を
知
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
都
度
的
確
に
判

断
し
、
対
処
す
る
理
智
に
欠
け
る
煩
悩
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
の
性
癖
は
何
か
、
そ
の

性
癖
は
何
が
原
因
か
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
性
癖
の
矯
正
方
法
が
分
か
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
塵
沙
の
惑
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
病
と
、
そ
れ
を
治
す
薬
に
関
す
る

無
知
を
い
う
。

 

　

こ
れ
を
断
滅
す
る
の
は
「
仮
観
」
に
よ
る
。
思
量
分
別
の
情
見
の
差
別
で
は
な
く
、

現
象
し
存
在
す
る
も
の
差
別
相
を
観
る
智
慧
が
「
道
種
智
」
で
あ
る
。
道
は
、
一
切
の

諸
仏
の
悟
り
の
道
で
、
種
は
生
け
る
も
の
の
一
切
の
善
根
の
種
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

無
量
の
悟
り
の
薬
に
よ
っ
て
衆
生
の
病
を
治
し
て
、
本
来
具
え
て
い
る
善
根
を
洞
察
し

観
る
智
慧
を
い
う
。

 

　

次
に
諸
惑
の
根
本
で
、
空
即
仮
、
仮
即
空
、
不
二
而
二
・
二
而
不
二
に
あ
る
中
・
中

道
を
い
う
、
中
道
第
一
義
諦
の
道
理
に
迷
う
最
も
微
細
な
煩
悩
を
「
無
明
の
惑
」
と
い

う
。

 

　

こ
れ
を
断
滅
す
る
の
は
「
中
観
」
に
よ
る
。
中
・
中
道
を
観
る
智
慧
を
「
一
切
種

智
」
と
い
う
。
一
切
種
智
は
、
空
・
仮
に
片
寄
ら
ず
、
空
に
あ
ら
ず
仮
に
あ
ら
ず
、
し

か
も
空
な
り
仮
な
い
と
、
一
切
の
事
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
観
じ
る
智
慧
を
い
う
。
こ
れ

を
仏
知
見
と
す
る
。

 

　

こ
の
三
惑
を
、
悟
り
へ
の
障
害
と
な
る
煩
悩
の
障
り
を
い
う
「
煩
悩
障
」
と
、
一
切

の
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
智
の
は
た
ら
き
の
妨
げ
と
な
る
汚
れ
の
な
い
無
知

を
い
う
「
所
知
障
」
と
に
当
て
れ
ば
、
見
思
は
煩
悩
障
、
塵
沙
・
無
明
は
所
知
障
に
当

た
る
。

 

　

ま
た
見
思
は
、
三
乗
に
共
通
す
る
惑
で
あ
る
か
ら
通
惑
、
塵
沙
・
無
明
は
特
に
菩
薩

だ
け
が
断
つ
惑
で
あ
る
か
ら
別
惑
と
名
づ
け
る
。
こ
れ
を
通
別
二
惑
と
い
う
。

 

　

見
思
は
、
三
界
の
内
で
起
こ
す
惑
で
あ
る
か
ら
界
内
の
惑
、
無
明
は
、
三
界
を
超
え

た
も
の
に
も
あ
る
惑
で
あ
る
か
ら
界
外
の
惑
、
塵
沙
は
、
両
方
に
通
じ
て
界
内
界
外
の

惑
で
あ
る
と
す
る
。

 

　

ま
た
見
思
の
惑
は
、
空
の
理
を
知
ら
な
い
で
み
だ
り
に
も
の
の
相
に
執
著
す
る
煩
悩

で
あ
る
か
ら
、
区
別
し
て
取
相
の
惑
と
い
わ
れ
る
が
、
広
義
に
お
い
て
は
、
あ
と
の
塵

沙
・
無
明
の
二
惑
も
ま
た
取
相
の
惑
に
入
る
。

（
９
）　

三
因
大
い
に
同
じ
く
し
て
、
三
果
小
し
く
異
な
る
＝
通
教
の
三
因
三
果
を
説
く
。

「
三
因
」
は
三
人
の
因
と
、「
三
果
」
は
三
人
の
果
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「
人
の
」
を
補
う
と

分
か
り
易
い
。
三
人
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人
を
い
う
。

 

　

通
教
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
人
は
、
般
若
、
す
な
わ
ち
、
体
空
無
生
の
般
若

波
羅
蜜
の
観
慧
を
修
行
実
践
す
る
の
で
、
三
因
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
結
果

は
、
但
空
、
不
但
空
、
ま
た
別
教
に
進
む
も
の
、
直
ち
に
円
教
に
進
む
も
の
も
あ
る
。

 

　

通
教
の
三
乗
人
は
、
七
・
已
弁
地
で
、
見
思
の
惑
を
断
じ
尽
く
す
が
、
習
気
に
は
、

通
教
の
声
聞
は
手
を
つ
け
な
い
が
、
通
教
の
縁
覚
は
八
・
支
仏
地
で
手
を
突
っ
込
む
。

通
教
の
菩
薩
は
、
扶ふ

し
ゅ
う習
潤に
ん
じ
ょ
う生
で
あ
る
か
ら
、
見
思
の
惑
の
正
使
は
断
ち
切
る
が
、
習

気
は
断
ち
切
ら
ず
に
残
し
て
お
き
、
そ
れ
を
頼
り
に
三
界
に
生
ま
れ
て
衆
生
を
利
益
す

る
。
し
か
し
、
習
気
は
力
が
弱
く
、
習
気
だ
け
で
は
三
界
の
生
を
潤
す
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
、
強
い
誓
願
力
に
よ
っ
て
、
残
り
の
習
気
を
扶ふ

ち持
し
て
三
界
に
生
ま
れ
る
。
習

気
を
断
尽
す
る
の
は
、
仏
に
至
っ
て
で
あ
る
。
だ
か
ら
三
果
は
少
し
異
な
る
。

 

　
「
習
気
」
は
、〈
じ
っ
け
〉
と
訓
む
。
南な
ん
と都
で
は
〈
じ
ゅ
っ
き
〉
ま
た
は
〈
し
ゅ
っ

け
〉
と
訓
み
、
北ほ

く
れ
い嶺
で
は
〈
し
っ
き
〉
と
訓
ん
で
い
た
と
い
う
。
一
般
に
は
〈
じ
ゅ
っ

て
〉
と
い
う
訓
み
方
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
業
の
潜
在
的
可
能
力
・
潜
在
余
力

を
い
う
。
あ
る
行
為
に
よ
っ
て
残
さ
れ
薫
習
さ
れ
た
気
分
で
あ
る
潜
在
余
力
を
い
う
。

つ
ま
り
、
煩
悩
そ
の
も
の
は
尽
き
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
後
に
癖
が
残
っ
て
い
る
こ
と

を
い
う
。

 

　

仏
だ
け
が
習
気
を
断
じ
る
こ
と
が
で
き
、
二
乗
人
は
断
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

れ
る
。

参
考
│
│
通
教
の
修
行
の
階
位
の
「
三
乗
共ぐ

う

の
十じ
ゅ
う
じ地

」
に
つ
い
て

 
　

通
教
の
修
行
の
階
位
は
、「
十
地
」
か
ら
成
る
。
⑴
乾
慧
地
、
⑵
性
地
、
⑶
八
人

地
、
⑷
見
地
、
⑸
薄
地
、
⑹
離
欲
地
、
⑺
已
弁
地
、
⑻
支
仏
地
、
⑼
菩
薩
地
、
⑽
仏
地

の
十
で
あ
る
。

　
　

⑴
乾
慧
地
は
、
ま
だ
少
し
も
真
理
の
潤
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
智
慧
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界　　　欲

道 滅集 苦

道
法
智

道
法
忍

滅
法
智

滅
法
忍

集
法
智

集
法
忍

苦
法
智

苦
法
忍

証
理

断
惑

界 二 上

道
類
智

道
類
忍

滅
類
智

滅
類
忍

集
類
智

集
類
忍

苦
類
智

苦
類
忍

証
理

断
惑

道 滅集 苦

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
九
）

が
乾
い
て
い
る
位
を
い
う
。

　
　

⑵
性
地
は
、
ぼ
ん
や
り
空
の
道
理
の
見
当
が
つ
い
た
と
こ
ろ
を
い
う
。
性
は
法
性

で
、
法
性
の
真
実
が
朧
気
な
が
ら
見
え
か
か
っ
た
位
を
い
う
。

　
　

⑶
八
人
地
は
、
八
忍
地
を
い
う
。
見
道
十
六
心
の
中
、
第
十
五
心
に
当
た
る
位
で
、

第
十
五
心
は
、
上
二
界
の
道
類
忍
を
い
う
。
こ
こ
ま
で
で
、
苦
法
忍
・
苦
類
忍
な

ど
の
忍
と
名
づ
け
る
無
漏
智
だ
け
で
は
、
第
八
忍
目
に
当
た
る
か
ら
、
第
十
五
心

を
八
忍
と
い
い
、
八
人
地
と
い
う
。

　
　

⑷
見
地
は
、
第
十
六
心
、
す
な
わ
ち
道
類
智
の
位
を
い
う
。
こ
こ
ま
で
で
三
界
の
あ

ら
ゆ
る
見
惑
を
断
じ
て
真
諦
の
空
の
道
理
を
見
る
位
を
い
う
。

　
　

⑸
薄
地
は
、
欲
界
の
煩
悩
も
手
薄
に
な
っ
た
位
を
い
う
。

　
　

⑹
離
欲
地
は
、
欲
界
の
思
惑
を
す
べ
て
断
尽
し
て
、
欲
界
か
ら
離
れ
る
位
を
い
う
。

　
　

⑺
已
弁
地
は
、
三
界
の
見
思
の
惑
を
断
尽
し
て
、
三
界
の
生
死
輪
廻
を
厭
い
離
れ

る
、
出
離
と
い
う
目
的
が
已
に
成
弁
、
つ
ま
り
成
就
し
た
位
を
い
う
。

　
　

⑻
支
仏
地
は
、
辟
支
仏
、
す
な
わ
ち
縁
覚
・
独
覚
が
、
習
気
に
手
を
つ
け
る
位
を
い

う
。

　
　

⑼
菩
薩
地
は
、
仏
果
を
得
る
因
行
を
積
む
位
を
い
う
。
通
教
の
菩
薩
は
、
蔵
教
の
菩

薩
の
伏
惑
行
因
と
異
な
り
、
見
思
の
二
惑
を
断
尽
す
る
の
は
、
二
乗
と
同
じ
で
あ

る
。
衆
生
教
化
す
る
の
は
、
扶ふ

し
ゅ
う習
潤に
ん
じ
ょ
う生
に
よ
る
。
正
使
、
す
な
わ
ち
煩
悩
の
本

体
だ
け
は
断
じ
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
利
他
の
行
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
、
誓
願
の
力
と
慈
悲
の
力
に
よ
っ
て
、
習
気
は
断
た
ず
に
残
し
て
お
き
、

そ
れ
を
頼
り
に
三
界
六
道
に
生
を
受
け
る
。

　
　

⑽
仏
地
は
、
果
頭
無
人
の
位
を
い
う
。
果
頭
無
人
は
、
通
教
が
、
方
便
の
教
え
で
あ

る
権
教
で
は
あ
る
が
、
成
仏
の
道
で
あ
る
と
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
置
か
れ
た
、

飾
り
と
し
て
の
仏
を
い
う
。

参
考
│
│
「
三さ

ん
じ
ゅ
う
し
し
ん

十
四
心
」
に
つ
い
て

 

　
「
三
十
四
心
」
は
、三
十
四
刹
那
の
心
を
い
う
。八
忍
八
智
の
十
六
心
と
、九く

無む
け
ん
ど
う

間
道
・

九く

解げ
だ
つ脱

道ど
う

の
十
八
心
と
を
い
う
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、
蔵
教
の
菩
薩
が
こ
の
十
六
心
に
よ
っ
て
見
惑
を
断
ち
、
十
八
心
に

よ
っ
て
思
惑
を
断
っ
て
成
道
す
る
。
こ
れ
を
、
三
十
四
心
断
結
成
道
と
い
う
。
結
は
煩

悩
、
す
な
わ
ち
惑
を
い
う
。

 

　

⑴
見
惑
の
十
六
心
は
、
欲
界
の
四
諦
を
理
解
す
る
「
智
」
と
、
欲
界
の
上
に
あ
る
色

界
・
無
色
界
の
上
二
界
の
四
諦
を
理
解
す
る
無
漏
智
と
で
八
心
、
そ
れ
に
一
諦
を
理
解

す
る
智
ご
と
に
、
断
惑
と
証
理
と
の
二
心
が
分
か
れ
る
。
こ
れ
で
、
十
六
心
と
な
る
。

 

　

一
諦
を
悟
る
智
は
、「
智
」
と
「
忍
」
に
分
か
れ
る
。

 

　
「
忍
」
は
認
許
・
認
可
の
意
で
、
そ
れ
に
違
い
な
い
と
始
め
て
認
め
る
、
智
を
生
じ

る
因
を
い
う
。
こ
れ
が
断
惑
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
当
に
そ
う
だ
と
理
解
し
た
の
が

「
智
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
証
理
で
あ
る
。

 

　

欲
界
に
「
法
」
と
い
い
、
上
二
界
に
「
類
」
と
い
う
。

 

　

欲
界
は
、
眼
前
に
そ
の
も
の
を
実
物
と
し
て
捉
え
る
か
ら
、
実
物
が
「
法
」
で
あ

る
。
上
二
界
の
法
は
、
実
物
を
見
ず
、
欲
界
の
法
か
ら
類
推
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

「
類
」
と
い
う
。
こ
れ
が
見
道
十
六
心
で
あ
る
。
見
道
は
、
四
向
四
果
の
須
陀
洹
、
あ

る
い
は
入
流
・
預
流
と
同
じ
で
あ
り
、
三
界
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
っ
て
、
四
諦
の
理

を
見
る
こ
と
を
い
う
。
声
聞
乗
の
最
初
の
聖
果
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
初
果
と
い
う
。

 

　

左
記
の
図
表
の
「
苦
法
忍
」
は
、
苦
に
つ
い
て
の
智
を
起
こ
さ
せ
る
原
因
と
し
て
の

認
知
を
い
い
、「
苦
類
忍
」
は
、
苦
に
つ
い
て
の
智
を
得
た
後
に
、
引
き
続
い
て
起
こ

る
認
知
を
い
う
。

 

　

⑵
思
惑
は
、
九く

じ地
、
す
な
わ
ち
三
界
の
九
品
の
惑
を
、
一
品
ず
つ
断
じ
る
。

 

　

例
え
ば
、
先
ず
三
界
の
最
底
部
の
欲
界
か
ら
三
界
の
最
頂
部
の
非
想
非
非
想
処
天
ま

で
の
下げ

の
下げ

に
位
す
る
人
の
思
惑
を
一
度
に
合
わ
せ
て
断
ち
、
次
に
下げ

の
中ち
ゅ
う

に
位
す

る
人
の
思
惑
を
ま
た
合
わ
せ
て
断
つ
。
こ
う
し
て
下
の
下
か
ら
上
の
上
ま
で
の
九
地
九

品
の
惑
は
九
心
で
断
た
れ
る
。
更
に
、
そ
の
一
品
を
断
つ
智
ご
と
に
、
無
礙
道
と
解
脱

道
、
す
な
わ
ち
断
惑
・
証
理
の
二
つ
に
分
か
れ
る
か
ら
、
十
八
心
と
な
る
。
無
礙
道

は
、
智
が
惑
に
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
い
い
、
無
漏
智
だ
け
で
自
在
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に
理
を
照
ら
す
か
ら
、
解
脱
道
と
い
う
。

 
　

な
お
、
九
地
九
品
の
惑
は
、
三
界
九
地
に
各
九
品
の
思
惑
が
あ
り
、
合
計
す
る
と
八

十
一
品
と
な
る
。
九
地
は
、
欲
界
と
四
禅
と
四
無
色
を
い
う
。
欲
界
を
一
地
、
色
界
に

四
地
、
無
色
界
に
四
地
が
あ
る
か
ら
合
わ
せ
て
九
と
な
る
。

 

　

こ
う
し
て
、
三
十
四
刹
那
の
心
で
、
見
思
の
二
惑
が
断
た
れ
る
。

（
10
）　

一
因
逈
か
に
出
で
て
、
一
果
融
ぜ
ず
＝
別
教
の
一
因
一
果
を
指
す
。
別
教
は
、
菩

薩
だ
け
を
対
象
と
し
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、
一
因
一
果
と
い
う
。
別
教
の
菩
薩
は
、
因

と
な
る
初
地
以
前
の
修
行
に
お
い
て
も
、
現
実
の
事
象
に
立
脚
せ
ず
、
理
念
の
中
に
埋

没
す
る
但
中
を
願
い
、
初
地
以
後
の
十
地
の
果
に
お
い
て
は
、
初
地
以
前
の
修
行
実
践

を
い
う
、
因
と
の
融
合
は
説
か
れ
な
い
絶
対
孤
高
に
あ
る
。

 

　
「
一
因
逈
か
に
出
で
て
」
は
、
別
教
の
人
が
観
察
す
る
中
・
中
道
の
理
は
、
空
・
仮

を
離
れ
た
孤
高
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
但
中
の
理
と
い
わ
れ
る
。
因
の
修
行
の
段
階
に

お
い
て
、
こ
の
但
中
の
理
が
、
空
・
仮
を
離
れ
て
絶
対
の
孤
高
に
あ
っ
て
、
一
頭
地
を

抜
い
て
お
り
、
そ
の
但
中
も
初
地
以
降
の
十
地
に
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
を
い

う
。

 

　
「
逈
」
は
、〈
き
ょ
う
〉
が
呉
音
、
遥
か
の
意
を
い
う
。
迥き
ょ
う

の
字
に
通
じ
る
。「
逈
」

は
、
遥
か
に
、
遠
い
の
意
を
い
う
。
逈
遠
は
、
遥
か
に
遠
い
の
意
を
い
う
。

 

　
「
一
果
融
ぜ
ず
」
は
、
別
教
の
果
は
、
果
位
に
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十

地
・
等
覚
・
妙
覚
と
い
う
段
階
的
な
差
別
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
位
が
融
即
、
す

な
わ
ち
通
じ
合
う
相
即
相
入
を
せ
ず
、
別
教
の
菩
薩
が
成
就
し
た
仏
果
が
、
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
九
界
と
互
具
し
な
い
こ
と

を
い
う
。

（
11
）　

因
に
、
善
を
摂
ぜ
ず
し
て
、
果
に
、
徳
を
収
め
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
仏
の
自
行
の

因
に
あ
ら
ず
し
て
、
仏
の
道
場
の
証
得
の
果
に
あ
ら
ず
＝
「
因
」
は
、
別
教
の
菩
薩
の

因
と
、「
果
」
は
、
別
教
の
菩
薩
の
果
と
、「
別
教
の
菩
薩
の
」
を
補
う
と
分
か
り
易

い
。
別
教
の
菩
薩
自
身
の
修
行
実
践
と
、
そ
の
結
果
得
る
悟
り
と
を
い
う
。

 

　
「
善
」
は
、
衆
善
を
い
う
。
十
地
以
前
の
自
利
利
他
の
衆
善
を
い
い
、
十
地
以
後
の

無
明
の
惑
の
断
尽
を
い
う
。

 

　
「
摂
ぜ
ず
」
は
、
仏
の
自
行
の
因
の
よ
う
に
、
三
乗
も
そ
の
ま
ま
包
摂
し
、
果
位
も

段
階
的
な
差
別
な
く
融
即
し
、
無
明
の
惑
も
断
尽
し
、
十
法
界
も
互
具
し
て
、
一
切
を

分
け
隔
て
な
く
、
平
等
に
包
含
し
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
徳
」
は
、
万
徳
を
い
う
。
十
地
以
前
の
、
各
階
梯
に
お
け
る
段
階
的
な
悟
り
や
、

自
利
利
他
の
衆
善
の
徳
を
い
い
、
十
地
以
後
の
無
明
の
惑
の
断
尽
に
よ
る
悟
り
や
、
自

利
利
他
の
徳
を
い
う
。

 

　
「
収
め
ず
」
は
、
十
地
以
前
の
各
階
梯
に
お
け
る
段
階
的
な
悟
り
が
、
他
の
階
梯
の

段
階
的
な
悟
り
と
い
う
万
徳
を
互
い
に
収
め
な
い
こ
と
を
い
い
、
十
地
以
後
の
果
地
の

万
徳
も
、
互
い
に
関
与
し
合
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
果
は
、
迹
門
の
な
か
の
仏
の
自
行
の
因
と
同
じ
因
で
も
な

け
れ
ば
、
ま
た
、
寂
滅
道
場
で
悟
り
を
得
た
仏
の
自
行
の
果
と
同
じ
果
で
も
な
い
か

ら
、
別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
果
は
、
迹
門
に
説
く
仏
の
自
行
の
因
果
に
は
匹
敵
し
な

い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
道
場
」
は
、
仏
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
、
今
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
、
昔
の
マ
ガ
ダ
国

の
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
の
ほ
と
り
に
あ
る
菩
提
樹
の
下
の
金
剛
宝
座
を
い
う
。
寂
滅

道
場
と
も
い
う
。
道
場
の
「
道
」
は
悟
り
の
意
。

 

　
「
証
得
」
は
、
一
般
に
、
得
る
こ
と
、
完
成
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
正
し

い
智
慧
に
よ
っ
て
、
実
際
に
真
実
を
直
観
的
に
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
正

し
い
智
慧
を
体
得
し
て
、
そ
の
智
慧
に
よ
っ
て
実
際
に
真
実
を
直
観
し
て
悟
る
こ
と
を

い
う
。

（
12
）　

ま
た
簡
は
、
諸
経
に
、
仏
の
往
昔
に
行
ず
る
と
こ
ろ
の
因
果
を
明
か
す
は
、
こ
と

ご
と
く
み
な
払
わ
れ
て
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
方
便
な
り
＝
「
簡け

ん

」
は
、
料
簡
・
簡け
ん
べ
つ別
と

同
義
。
考
察
検
討
し
、
は
か
り
え
ら
ぶ
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
諸
経
の
因
果
を
は

か
り
選
び
、
不
適
当
な
も
の
を
捨
て
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
諸
経
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
、
つ
ま
り
蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
諸
経
を
い

う
。

 

　
「
払
う
」
の
払
は
、
は
ら
う
の
意
の
語
原
祓ふ
つ

か
ら
き
て
い
る
。
手
で
払
う
の
意
。
払

い
除
け
る
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
こ
と
ご
と
く
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
に
明
か
す
、
仏
の
所
行
の
因
果
を
い

う
。

 
　

こ
と
ご
と
く
の
「
咸か
ん

」
は
、
神
が
供
え
物
を
食
べ
尽
く
し
て
、
福
を
授
け
る
こ
と
か

ら
、
こ
と
ご
と
く
滞

と
ど
こ
お

り
な
く
終
る
の
意
。
転
じ
て
、
み
な
の
意
と
な
り
、
ま
た
、
和

ら
ぐ
の
意
と
な
っ
た
。

 

　
「
方
便
」
は
、
仮
の
手
立
て
、
衆
生
を
救
済
し
、
悟
り
へ
導
く
た
め
の
一
時
の
手
立
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て
と
し
て
説
か
れ
た
教
え
を
い
う
。

 
　

一
乗
真
実
・
三
乗
方
便
と
い
わ
れ
る
が
、
一
乗
が
明
か
さ
れ
る
ま
で
は
、
三
乗
し
か

な
か
っ
た
。
一
乗
が
明
か
さ
れ
た
と
き
に
、
初
め
て
三
乗
が
方
便
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
だ
か
ら
、
方
便
は
、
真
実
が
知
ら
れ
る
ま
で
の
真
実
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

目
の
前
に
提
示
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
以
外
に
は
な
い
と
い
う
ぎ
り
ぎ
り
の
現
実
、
そ
れ

が
方
便
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
現
実
を
通
し
て
し
か
真
実
に
は
至
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
仏
の
方
便
が
、
善
巧
方
便
・
巧
み
な
方
便
と
い
わ
れ
る
の
も
、
こ
う
い
う
意

味
か
ら
で
あ
る
。

（
13
）　

因
は
、
久
遠
の
実
修
を
窮
め
、
果
は
、
久
遠
の
実
証
を
窮
む
＝
「
因
」
は
、
仏
の

自
行
の
因
と
、「
果
」
は
、
仏
の
自
行
の
果
と
、「
仏
の
自
行
の
」
を
補
う
と
分
か
り
易

い
。

 

　
「
久
遠
」
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
遠
い
過
去
を
い
う
。

 

　
「
実
修
」
は
、
五
百
塵
点
劫
の
過
去
の
菩
薩
道
の
修
行
実
践
を
い
う
。

 

　
「
久
遠
の
実
修
」
は
、『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
に
説
か
れ
る
五
百
塵
点
劫
の
過
去
の

菩
薩
道
の
修
行
と
成
仏
を
指
し
、
実じ

つ
ほ
ん本
、
す
な
わ
ち
実
証
本
成
を
顕
わ
す
。
実
本
は
、

『
法
華
経
』
以
前
の
三
乗
を
権
迹
と
い
う
の
に
対
し
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
一
仏
乗

を
い
う
。

 

　
「
五
百
塵
点
劫ご
う

」
は
、『
法
華
経
』
如
来
寿
量
品
第
十
六
に
出
、
無
量
の
数
を
い
う
。

五
百
億
塵
点
劫
と
も
い
い
、
微
塵
劫
ま
た
は
大
地
微
塵
劫
と
も
い
う
。
釈
尊
が
成
仏
し

て
以
来
、
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
に
、
三
千
大
千
世
界
を
磨
り
つ
ぶ
し

て
墨
汁
と
し
、
こ
の
一
点
ず
つ
を
一
千
国
土
ご
と
に
下
し
て
墨
汁
が
尽
き
た
と
き
、
今

ま
で
に
経
過
し
た
す
べ
て
の
世
界
を
微
塵
に
砕
い
て
、
そ
の
一
塵
を
一
劫
と
し
て
数
え

た
総
数
を
い
う
「
三
千
塵
点
劫
」
が
あ
る
。『
法
華
経
』
化
城
喩
品
に
出
る
。

 

　
「
一
劫
」
と
い
う
時
間
は
、
盤
石
劫
と
い
う
測
り
方
で
は
、
四
方
一
ヨ
ー
ジ
ャ
ナ

（
一
説
に
七
・
四
㎞
、
歴
史
的
に
は
十
六
㎞
〜
二
十
三
㎞
に
相
当
）
の
盤
石
を
、
百
年

に
一
度
ず
つ
白
氈
で
払
拭
し
て
、
摩
耗
に
よ
っ
て
そ
の
盤
石
が
消
失
す
る
ま
で
の
時
間

を
い
う
。
他
に
、
芥
子
劫
が
あ
る
。

 

　
「
実
証
」
は
、
五
百
塵
点
劫
の
過
去
の
成
仏
を
い
う
。

（
14
）　

か
く
の
ご
と
き
の
因
は
、
竪
に
は
、
七
種
の
方
便
よ
り
も
高
く
、
横
に
は
、
十
法

界
の
法
を
包
む
＝
こ
の
一
文
は
、『
法
華
経
』
本
門
の
教
え
を
明
か
す
。

 

　
「
か
く
の
ご
と
き
の
因
」
の
因
は
、
本
仏
釈
尊
の
自
行
の
因
果
を
い
う
。
絶
対
の
悟

り
の
世
界
の
因
と
果
は
同
時
同
所
で
あ
っ
て
、
因
即
果
、
果
即
因
と
相
即
す
る
。
だ
か

ら
、「
か
く
の
ご
と
き
の
因
」
は
、
果
を
補
っ
て
「
か
く
の
ご
と
き
の
因
果
」
と
読
み

取
る
。

 

　

し
た
が
っ
て
「
か
く
の
ご
と
き
の
因
」
は
、
直
前
の
「
因
は
久
遠
の
実
修
を
窮
め
、

果
は
久
遠
の
実
修
を
窮
む
」
を
受
け
る
と
取
る
。

 

　
「

竪
し
ゅ
・
じ
ゅ

」
は
、
縦
を
い
う
。
時
間
的
な
縦
の
繋
が
り
を
い
う
。
竪
が
本
字
、
竪
が
俗

字
。

 

　

竪
は
、
目
（
臣
）
と
手
（
又
）
と
が
意
味
を
表
わ
し
、
豆じ
ゅ

が
音
を
表
わ
す
。
ジ
ュ
は

真
っ
直
ぐ
の
意
の
語
原
（
直
）
か
ら
き
て
い
る
。
目
で
見
、
手
で
操
作
し
て
真
っ
直
ぐ

に
立
て
る
の
意
。
ひ
い
て
、
縦
の
意
。
ま
た
音
が
童
と
通
じ
て
、
子
供
の
意
に
借
用
す

る
。

 

　

横
お
う
し
ゅ
・
お
う
じ
ゅ
竪
と
熟
し
、
横
は
空
間
的
な
こ
と
、
竪
は
時
間
的
な
こ
と
を
表
わ
す
。
横

竪
を
解
釈
し
て
、
頓
・
漸
と
取
っ
た
り
、
他
力
・
自
力
と
取
っ
た
り
す
る
。
い
ず
れ

も
、
順
序
次
第
を
経
な
い
か
、
順
序
次
第
を
経
る
か
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
対
語
は
、
何

れ
も
仏
道
修
行
の
有
り
様
を
い
う
。

 

　
「
七
種
の
方
便
」
は
、
七
方
便
人
と
同
義
。
天
台
教
学
で
は
、『
法
華
経
』
に
説
く
円

教
を
聴
聞
す
る
に
至
る
ま
で
の
、
七
種
の
立
場
に
あ
る
者
を
い
う
。
つ
ま
り
、
人
間
・

天
上
・
声
聞
・
縁
覚
、
お
よ
び
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
信
じ
る
菩
薩
の
七
種
の
立
場
に

あ
る
者
を
指
す
。

 

　
「
高
」
は
、
一
般
的
に
は
、
有
形
に
も
無
形
に
も
用
い
、
空
間
的
に
、
見
上
げ
る
よ

う
に
高
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
『
釈
籤
』
は
、
本
仏
釈
尊
は
「
円
実
」
の
因
果
に
あ
る
か
ら
高
い
と
す
る
。

 

　
「
円
実
」
は
円
頓
一
実
を
い
う
。
そ
の
な
か
の
「
円
頓
」
は
、
頓
速
で
速
い
こ
と
を

い
う
。
漸
が
、
順
序
次
第
を
経
、
時
を
経
て
積
み
上
げ
造
り
上
げ
た
も
の
を
い
う
が
、

円
頓
は
先
天
的
な
実
在
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
体
験
す
る
の
は
一
念
の
頓
速
に
す
べ
て

を
悟
り
尽
く
す
こ
と
を
い
う
。「
一
実
」
は
、
一
が
平
等
を
い
い
、
平
等
の
実
相
を
一

実
と
い
う
。
一
実
は
、
唯
一
の
真
実
を
い
う
。

 
　

つ
ま
り
「
円
実
」
は
、
い
ま
こ
こ
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
心
に
、
す
べ
て
の
も
の
ご

と
を
欠
け
る
こ
と
な
く
円
満
に
具
え
、
平
等
の
実
相
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
悟
っ
て
成
仏
す

る
こ
と
を
い
う
。

 

　

し
た
が
っ
て
本
仏
釈
尊
は
、『
法
華
経
』
が
明
か
す
円
頓
一
実
、
一
実
円
頓
の
真
実
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第
三
九
号

に
よ
っ
て
、
悉し
っ
か
い皆
成じ
ょ
う
ぶ
つ仏
の
一
仏
乗
の
立
場
に
し
か
い
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
横お
う

」
は
、
横よ
こ

を
い
う
。
空
間
的
な
横
の
繋
が
り
を
い
う
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
の
こ

こ
ろ
は
、
十
法
界
の
こ
こ
ろ
を
す
べ
て
包
含
し
、
十
の
法
界
心
が
横
に
繋
が
っ
て
生
住

異
滅
し
て
止
ま
な
い
こ
と
を
内
包
す
る
。

 

　
「
十
法
界
の
法
」
の
「
十
法
界
」
は
、
地
獄
界
・
餓
鬼
界
・
畜
生
界
・
修
羅
界
・
人

間
界
・
天
上
界
・
声
聞
界
・
縁
覚
界
・
菩
薩
界
・
仏
界
を
い
い
、「
法
」
は
、
日
常
的

に
起
こ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
わ
た
し
の
心
を
い
う
。

 

　

だ
か
ら
「
十
法
界
の
法
」
は
、
天
台
で
は
、
凡
聖
迷
悟
の
一
切
の
境
界
を
十
種
に
類

別
し
た
、
⑴
絶
望
的
な
こ
こ
ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
地
獄
界
心
」、
⑵
満
た
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
飢
渇
の
こ
こ
ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
餓
鬼
界
心
」、
⑶
本
能
に
突
き
動
か
さ

れ
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
愚
か
な
こ
こ
ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
畜
生
界
心
」、
⑷
驕

慢
で
、
執
著
の
念
や
嫉
妬
の
心
が
強
い
こ
こ
ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
修
羅
界
心
」、
⑸

苦
楽
の
原
因
を
造
り
出
す
分
別
心
と
、
造
り
出
し
た
こ
こ
ろ
に
振
り
回
さ
れ
る
、
苦
楽

半
ば
の
こ
こ
ろ
の
有
り
様
に
あ
る
「
人
間
界
心
」、
⑹
苦
は
残
る
が
楽
が
多
い
、
喜
び

の
こ
こ
ろ
の
有
り
様
に
あ
る
「
天
上
界
心
」、
⑺
自
分
の
悟
り
ば
か
り
を
求
め
る
こ
こ

ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
声
聞
界
心
」、
⑻
悟
っ
た
境
地
を
説
こ
う
と
し
な
い
こ
こ
ろ
の

有
り
様
に
あ
る
「
縁
覚
界
心
」、
⑼
自
分
の
悟
り
よ
り
も
、
迷
え
る
衆
生
の
救
済
を
第

一
に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
の
有
り
様
を
い
う
「
菩
薩
界
心
」、
⑽
自
分
も
真
実
を

悟
り
、
迷
え
る
衆
生
を
悟
ら
せ
つ
つ
あ
る
、
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
の
こ
こ
ろ
の
有

り
様
に
あ
る
「
仏
界
心
」
か
ら
な
る
十
法
界
心
を
い
う
。

 

　

な
お
、「
法
界
・
十
界
・
十
法
界
」
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
序
王
や
譚
玄
本
序
の
参

考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　
「
法
」
は
、
妙
心
体
具
の
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
、
わ
た
し
の
妄
心
を
い
う
。

 

　

十
法
界
の
法
の
「
法
」
は
何
を
い
う
か
。「
法
」
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
こ
と
わ

り
の
み
ち
、
真
実
、
意
の
対
象
の
意
を
包
含
す
る
。
意
の
対
象
は
、
心
の
あ
ら
ゆ
る
思

い
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
心
は
、
別
教
で
い
う
真
心
で
は
な
く
、
わ
た
し
に
日
常
的
に

起
こ
る
一
瞬
の
こ
こ
ろ
を
い
う
。
こ
れ
は
妄
心
で
あ
る
。
わ
た
し
と
い
う
、
こ
の
肉に

く

団だ
ん
す子
の
囹ひ
と
や圄
、
す
な
わ
ち
父
母
か
ら
受
け
た
肉
身
と
い
う
牢
獄
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
、

こ
の
か
弱
い
芥
子
粒
に
も
足
り
な
い
、
こ
の
手
近
な
わ
た
し
の
心
、
貪
瞋
癡
の
心
そ
の

も
の
に
仏
を
求
め
て
も
、
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
を
観
じ
て
も
、
観
じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
最
下
の
鈍
根
の
わ
た
し
の
心
が
妄
心
で
あ
る
。

 

　

心
は
、
煩
悩
に
塗
れ
た
わ
た
し
の
妄
心
以
外
に
は
な
い
。
妙
法
を
信
受
す
る
の
は
こ

の
繕
わ
な
い
わ
た
し
の
心
以
外
に
は
な
い
。
仏
の
境
界
に
あ
る
妙
法
を
信
受
す
れ
ば
、

妄
心
は
そ
の
ま
ま
妙
法
と
な
る
。
妙
法
を
信
受
し
た
妄
心
の
一
念
は
、
そ
の
ま
ま
妙
心

と
な
る
。
貪
瞋
癡
に
あ
る
心
が
そ
の
ま
ま
、
仏
の
悲
智
を
徹
見
す
る
妙
心
と
な
る
。
一

輪
の
花
に
法
身
の
相
を
観
じ
、
囀さ

え
ず

り
の
音
に
も
法
身
の
説
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

の
が
、
妙
心
で
あ
る
。
妄
心
に
泣
く
最
下
の
鈍
根
の
菩
薩
が
、
同
時
に
妙
法
を
徹
見
す

る
最
も
敏
感
な
最
上
の
菩
薩
で
あ
る
。
妙
心
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人

間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
迷
い
を
わ
が
迷
い
と
す
る
九
界
心
で
あ
る
法
界
を

わ
が
も
の
と
し
、
一
切
を
包
摂
す
る
法
界
心
で
あ
る
。
妙
心
は
、
一
切
の
無
辺
の
徳
を

わ
た
し
の
一
心
の
徳
と
し
て
誇
る
と
同
時
に
、
一
切
無
量
の
罪
を
わ
た
し
の
も
の
と
し

て
泣
く
一
心
で
あ
る
。

 

　
「
妙
心
」
は
、
天
台
の
教
判
に
よ
れ
ば
、
別
教
に
お
い
て
は
仏
の
真し
ん
し
ん心
・
真
実
心
・

仏
心
・
仏
の
大
慈
悲
の
心
を
い
い
、
円
教
に
お
い
て
は
直
接
に
凡
夫
の
妄
心
・
日
常
の

分
別
心
を
い
う
。

 

　

な
お
、「
法
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
序
王
の
参
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

　
「
包
」
は
、
身
ご
も
っ
て
、
子
ど
も
を
腹
の
中
に
抱
え
て
い
る
さ
ま
を
原
義
と
し
、

つ
つ
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
容い

れ
る
、
含
む
、
兼
ね
る
な
ど
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
包
含
す
る
、
包
み
容
れ
る
の
意
を
い
う
。

 

　
「
十
法
界
の
法
を
包
む
」
は
、
文
意
そ
の
も
の
か
ら
は
、
仏
界
心
は
、
残
る
地
獄
界

か
ら
菩
薩
界
ま
で
の
九
界
心
の
す
べ
て
を
包
み
収
め
る
こ
と
を
い
う
。
仏
界
心
が
九
界

心
の
す
べ
て
を
包
み
収
め
る
こ
と
は
、
十
界
互
具
を
い
う
。
妄
心
は
、
妙
心
体
具
を
い

う
か
ら
、
一
句
は
一
念
三
千
の
思
想
を
内
包
し
、
平
等
大
慧
の
ゆ
え
に
一
仏
乗
の
法
の

み
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

　

声
聞
の
教
え
も
、
縁
覚
の
教
え
も
、
菩
薩
の
教
え
も
、
方
便
の
教
え
と
は
い
う
が
、

三
乗
の
教
え
は
す
べ
て
仏
が
説
き
明
か
し
た
教
え
で
あ
る
。

 
　

仏
が
説
き
明
か
し
た
教
え
は
す
べ
て
真
実
で
あ
る
。

 
　

真
実
一
味
で
あ
る
仏
の
教
え
を
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
様
で
説
く
の
は
、
機
根

に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。
教
え
は
元
来
一
味
で
あ
る
が
、
教
化
の
対
象
の
機
根
に
差

違
が
あ
る
か
ら
三
様
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

 

　
『
法
華
経
』
の
精
神
で
あ
る
世
間
相
常
住
、
諸
法
実
相
の
理
を
実
践
し
体
得
す
れ

ば
、
一
切
は
不
但
中
で
あ
る
が
ま
ま
に
あ
り
、
十
界
互
具
で
あ
る
か
ら
、
三
乗
が
そ
の
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ま
ま
一
仏
乗
に
帰
着
す
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
如
何
な
る
衆
生
も
す
べ

て
一
様
に
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
か
し
説
く
と
こ
ろ
に
『
法
華
経
』
の
本
意
が

あ
る
。

 

　

一
仏
乗
の
法
の
み
が
あ
る
と
示
す
仏
の
智
慧
を
、
平
等
大
慧
と
い
う
。『
法
華
経
』

見
宝
塔
品
（『
大
正
蔵
』
九
・
三
二
ｂ
）
に
で
る
平
等
大
慧
は
、
平
等
の
理
を
悟
っ
て

い
る
諸
仏
の
智
慧
を
い
う
。

 

　
「
平び
ょ
う
ど
う等

」
は
、
差
別
の
な
い
こ
と
を
い
う
。
釈
尊
は
階
級
的
差
別
を
否
定
し
て
、
婆

羅
門
・
ブ
ラ
フ
マ
ー
ナ
、
刹せ

つ

帝て
い
り利
・
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
、
毘び
し
ゃ舎
・
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
、
首し
ゅ

陀だ

ら羅
・
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
四し
し
ょ
う姓
平
等
を
説
き
、
ま
た
諸
経
論
に
は
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝

や
、
心
・
仏
・
衆
生
の
三
法
な
ど
が
そ
の
本
質
に
お
い
て
差
別
の
な
い
こ
と
を
説
い
て

平
等
と
し
、
あ
る
い
は
本
体
界
の
す
が
た
形
を
顕
わ
し
て
空
平
等
、
真
如
平
等
な
ど
と

い
う
。
ま
た
仏
を
平
等
覚
、
自
性
法
身
を
平
等
法
身
、
一
仏
乗
の
法
の
み
が
あ
る
と
示

す
仏
の
智
慧
を
平
等
の
大
慧
、
あ
ま
ね
く
す
べ
て
に
差
別
の
な
い
愛
を
平
等
の
大
悲
、

す
べ
て
の
も
の
が
平
等
で
あ
る
真
理
を
悟
り
、
差
別
の
見
解
を
起
こ
さ
な
い
心
を
平
等

心
な
ど
と
い
う
。

 

　
「
差し
ゃ
べ
つ別

」
は
、
現
象
界
に
お
け
る
個
々
の
事
象
の
よ
う
に
、
彼
と
此
と
別
異
で
あ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
が
個
別
的
で
あ
り
、
異
な
る
独
自
の
す
が
た
を

も
っ
て
存
在
し
て
い
る
す
が
た
を
差
別
と
い
い
、
万
象
に
生
け
る
普
遍
絶
対
の
本
体
、

す
な
わ
ち
真
如
の
よ
う
に
、
ど
ん
な
こ
と
、
ど
ん
な
と
き
に
も
、
正
し
く
あ
て
は
ま

り
、
他
に
比
べ
る
も
の
が
な
い
と
い
う
、
差
別
の
な
い
こ
と
を
「
平
等
」
と
い
う
。

 

　

た
だ
し
差
別
と
平
等
と
を
切
り
離
し
て
考
え
な
い
で
、
差
別
即
平
等
と
み
る
の
が
大

乗
仏
教
の
立
場
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
七
種
の
方
便
」
に
つ
い
て

 

　

七
種
の
方
便
は
、
七
方
便
、
七
方
便
位
、
七
方
便
人
な
ど
と
い
う
。

 

　

七
方
便
人
は
、
真
実
の
目
的
に
至
る
た
め
の
前
段
階
的
な
七
つ
の
位
に
あ
る
者
を
い

う
。

 

　

七
方
便
は
、
蔵
教
で
は
、
智
顗
が
成
実
宗
を
呼
ぶ
の
に
用
い
た
毘
曇
、
ア
ビ
ダ
ル
マ

に
準
拠
し
た
毘
曇
宗
な
ど
に
い
わ
れ
る
聖
者
の
位
、
す
な
わ
ち
見
道
に
入
る
前
の
三さ

ん
げ
ん賢

位
と
四
善
根
位
と
の
七
つ
の
位
を
い
う
。
小
乗
の
七
賢
、
す
な
わ
ち
、
三
賢
位
の
五
停

心
（
観
）・
別
相
念
処
・
総
相
念
処
と
い
う
三
つ
の
位
に
あ
る
聖
者
と
、
聖
位
に
至
る

べ
き
準
備
、
す
な
わ
ち
加け

ぎ
ょ
う行
を
な
す
、
四
善
根
位
の
煗な
ん
ぼ
う法
・
頂
法
・
忍
法
・
世
第
一
法

の
七
賢
位
に
あ
る
人
を
指
す
。

 

　

天
台
教
学
で
は
、『
法
華
経
』
に
説
く
、
円
教
を
聞
く
に
至
る
ま
で
の
七
種
の
立
場

に
あ
る
者
を
い
う
。
薬
草
喩
品
の
三
草
二
木
の
意
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
七
方
便
を

立
て
、
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
、
お
よ
び
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
信
じ
る
菩
薩
の

七
種
の
立
場
に
あ
る
者
を
指
す
。

 

　

七
方
便
は
、
小
草
位
・
中
草
位
・
大
草
位
と
小
樹
位
・
大
樹
位
か
ら
な
る
。

 

　
「
小
の
薬
草
位
」
は
、
人
間
界
の
転
輪
聖
王
や
、
天
上
界
の
帝
釈
天
や
梵
天
な
ど

の
、
人
間
乗
と
天
上
乗
と
を
い
う
。

 

　
「
中
の
薬
草
位
」
は
、
山
林
で
修
行
し
、
縁
覚
の
悟
り
を
得
た
声
聞
乗
と
縁
覚
乗

（
辟
支
仏
乗
）
と
を
い
う
。

 

　
「
上
の
薬
草
位
」
は
、
仏
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
精
進
努
力
し
、
修
行
に
励
む
蔵

教
の
菩
薩
を
い
う
。

 

　
「
小
樹
位
」
は
、
仏
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
仏
道
を
修
行
し
、
常
に
慈
悲
の
気
持

ち
を
も
っ
て
い
る
通
教
の
菩
薩
を
い
う
。

 

　
「
大
樹
位
」
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
屈
す
る
こ
と
な
く
、
不
退
転
の
決
心

を
も
っ
て
仏
の
教
え
を
弘
め
、
限
り
な
く
衆
生
を
救
う
別
教
の
菩
薩
を
い
う
。

 

　
「
三
草
二
木
の
喩
え
」
は
、
薬
草
に
小
・
中
・
大
の
三
草
、
小
・
大
の
二
木
の
違
い

が
あ
っ
て
も
、
大
雲
が
垂
れ
込
め
、
一
時
に
雨
を
降
ら
せ
る
と
、
草
木
は
小
と
い
わ
ず

大
と
い
わ
ず
、
み
な
一
様
に
そ
の
雨
に
潤
い
、
し
か
も
お
の
お
の
持
ち
前
の
種
類
性
質

に
し
た
が
っ
て
生
長
し
、
花
を
つ
け
実
を
結
び
、
す
べ
て
育
っ
て
薬
用
に
な
る
。
同
様

に
、
衆
生
に
素
質
・
能
力
・
性
質
な
ど
の
差
が
あ
っ
て
も
、
仏
が
一
切
衆
生
を
観
る
目

は
平
等
で
あ
り
、
依
怙
贔
屓
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
仏
の
教
え
を
受
け
れ
ば

す
べ
て
が
悟
り
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
例
え
る
。

 

　

薬
草
喩
品
の
最
後
は
、「
漸
々
に
修
学
し
て
、
こ
と
ご
と
く
ま
さ
に
成
仏
す
べ
し
。」

で
終
る
。
菩
薩
の
道
を
次
第
に
修
学
し
て
、
一
歩
一
歩
と
前
進
し
て
積
み
重
ね
て
い
く

と
き
、
初
め
て
仏
と
な
る
道
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。

 
　

な
お
、
稲
葉
円
成
著
『
天
台
四
教
儀
新
釈
』
三
〇
三
頁
に
は
、「
も
っ
と
も
こ
の
理

即
に
収
め
ら
る
ゝ
は
、
仏
教
を
稟う

け
ざ
る
凡
夫
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
蔵
通
二
教
を
稟

け
る
三
乗
と
別
教
十
廻
向
位
の
菩
薩
（
こ
れ
を
七
方
便
人
と
い
う
）
と
は
、
す
べ
て
未

だ
円
教
を
聞
か
ぬ
か
ら
、
理
即
の
な
か
に
収
ま
る
別
教
初
地
以
上
の
菩
薩
は
、
教
は
方

便
な
れ
ど
も
、
も
は
や
教
に
頼
ら
ず
、
直
ち
に
中
道
真
如
を
証
る
位
（
こ
れ
を
証
道
と
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い
う
）
な
れ
ば
、
そ
の
証
は
円
教
の
妙
法
と
別
な
も
の
で
な
い
か
ら
、
理
即
で
な
い
。」

と
あ
る
文
脈
に
七
方
便
人
の
記
述
が
あ
る
。

 
　

こ
こ
で
は
、
仏
教
と
関
わ
り
を
も
た
な
い
凡
夫
は
除
外
し
て
、
仏
教
と
直
接
関
わ
り

に
あ
る
蔵
教
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人
と
、
通
教
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
人

と
、
別
教
の
十
廻
向
位
に
あ
る
菩
薩
の
一
人
の
合
計
七
人
を
七
方
便
人
と
い
う
と
示

す
。

 

　
『
法
華
経
』
の
眼
目
は
一
仏
乗
に
あ
る
。
一
仏
乗
は
、
生
き
と
し
生
け
る
す
べ
て
を

救
い
取
っ
て
止
ま
な
い
立
場
に
あ
る
。
稲
葉
氏
の
立
場
で
は
、
当
然
救
い
摂
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
間
乗
と
天
上
乗
と
が
欠
落
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
稲
葉
氏

の
説
は
採
ら
な
い
。

参
考
│
│
「
一
念
三
千
」
の
法
門
に
つ
い
て

 

　

⑴
「
一
念
三
千
」
の
位
置

 

　
「
一
念
三
千
」
の
法
門
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
之
上
第
七
章
正
修
に
説
き
示
さ
れ

た
法
門
で
あ
る
。
こ
の
教
義
は
、
天
台
智
顗
が
悟
っ
た
独
特
の
教
え
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

 

　

天
台
智
顗
は
、『
摩
訶
止
観
』
よ
り
先
に
『
法
華
文
句
』『
法
華
玄
義
』
の
二
論
を
講

説
し
、
そ
の
観か

ん
じ
ん心
の
な
か
に
十
界
互
具
、
百
界
千
如
を
説
い
て
い
る
が
、
ま
だ
一
念
三

千
を
説
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

　

⑵
『
摩
訶
止
観
』
が
明
か
す
「
一
念
三
千
」

 

　
『
摩
訶
止
観
』
第
七
章
正
修
に
、「
そ
れ
一
心
に
十
の
法
界
を
具
す
。
一
つ
の
法
界
に

ま
た
十
の
法
界
を
具
す
れ
ば
、
百
の
法
界
な
り
。
一
つ
の
界
に
三
十
種
の
世
間
を
具

し
、
百
の
法
界
に
す
な
わ
ち
三
千
種
の
世
間
を
具
す
。
こ
の
三
千
は
一
念
の
心し

ん

に
あ

り
。
も
し
心
な
く
ん
ば
や
み
な
ん
、
介け

に爾
も
心
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
三
千
を
具
す
。
ま

た
、
一
心
は
前
に
あ
り
、
一
切
の
法
は
後
に
あ
り
と
い
わ
ず
。
云
々
。」
と
あ
る
。
続

い
て
、「
も
し
一
心
よ
り
一
切
の
法
を
生
ず
れ
ば
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
こ
れ
縦じ

ゅ
う

な
り
。

も
し
心
が
一
時
に
一
切
の
法
を
含
め
ば
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
こ
れ
横お

う

な
り
。
縦
も
ま
た

不
可
な
り
。
横
も
ま
た
不
可
な
り
。
た
だ
心
（
一
念
）
が
こ
れ
一
切
の
法
（
三
千
）、

一
切
の
法
（
三
千
）
が
こ
れ
心
（
一
念
）
な
る
の
み
。
ゆ
え
に
縦
に
も
あ
ら
ず
横
に
も

あ
ら
ず
、
一
に
も
あ
ら
ず
異
に
も
あ
ら
ず
。
玄
妙
に
し
て
深
絶
な
り
。
識し

き

が
識
る
と
こ

ろ
に
あ
ら
ず
、
言ご

ん

が
い
う
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
所ゆ

え以
に
称
し
て
不
可
思
議
の
境
と
な

す
。
意
は
こ
こ
に
あ
る
な
り
云
々
。」
と
あ
る
。

 

　

⑶
法ほ
っ
す
う数
三
千
の
算
出

 

　
　
（
十
法
界
×
十
法
界
）×
三
十
種
世
間

 

　

上
記
⑵
に
よ
れ
ば
、
十
法
界
が
互
具
し
て
、
百
法
界
と
な
る
。
こ
れ
に
三
十
種
世
間

が
あ
っ
て
、
三
千
種
の
世
間
を
立
て
る
。

 

　
　
（
十
法
界
×
十
法
界
）×（
三
種
世
間
×
十
如
是
）

 

　

つ
ぎ
に
、
後
の
結け
つ
じ
ょ
う成
の
文
に
よ
れ
ば
、
十
法
界
が
互
具
し
て
、
百
法
界
と
な
り
、

こ
れ
に
十
如
是
を
具
え
る
三
種
世
間
、
す
な
わ
ち
三
十
種
の
世
間
を
掛
け
て
、
三
千
種

の
世
間
を
立
て
る
。

 

　
　
（
十
法
界
×
十
法
界
）×
十
如
是
×
三
種
世
間

 

　

も
う
一
つ
の
算
出
法
は
、『
法
華
文
句
』『
法
華
玄
義
』
等
に
よ
る
。
十
法
界
が
互
具

し
て
百
法
界
と
な
り
、
一
つ
の
界
に
十
如
是
が
あ
っ
て
千
如
と
な
り
、
こ
れ
に
三
種
世

間
を
掛
け
て
三
千
種
の
世
間
を
立
て
る
。

 

　

こ
の
数
え
方
に
よ
っ
て
、
十
（
法
）
界
互
具
、
百
（
法
）
界
千
如
、
一
念
三
千
と
い

う
。

 

　

⑷
「
一
念
」
の
意
義
と
「
三
千
」
の
意
義

 

　
「
一
念
」
は
、
日
常
的
に
起
こ
る
わ
た
し
の
心
を
い
う
。

 

　

一
般
的
に
「
一
念
」
は
、
極
め
て
短
い
時
間
を
い
う
。
六
十
刹
那
、
あ
る
い
は
九
十

刹
那
を
一
念
と
い
う
。
あ
る
い
は
一
念
を
一
刹
那
、
一
瞬
と
も
い
う
。
刹
那
は
、
一
説

に
よ
る
と
、
勇
者
が
一
弾
指
す
る
間
に
六
十
五
刹
那
を
計
算
す
る
。
だ
か
ら
一
弾
指
時

の
六
十
五
分
の
一
を
一
刹
那
と
す
る
と
も
い
う
。
一
刹
那
は
七
十
五
分
の
一
秒
に
相
当

す
る
。
こ
の
一
刹
那
の
間
に
生
住
異
滅
が
あ
る
こ
と
を
刹
那
生
滅
・
刹
那
無
常
な
ど
と

い
う
。

 

　

一
念
三
千
で
い
う
「
一
念
」
は
、
一
念
の
心
、
介け

に爾
陰お
ん
も
う妄
の
心し
ん

で
あ
る
。
天
台
で

は
、
こ
れ
を
介
爾
の
一
念
、
陰
妄
の
一
念
、
介
爾
陰
妄
の
一
念
、
現
前
陰
妄
の
一
念
な

ど
と
も
い
う
。
介
爾
陰
妄
の
一
念
は
、
凡
夫
で
あ
る
わ
た
し
が
、
現
実
に
、
日
常
的
に

起
こ
す
微
か
な
、
弱
い
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
蘊
に
属
す
る
迷
い
の
一
お
も
い

の
心
を
い
う
。

 
　
「
三
千
」
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
を
い
う
。

 

　

す
な
わ
ち
、
現
象
即
真
実
と
し
て
の
現
象
を
、
数
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
も
の
が
「
三

千
」
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
が
説
く
、
仏
か
ら
地
獄
ま
で
の
十
法
界
の
お
の
お
の
が
十

法
界
を
具
え
る
か
ら
百
法
界
と
な
り
、
そ
の
百
法
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
法
華
経
』
に
説
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く
十
如
是
を
具
え
て
い
る
か
ら
千
如
と
な
り
、
こ
の
千
如
を
、『
大
智
度
論
』
の
三
種

世
間
に
配
し
て
、
三
千
と
す
る
。

 
　

三
千
の
語
は
、
数
字
に
絶
対
的
な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事

象
を
、
一
つ
も
欠
か
さ
ず
具
え
て
い
る
こ
と
を
三
千
の
語
が
い
う
。

 

　

十
法
界
に
、
三
千
の
諸
法
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
互
具
互
融
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、

諸
法
の
な
か
に
一
法
を
挙
げ
れ
ば
、
こ
れ
に
三
千
が
円
具
し
、
円
妙
の
即
空
、
即
仮
、

即
中
の
三
諦
に
あ
る
宇
宙
の
有
り
様
に
な
る
。

 

　

⑸
「
一
念
三
千
」
の
意
義

 

　

た
だ
一
念
の
心
に
体
験
さ
れ
た
初う
ぶ

の
ま
ま
が
一
念
三
千
で
あ
る
。

 

　
「
一
念
三
千
」
は
、
わ
た
し
が
、
今
こ
こ
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
心
に
、
三
千
の
数

に
表
現
さ
れ
た
事
象
の
諸
相
が
そ
の
ま
ま
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
を
最
も

切
実
な
自
己
の
体
験
と
し
て
、
瞑
想
に
よ
っ
て
体
得
す
る
こ
と
を
、
天
台
は
観
法
の
極

致
と
す
る
。

 

　

一
念
の
心
は
、
現
在
の
刹
那
の
心
で
あ
る
。
こ
の
刹
那
の
心
を
い
う
わ
た
し
の
一
念

に
、
凡
聖
迷
悟
の
す
べ
て
の
境
界
を
包
含
す
る
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人

間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の
十
法
界
心
を
具
え
て
い
る
。
十
法
界
心
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
界
心
は
、
十
法
界
心
を
具
え
る
か
ら
百
法
界
心
の
在
り
方
に
な
る
。
こ
れ

が
、「
十
（
法
）
界
互
具
」
で
あ
る
。

 

　

百
法
界
心
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
諸
法
の
有
り
様
に
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件

を
顕
わ
す
性
・
相
・
体
・
力
・
作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
と
い
う
十
如
是

を
具
え
て
い
る
か
ら
、
千
如
の
在
り
方
と
な
る
。
こ
れ
が
、「
百
（
法
）
界
千
如
」
で

あ
る
。

 

　

こ
の
千
法
界
心
が
、
諸
法
の
有
り
様
に
具
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
を
顕
わ

す
物
と
心
と
の
関
わ
り
あ
い
の
境
地
の
衆
生
世
間
と
、
人
間
の
存
在
を
構
成
す
る
要
素

の
五
陰
世
間
と
、
人
間
が
よ
っ
て
住
む
場
所
・
環
境
を
い
う
国
土
世
間
（
器き

世
間
）
の

三
世
間
に
わ
た
っ
て
い
る
か
ら
一
念
三
千
の
在
り
方
に
な
る
。
こ
れ
が
、「
一
念
三

千
」
で
あ
る
。

 

　

こ
の
理
を
親
し
く
実
際
に
捉
え
て
自
覚
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
三
千
の
性
相
、
等
し
く

修
行
者
の
介
爾
陰
妄
の
一
念
に
具
在
し
、
切
々
と
し
て
こ
れ
を
現
成
す
る
。
こ
れ
を
一

念
に
三
千
を
具
す
と
い
い
、
こ
れ
が
一
念
三
千
の
教
意
で
あ
る
。

 

　

一
念
で
、
極
小
の
世
界
を
表
わ
し
、
三
千
で
、
極
大
の
世
界
を
表
わ
し
、
極
小
の
世

界
と
極
大
の
世
界
と
が
相
即
相
関
し
、
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
の
が
一
念
三
千
で
あ
る
。

 

　

な
お
「
具
」
の
語
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
意
味
し
、
永
遠
性
を
意
味
す
る
。
五
百
塵
点

劫
の
永
遠
の
過
去
以
来
、
大
き
な
宇
宙
の
は
た
ら
き
と
融
け
合
っ
た
は
た
ら
き
を
い

う
。
だ
か
ら
具
は
本ほ

ん
ぐ具
で
あ
る
。
こ
の
本
具
は
、
一
瞬
一
瞬
に
流
動
し
、
新
し
い
生
命

が
創
造
さ
れ
る
そ
の
ま
ま
が
本
具
で
あ
る
。

 

　

⑹
な
ぜ
一
念
の
「
心
」
な
の
か

 

　

介
爾
陰
妄
の
妄
心
に
、
三
千
の
諸
法
を
具
え
る
の
が
一
念
三
千
で
あ
る
。

 

　

し
か
し
、
心
だ
け
が
三
千
の
諸
法
を
具
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。『
華
厳
経
』

巻
第
十
夜
摩
天
宮
品
に
、「
心
、
仏
お
よ
び
衆
生
、
こ
の
三
に
差
別
な
し
」
と
い
う
よ

う
に
、
心
が
三
千
の
諸
法
を
具
え
る
の
は
勿
論
、
仏
も
衆
生
も
三
千
の
諸
法
を
具
え

る
。
し
か
し
修
行
者
か
ら
み
れ
ば
、
仏
は
高
く
衆
生
は
広
い
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
近

く
で
観
法
の
便
を
考
え
れ
ば
、
わ
た
し
の
心
に
三
千
の
妙
理
を
観
じ
る
の
が
一
番
容
易

で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
衆
生
が
悟
り
に
至
る
た
め
に
、
諸
法
実
相
を
観
じ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

初
心
者
に
は
、
仏
法
の
程
度
が
高
く
、
衆
生
法
は
範
囲
が
広
す
ぎ
る
の
で
観
法
に
適
さ

な
い
。
ま
た
す
べ
て
の
も
の
は
、
心
か
ら
現
象
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
諸
法

の
根
源
で
あ
る
心
法
に
お
い
て
諸
法
実
相
を
観
じ
る
の
が
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
近

要
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
心
に
は
形
相
が
な
い
か
ら
隔
て
が
な
く
、
し
か
も
す
べ
て
の

法
を
具
え
て
い
る
か
ら
、
事
理
が
互
い
に
即
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
冥
妙
」
で
あ
る
。

こ
の
近
要
と
冥
妙
と
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
。

 

　

⑺
「
一
念
三
千
」
と
空
・
仮
・
中

 

　

一
念
の
心
に
三
千
を
具
え
、
直
ち
に
空
な
り
、
仮
な
り
、
中
・
中
道
な
り
、
こ
の
空

は
、
但
空
で
は
な
く
仮
・
中
を
完
全
に
包
含
す
る
空
だ
か
ら
不
但
空
で
あ
り
、
即
空
で

あ
り
、
円
空
で
あ
る
。

 
　

同
じ
よ
う
に
、
仮
も
、
但
仮
で
は
な
く
、
不
但
仮
で
あ
り
、
即
仮
で
あ
り
、
円
仮
で

あ
る
。
中
も
、
但
中
で
は
な
く
、
不
但
中
で
あ
り
、
即
中
で
あ
り
、
円
中
で
あ
る
。

 
　

⑻
「
常
境
無
相
」「
常
智
無
縁
」
に
あ
る
「
一
念
三
千
」

 

　

し
か
し
、「
所
観
の
空
仮
中
の
三
諦
と
、
能
観
の
空
仮
中
の
三
観
と
は
、
所
観
の
境

と
能
観
の
智
と
は
、
本
来
別
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
体
は
一
で
あ
る
。
体
一
で
あ
る

か
ら
能
所
を
絶
し
、
能
所
を
絶
す
る
か
ら
境
は
無
相
と
い
い
、
智
は
無
縁
と
い
う
。
無
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縁
の
智
が
無
相
の
境
を
、
縁
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
な
く
し
て
縁
ず
れ
ば
、
相
な
く
し
て
し

か
も
智
を
発
す
る
。
こ
れ
は
無
縁
に
し
て
縁
じ
、
無
相
に
し
て
相
と
な
る
か
ら
、
智
は

常
に
縁
じ
常
に
照
ら
し
て
、
境
と
隔
絶
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
れ
を
常
智
と
い
い
、

常
境
と
い
う
。
こ
こ
に
お
い
て
無
縁
の
う
え
に
三
観
が
立
ち
、
無
相
の
う
え
に
三
諦
、

宛え
ん
ね
ん然
と
し
て
乱
れ
ず
、
三
観
も
三
千
、
三
諦
も
三
千
と
な
り
、
し
か
も
と
も
に
こ
れ
は

一
心
を
お
い
て
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
、
一
念
三
千
で
あ
る
。」
と
、
河
村

孝
照
著
『
天
台
学
辞
典
』
十
四
〜
十
五
頁
は
い
う
。

 

　
「
所
観
」
は
、
観
ら
れ
る
も
の
が
ら
を
い
い
、「
能
観
」
は
、
観
る
も
の
を
い
う
。

 

　

空
仮
中
の
三
諦
は
、
真
実
で
あ
り
、
観
ら
れ
る
も
の
が
ら
を
い
い
、
空
仮
中
の
三
観

は
、
智
慧
で
あ
り
、
観
る
も
の
を
い
う
。
観
ら
れ
る
も
の
が
ら
と
観
る
も
の
は
、
本
来

別
な
も
の
で
は
な
く
、
本
質
は
一
で
あ
る
。
例
え
ば
光
と
、
そ
れ
を
見
る
智
慧
は
別
で

あ
る
が
、
光
が
放
た
れ
な
け
れ
ば
、
光
の
智
慧
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
光
の
智
慧

は
、
光
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 

　

三
諦
の
理
を
「
常
境
」
と
い
い
、
三
観
の
智
を
「
常
智
」
と
い
う
。「
常
」
は
常
住

で
、
永
遠
絶
対
を
顕
わ
す
。

 

　
「
常
境
」
は
、
迷
と
悟
、
染ぜ
ん

と
浄
な
ど
の
す
べ
て
の
有
り
様
を
具
え
、
一
刹
那
も
静

止
す
る
こ
と
な
く
、
変
作
動
乱
の
波
を
続
け
て
い
る
。
無
始
よ
り
永
劫
の
末
ま
で
、
常

住
不
断
、
絶
対
永
遠
の
大
き
な
流
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
三
諦
の
理
は
常
境
で
あ
り
、

常
境
は
一
念
の
心
に
収
ま
る
。

 

　
「
無
相
」
は
、
情
見
に
よ
っ
て
、
こ
れ
は
迷
、
こ
れ
は
悟
、
こ
れ
は
染
、
こ
れ
は
浄

な
ど
と
す
る
相
対
の
思
量
分
別
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

だ
か
ら
、
三
諦
の
理
を
い
い
、
一
念
の
心
を
い
う
絶
対
永
遠
の
流
れ
で
あ
る
常
境

は
、
三
千
の
す
が
た
は
あ
っ
て
も
、
思
量
分
別
の
情
見
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、
情
見
の

三
千
の
す
が
た
の
な
い
こ
と
を
「
常
境
無
相
」
と
い
う
。

 

　

三
観
は
、
三
諦
自
身
が
も
つ
智
慧
で
あ
る
か
ら
、
体
験
に
よ
っ
て
初
め
て
動
き
出
す

智
慧
で
あ
り
、
体
験
は
永
遠
の
智
慧
を
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
常
智
」
と
い
う
。

 

　
「
無
縁
」
は
、
情
見
の
知
恵
は
、
知
恵
と
は
別
の
見
ら
れ
る
対
象
に
向
か
う
知
恵
を

生
じ
る
が
、
三
観
の
智
は
、
情
見
の
知
恵
の
よ
う
な
別
の
対
象
に
向
か
う
知
恵
で
は
な

い
こ
と
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
三
観
と
い
う
永
遠
の
智
慧
は
、
わ
た
し
の
思
量
分
別
の
よ
う
に
、
認
識
の

対
象
に
向
か
う
知
恵
で
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
「
常
智
無
縁
」
と
い
う
。

 

　
「
常
境
」
は
、
三
諦
の
理
を
い
い
、「
常
智
」
は
、
三
観
の
智
を
い
う
。

 

　

三
諦
と
三
観
の
本
質
は
一
、
体
一
で
、
観
る
観
ら
れ
る
と
い
う
能
所
を
超
越
し
、
情

見
に
よ
る
悟
と
迷
、
染
と
浄
と
の
区
別
を
超
越
し
て
い
る
か
ら
、
対
象
を
い
う
境
は
、

情
見
を
離
れ
て
無
相
で
あ
り
、
智
は
、
対
象
に
向
か
わ
な
い
智
で
あ
る
か
ら
、
無
縁
と

い
う
。
無
縁
の
智
が
無
相
の
対
象
に
向
か
う
こ
と
な
く
向
か
う
か
ら
、
相
な
く
し
て
し

か
も
智
を
発
こ
す
。
智
は
、
情
見
を
超
え
て
、
常
に
対
象
に
向
か
い
、
常
に
対
象
を
照

ら
し
て
、
対
象
と
隔
絶
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

 

　

こ
こ
に
至
れ
ば
、
無
縁
の
上
に
三
観
が
立
ち
、
無
相
の
上
に
三
諦
が
そ
の
ま
ま
立
っ

て
乱
れ
な
い
。
三
観
も
三
千
、
三
諦
も
三
千
。
し
か
も
こ
れ
は
一
念
の
心
を
お
い
て
他

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
念
の
心
が
常
境
で
あ
り
、
同
時
に
常
智
で
あ
る
。
こ
れ
が
一

念
三
千
で
あ
る
。

 

　

ま
さ
に
一
念
の
心
は
、
十
界
十
如
権
実
の
三
千
の
不
可
思
議
境
で
あ
る
。

 

　

⑼
「
一
念
三
千
」
の
世
界

 

　

一
念
三
千
は
、
た
だ
一
念
の
心
か
ら
現
象
し
存
在
す
る
一
切
を
、
不
可
思
議
な
力
で

現
わ
し
出
す
こ
と
を
い
う
か
ら
、
万
法
唯
一
心
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

　

万
法
は
、
た
だ
一
心
か
ら
不
可
思
議
な
力
で
現
わ
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
元

に
帰
れ
ば
、
万
法
は
一
心
で
あ
る
と
、
論
理
的
に
考
え
る
の
は
、
一
念
三
千
と
は
ほ
ど

遠
い
。

 

　

た
だ
一
念
の
心
に
体
験
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
が
一
念
三
千
で
あ
る
。
論
理
の
思
惟
も
、

言
説
の
表
現
を
も
超
え
た
、
不
可
思
議
・
不
可
説
の
世
界
が
一
念
三
千
の
世
界
で
あ

る
。
絶
対
の
存
在
で
あ
り
、
永
遠
の
生
命
の
世
界
が
、
一
念
三
千
の
世
界
で
あ
る
。

 

　

だ
か
ら
、
一
念
三
千
は
、
五
百
塵
点
劫
の
永
遠
の
過
去
以
来
、
流
れ
て
止
む
こ
と
が

な
い
大
き
な
宇
宙
の
は
た
ら
き
で
あ
る
真
実
の
は
た
ら
き
の
世
界
で
あ
る
。
純
客
観
の

世
界
で
あ
り
、
絶
対
的
な
客
観
の
世
界
で
あ
り
、
純
主
観
の
世
界
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
は
、『
華
厳
経
』
で
い
う
四
法
界
の
、
事じ

じ事
無む

げ礙
法ほ
っ
か
い界
で
あ
り
、『
臨
済
録
』

『
碧
厳
録
』
七
則
が
い
う
四
料
揀
の
、
人に

ん
き
ょ
う境
倶ぐ
ふ
だ
つ

不
奪
で
あ
る
。
わ
た
し
が
山
、
山
が
わ

た
し
で
あ
り
、
わ
た
し
が
川
、
川
が
わ
た
し
で
あ
り
、
石
が
笑
い
、
海
が
吠
え
、
主
体

と
客
体
の
一
切
が
一
つ
に
繋
が
り
、
融
け
合
っ
て
い
る
世
界
で
あ
り
、
相
対
即
絶
対
、

絶
対
即
相
対
の
世
界
で
あ
る
。
も
の
み
な
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
で
真
実
に
適
い
、
諸

法
実
相
は
現
象
即
真
実
で
あ
る
こ
と
を
顕
わ
す
。

 

　

一
念
は
、
純
主
観
を
意
味
し
、
三
千
は
、
純
客
観
を
意
味
す
る
。
一
念
は
、
極
小
の

─　  （　 ）─38263



─　  （　）─39

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
九
）

世
界
を
い
い
、
三
千
は
、
極
大
の
世
界
を
い
う
。
一
念
三
千
は
、『
華
厳
経
』
の
不
可

思
議
・
不
可
説
の
仏
の
自
内
証
を
顕
わ
す
一
即
十
、
す
な
わ
ち
一
即
一
切
・
一
切
即
一

の
純
論
理
の
世
界
を
、
純
現
実
の
世
界
に
、
し
か
も
最
も
直
近
の
わ
た
し
の
妄
心
に
引

き
寄
せ
た
思
想
で
あ
り
、
天
台
智
顗
の
己
心
中
所
行
の
体
験
の
法
門
で
あ
る
と
い
え

る
。

（
15
）　

初
め
に
、
こ
の
実
相
の
行
を
修
す
る
を
、
名
づ
け
て
仏
因
と
な
し
、
道
場
に
得
る

と
こ
ろ
を
、
名
づ
け
て
仏
果
と
な
す
＝
「
初
め
に
〜
」
は
、『
法
華
経
』
の
本
門
と
取

り
、「
道
場
に
〜
」
は
、
迹
門
と
取
る
。

 

　

一
文
は
、
本
門
が
明
か
す
本
仏
の
諸
法
実
相
の
行
の
流
れ
の
延
長
線
上
に
、
迹
門
の

迹
仏
釈
尊
の
諸
法
実
相
の
行
が
あ
り
、
菩
提
樹
下
の
悟
り
が
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。

 

　
「
初
め
に
」
は
、
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
の
昔
に
本
仏
釈
尊
が
成
道
し
、
そ
れ
以
来
限

り
な
い
時
間
を
経
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
実
相
の
行
を
修
す
る
」
は
、
一
切
智
・
道
種
智
・
一
切
種
智
の
三
智
の
う
ち
、
仏

智
・
仏
知
見
で
あ
る
一
切
種
智
に
よ
っ
て
、
世
間
相
常
住
・
諸
法
実
相
を
観
る
真
実
行

を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

真
実
行
は
、「
法
華
四し
い
ち一

」
の
う
ち
の
「
行ぎ
ょ
う
い
ち一

」
を
い
う
。

 

　

真
実
行
は
、
唯
一
、
仏
智
か
ら
生
じ
る
修
行
を
い
う
。
仏
智
の
は
た
ら
く
と
こ
ろ
で

は
、
自
ず
か
ら
六
波
羅
蜜
・
六
度
の
行
と
な
り
、
万
善
の
行
と
な
り
、
ま
た
化
他
の
行

を
生
む
。
一
切
衆
生
は
、
仏
智
を
体
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
真
実
行
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
行
の
有
り
様
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
る
が
、
行
の
内
容
は
、

仏
智
を
本
質
と
す
る
か
ら
、「
法
華
の
四
一
」
で
は
、
こ
れ
を
「
行
一
」
と
い
う
。
行

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
仏
智
を
本
質
と
す
る
。
だ
か
ら
、
声
聞
行
か
ら
菩
薩
行
ま

で
、
一
切
の
行
が
仏
行
で
あ
る
と
開
会
さ
れ
、
一
切
行
は
た
だ
仏
行
だ
け
と
な
る
。
一

切
行
即
一
行
、
一
行
即
一
切
行
と
な
る
。

 

　

生
住
異
滅
を
繰
り
返
す
、
無
常
転
変
の
世
間
と
、
常
住
不
変
の
真
実
の
す
が
た
は

別
々
で
は
な
い
。
無
常
転
変
の
世
間
そ
の
ま
ま
に
、
常
住
不
変
の
真
実
の
す
が
た
が
あ

る
。

 

　

世
間
相
の
事
象
に
、
真
実
の
実
相
が
内
在
す
る
と
観
る
の
が
、
諸
法
実
相
の
行
で
あ

る
。
世
間
・
出
世
間
、
迷
・
悟
を
問
わ
ず
、
一
事
一
象
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
実
相
の

理
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
観
、
一
色
一
香
無
非
中
道
で
あ
る
と
観
る
の
が
、

諸
法
実
相
の
行
で
あ
る
。

 

　
「
仏
因
」
は
、
仏
と
な
る
た
め
の
善
行
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
善
根
功
徳
を
い

う
。
善
根
は
、
善
を
樹
の
根
に
例
え
て
い
い
、
功
徳
の
た
ね
、
善
い
行
な
い
を
い
う
。

功
徳
は
、
善
を
積
ん
で
得
ら
れ
る
よ
い
性
質
を
い
う
。
善
根
功
徳
は
、
よ
い
報
い
を
受

け
る
因
と
し
て
の
善
行
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、
一
事
一
象
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
実
相
の
理
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
は

な
い
と
観
る
諸
法
実
相
の
行
を
実
践
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
道
場
」
は
、
菩
提
道
場
、
寂
滅
道
場
を
い
う
。
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
道
場
、
つ

ま
り
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
の
金
剛
宝
座
を
い
う
。
な
お
道
場
の
「
道
」
は
悟

り
を
い
う
。

 

　
「
仏
果
」
は
、
仏
道
修
行
の
結
果
、
与
え
ら
れ
る
仏
位
、
仏
と
し
て
の
悟
り
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、
一
切
の
事
象
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
に
あ
る
と
い
う
諸
法
実
相
を
悟

り
、
仏
と
な
り
、
仏
で
あ
る
結
果
を
い
う
。

（
16
）　

た
だ
智
を
も
っ
て
知
る
べ
し
＝
「
智
」
は
、
一
切
種
智
を
い
う
。
一
切
種
智
は
、

中
道
真
実
を
見
る
智
慧
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
仏
智
で
あ
り
、
仏
知
見
で
あ
る
。

 

　
「
智
を
も
っ
て
」
は
、「
真
実
の
智
慧
を
も
っ
て
」
と
補
う
と
分
か
り
易
い
。
世
界
の

一
切
の
事
象
の
有
り
様
は
、
平
等
の
実
相
に
あ
り
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
は
す
べ
て

仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
事
象
の
実
相
を
照
ら
し
、
惑
い
を
断
っ
て
、
悟
り
を
完

成
す
る
『
法
華
経
』
の
智
慧
、
す
な
わ
ち
一
切
種
智
に
よ
っ
て
、
を
い
う
。

参
考
│
│
「
一
切
智
・
道
種
智
・
一
切
種
智
の
三
智
」
に
つ
い
て

 

　
「
智
」
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
一
・
巻
第
二
十
一
、『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十

七
・
巻
第
八
十
四
に
は
、
す
べ
て
の
存
在
に
関
し
て
、
概
括
的
に
知
る
智
慧
が
「
一
切

智
」
で
あ
り
、
菩
薩
が
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
道
、
す
な
わ
ち
悟
り
の
種
別
を
知
り

尽
く
す
智
慧
が
「
道
種
智
・
道
相
智
」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
存
在
に
関
し
て
、
平
等
の

有
り
様
の
ま
ま
に
差
別
の
有
り
様
を
さ
ら
に
詳
細
に
知
る
智
慧
が
「
一
切
種
智
・
一
切

相
智
」
と
あ
る
。
一
切
智
を
声
聞
お
よ
び
縁
覚
の
智
慧
と
し
、
道
種
智
を
菩
薩
の
智
慧

と
し
、
一
切
種
智
を
仏
の
智
慧
と
す
る
。

 
　

天
台
智
顗
が
明
か
す
別
教
で
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
観
を
実
践
し
、
空
・
仮
・
中
の

三
諦
を
観
、
見け

ん
じ思
・
塵じ
ん
じ
ゃ沙
・
無む
み
ょ
う明
の
三
惑
を
伏
断
し
、
慧
眼
・
法
眼
・
仏
眼
の
三
眼
を

開
い
て
、
一
切
・
道
種
・
一
切
種
の
三
智
を
得
る
と
説
く
。

 

　

円
教
で
は
、
わ
た
し
の
心
の
不
動
性
（
空
）、
機
動
性
（
仮
）、
絶
対
性
（
中
）
を
、

一
念
の
心
の
な
か
で
同
時
に
体
験
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
心
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
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で
あ
る
と
体
験
す
る
。
こ
れ
が
、
一
心
三
観
と
い
う
智
慧
で
あ
り
真
実
で
あ
り
、
一
心

三
諦
で
あ
る
と
す
る
。

 
　

⑴
「
一
切
智
」
は
、
一
切
の
事
象
が
「
空く
う

」
に
あ
る
真
実
を
観
る
智
慧
を
い
う
。

 

　

一
切
の
事
象
を
観
じ
て
、
一
切
は
「
空
」
に
あ
る
と
す
る
か
ら
一
切
智
と
い
う
。

 

　

一
切
の
事
象
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
も
被
る
こ
と
な
く
、
あ

る
、
と
い
う
本
質
は
な
い
と
観
る
「
空く

う
が
ん観

」
に
よ
っ
て
、
三
世
の
道
理
に
迷
い
、
執
わ

れ
る
煩
悩
の
「
見
惑
」
を
断
ち
、
現
在
の
事
象
に
迷
い
、
執
わ
れ
る
煩
悩
の
「
思
惑
」

を
断
つ
。
こ
こ
に
生
じ
る
一
切
の
事
象
を
「
空
」
と
観
る
智
慧
が
一
切
智
で
あ
る
。

 

　

⑵
「
道
種
智
」
は
、
一
切
の
事
象
が
「
仮け

」
に
あ
る
差
別
相
を
観
る
智
慧
を
い
う
。

 

　
「
道
」
は
、
一
切
の
諸
仏
の
悟
り
を
い
い
、「
種
」
は
、
衆
生
の
一
切
の
善
根
そ
の
も

の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
仮
の
独
自
の
す
が
た
で
現
象
し
存
在
す
る
差
別
相
を
い
う
。
差
別
相

は
、
対
象
を
相
対
化
し
て
思
量
し
、
分
別
し
、
価
値
判
断
し
、
固
執
す
る
、
い
わ
ゆ
る

情
見
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

 

　

一
切
の
事
象
は
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
本
質
は
な
い
と
観
る
「
空
」
の
ま
ま
に

す
が
た
形
を
顕
わ
し
て
い
る
と
観
る
「
仮け

か
ん観

」
に
よ
っ
て
、
教
化
の
障
害
と
な
る
十
法

界
の
衆
生
の
惑
煩
悩
や
、
機
根
や
、
そ
れ
を
治
療
す
る
教
え
と
い
う
無
量
無
辺
の
差
別

相
を
知
ら
な
い
無
知
を
い
う
「
塵
沙
の
惑
」
を
断
つ
。
無
量
の
教
え
と
い
う
薬
に
よ
っ

て
、
無
辺
の
生
け
る
も
の
の
無
知
と
い
う
病
を
治
療
し
、
本
来
の
善
根
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
を
洞
観
す
る
智
慧
が
道
種
智
で
あ
る
。

 

　

⑶
「
一
切
種
智
」
は
、
一
切
の
事
象
に
「
中ち
ゅ
う

・
中ち
ゅ
う
ど
う道

」
の
真
実
を
見
る
智
慧
で
あ

り
、
こ
れ
を
「
仏
智
・
仏ぶ

っ

知ち
け
ん見

」
と
い
う
。

 

　

一
切
の
事
象
は
、
空
で
あ
り
、
仮
で
あ
り
な
が
ら
、
空
の
ま
ま
仮
、
仮
の
ま
ま
空
に

あ
る
と
観
、
空
と
仮
と
が
止
揚
し
て
不
二
で
あ
る
と
、
三
千
の
一
切
の
事
象
が
、
一
つ

一
つ
絶
対
で
あ
る
と
、
一
念
の
心
の
う
ち
に
収
め
取
っ
て
観
る
「
中ち

ゅ
う
が
ん観

」
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
一
続
き
の
一
法
界
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
一
法
界
の
本
体
は

言
説
思
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
微
細
な
煩
悩
を
い
う
「
無
明
の
惑
」
を
、
一
念
の
心

の
う
ち
に
断
つ
。
一
切
の
事
象
は
、
空
そ
の
ま
ま
に
仮
に
止
揚
し
た
中
・
中
道
に
あ

り
、
三
千
の
一
切
の
事
象
の
一
つ
一
つ
が
絶
対
で
あ
る
と
観
る
智
慧
が
一
切
種
智
で
あ

る
。

 

　

空
・
仮
の
二
観
を
方
便
と
し
て
中
道
観
に
至
る
の
は
、
次
第
三
観
で
あ
る
。
次
第
三

観
は
、
別
教
の
観
じ
方
で
あ
る
。

 

　

円
教
で
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
観
が
す
べ
て
真
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
例
え
、
空
・

仮
・
中
の
次
第
を
逐
っ
て
観
じ
て
も
、
空
を
観
じ
る
と
き
は
、
空
だ
け
に
全
力
を
注
ぐ

の
で
あ
っ
て
、
別
に
空
以
外
の
仮
も
中
も
予
想
し
な
い
。
そ
れ
は
、
空
を
観
じ
る
こ
と

が
、
そ
の
ま
ま
中
道
真
実
を
観
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
空
を
観
じ
る
と
き
は
、
空
を
観
じ

る
以
外
に
中
道
真
実
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
に

あ
る
円
教
の
不
次
第
の
三
観
で
あ
る
。

 

　

な
お
、「
即
空
」
は
、
一
切
の
思
量
分
別
の
情
見
を
離
れ
、
相
対
分
別
の
跡
を
残
さ

な
い
こ
と
を
い
う
か
ら
、
こ
の
境
地
は
、
誘
惑
に
動
じ
る
こ
と
な
く
、
毅
然
と
し
て
、

常
に
静
寂
の
心
に
あ
る
。「
即
仮
」
は
、
十
界
十
如
三
千
の
差
別
の
す
が
た
を
明
ら
か

に
観
る
こ
と
で
、
真
に
泣
き
、
悟
を
悦
び
、
機
に
臨
み
、
変
に
応
じ
る
、
機
動
的
な
心

に
あ
る
。「
即
中
」
は
、
空
即
仮
、
仮
即
空
、
不
二
而
二
、
二
而
不
二
に
あ
る
中
道
真

実
を
心
の
当
体
と
観
、
心
の
絶
対
性
・
永
遠
性
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

中
・
中
道
を
悟
れ
ば
、
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
一
切
の
存
在
の
真
実
の
す
が
た
が
顕
わ

れ
、
衆
生
に
向
か
っ
て
応お

う
ゆ
う用
、
導
き
利
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
「
中
道
応

本
」
と
い
う
。

 

　

な
お
、
見
思
・
塵
沙
・
無
明
の
惑
煩
悩
は
、
三
に
分
け
て
は
い
る
が
、
本
質
は
同
一

で
あ
り
、
一
惑
の
は
た
ら
き
の
粗
細
の
程
度
の
差
に
よ
っ
て
分
け
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。

 

　

惑
の
根
本
は
、
中
道
真
実
の
理
に
通
達
し
な
い
根
本
無
明
に
あ
る
。
根
本
無
明
か

ら
、
塵
沙
の
惑
も
見
思
の
惑
も
生
じ
る
。
だ
か
ら
、
断
惑
も
、
一
観
の
う
ち
に
三
諦
を

観
じ
、
衆
生
の
一
お
も
い
の
心
が
そ
の
ま
ま
円
融
三
諦
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
一
心

三
観
」
に
よ
っ
て
、
根
本
無
明
の
迷
夢
を
破
る
。

（
17
）　

言
を
も
っ
て
、
具
さ
に
す
べ
か
ら
ず
＝
「
言
」
は
、
対
機
の
言
を
い
う
。
対
機

は
、
修
行
者
、
ま
た
は
一
般
の
人
々
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、「
言
を
も
っ
て
」
は
、

人
々
に
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
の
意
を
い
う
。

 
　
「
具
さ
に
」
は
、
こ
ま
か
く
の
意
を
い
う
。
つ
ま
り
、
細
か
く
伝
え
る
こ
と
、
も
れ

な
く
、
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
の
意
を
い
う
。

（
18
）　

略
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
の
因
果
を
挙
げ
、
も
っ
て
宗
要
と
な
す
の
み
＝
こ
こ
か

ら
、
第
三
に
結
。
宗
要
の
結
論
を
述
べ
る
。

 

　
「
略
し
て
」
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
肝
心
要
を
外
さ
ず
に
要
点
を
挙
げ
る
こ
と
を

い
う
。

─　  （　 ）─40261



─　  （　）─41

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
九
）

 
　
「
か
く
の
ご
と
き
の
因
果
」
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
の
体
・
本
質
と
す
る
「
世
間

相
常
住
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、「
諸
法
実
相
」
を
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
迹
門
の
仏

釈
尊
の
自
行
の
因
果
の
奥
に
、
本
門
の
仏
釈
尊
の
自
行
の
因
果
が
あ
り
、
本
門
の
仏
釈

尊
の
自
行
の
因
果
の
上
に
、
迹
門
の
仏
釈
尊
の
自
行
の
因
果
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
宗
要
」
は
、
今
経
、
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
が
拠
り
所
と
す
る
肝
心
要
を
い
う
。

 

　

結
局
、
宗
要
は
、「
迹
因
迹
果
」
に
「
本
因
本
果
」
を
重
ね
合
わ
せ
、「
開
迹
顕
本
」

に
あ
り
「
従
本
垂
迹
」
に
あ
る
仏
釈
尊
が
、
諸
法
実
相
の
行
を
実
践
し
続
け
、
諸
法
実

相
の
風
光
の
な
か
に
あ
る
迹
門
と
本
門
と
を
貫
通
す
る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
を
い

う
。

〔
現
代
語
訳
〕

第
三
節　

明
宗

　
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
目
的
と
す
る
肝
心
要
の
宗
要
が
、
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す

る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
に
あ
る
こ
と
を
、
次
の
三
つ
の
立
場
か
ら
明
ら
か
に
す

る
。

　

第
一
の
立
場
は
、「
示
」
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
肝
心
要
の
宗
要
を
論
証
す
る
の
が
「
示
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
行
」
の
観
点
か
ら
、『
法
華
経
』
一
経
を
包
含
す
る
諸
法
実
相
の
行
を

修
行
実
践
す
る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
を
宗
要
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
の
立
場
は
、「
簡
」
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
で
は
宗
要
と
し
な
い
宗
教
的
見
解
を
選
び
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
法
華
経
』
の
肝
心
要
の
宗
要
で
あ
る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
三
の
立
場
は
、「
結
」
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
が
主
要
な
目
的
と
す
る
迹
門
と
本
門
の
因
果
を
挙
げ
て
、「
仏
の
自
行

の
因
果
」
を
宗
要
と
す
る
。

　

第
一
は
、「
示
」
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
肝
心
要
を
い
う
宗
要
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
「
宗
」
は
、『
法
華
経
』
の
肝
心
要
を
い
う
。
肝
心
要

で
あ
る
「
宗
」
は
、
い
わ
ゆ
る
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」

以
外
に
は
な
い
。

　
『
法
華
経
』
の
肝
心
要
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

仏
釈
尊
は
、
兜
率
天
か
ら
白
象
に
乗
っ
て
摩
耶
夫
人
の
右
脇
か
ら
胎
内
に
入
っ

た
。
そ
し
て
、
月
が
満
ち
て
摩
耶
夫
人
の
右
脇
か
ら
出
生
し
た
。
春
耕
祭
の
樹
下
観

耕
で
出
会
っ
た
自
然
界
の
食
物
連
鎖
や
、
四
門
出
遊
な
ど
の
故
事
が
暗
示
す
る
環
境

の
中
で
育
っ
た
ゴ
ー
タ
マ
釈
尊
は
、
二
十
九
歳
で
王
家
を
捨
て
、
妻
子
を
捨
て
て
、

人
生
苦
の
解
決
を
求
め
て
苦
行
に
入
っ
た
。
六
年
に
わ
た
る
苦
行
で
も
人
生
苦
の
解

決
は
で
き
な
い
と
悟
っ
て
苦
行
を
捨
て
た
。
菩
提
樹
の
下
に
坐
っ
て
、
襲
い
来
る
悪

魔
の
誘
惑
・
恐
喝
を
こ
と
ご
と
く
退
散
さ
せ
、
悟
り
を
得
、
三
十
五
歳
で
覚
者
と

な
っ
た
。

　

出
家
し
て
降
魔
成
道
す
る
ま
で
の
仏
釈
尊
の
生
き
様
は
、
壮
絶
な
も
の
で
は
あ
っ

た
が
、
人
生
苦
を
解
決
し
た
仏
釈
尊
は
、
梵
天
勧
請
の
故
事
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、

鹿
野
苑
で
五
人
の
比
丘
に
説
法
し
た
。
こ
う
し
て
教
化
教
導
の
生
活
に
踏
み
出
し
、

化
導
の
生
活
は
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
命
終
ま
で
四
十
五
年
に
及
ん
だ
。

　

仏
釈
尊
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
こ
の
世
界
で
八
種
の
す
が
た
を
示
し
た
こ
と

は
、
八
相
成
道
と
呼
ば
れ
る
。
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
に
お
け
る
成
道
以
前
の
無
量
と
思
え

る
も
ろ
も
ろ
の
善
い
行
な
い
も
、
成
道
以
後
の
四
十
五
年
に
わ
た
る
教
化
教
導
の
無

量
と
思
え
る
も
ろ
も
ろ
の
善
い
行
な
い
も
、
と
も
に
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
仏
と
な
る
因
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
れ
ば
、
す
べ
て
は
仏
と
な
る

修
行
実
践
に
収
ま
り
切
っ
て
し
ま
う
。
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仏
釈
尊
が
、
こ
の
世
界
で
示
し
た
八
種
の
す
が
た
を
象
徴
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
お
け
る
生
き
様
も
、
人
生
苦
の
解
決
を
目
指
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
段
階
に
お

け
る
無
量
と
思
え
る
悟
り
も
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
に
お
け
る
無
量
と
思
え
る
悟
り
も
、

す
べ
て
は
諸
法
実
相
の
修
行
実
践
で
あ
る
か
ら
、
仏
と
い
う
果
と
い
う
こ
と
ば
を
用

い
れ
ば
、
す
べ
て
は
仏
の
悟
り
と
い
う
こ
と
ば
で
包
括
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

す
べ
て
は
、
生
き
と
し
生
け
る
一
切
の
衆
生
を
救
い
取
っ
て
や
む
こ
と
が
な
い
諸

法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
仏
の
自
行
の
因
果
の
な
か
に
収
ま
り
切
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
、
一
仏
乗
の
教
え
に
他
な
ら
な
い
。

　

諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
一
仏
乗
と
い
う
仏
の
自
行
の
因
果
の
な
か
に
収
ま
り

切
っ
て
し
ま
う
様
相
は
、
例
え
ば
、
大
き
な
漁
網
を
引
っ
提さ

げ
る
と
き
、
大
綱
を

引
っ
張
る
と
、
網
の
目
か
ら
目
に
力
が
伝
わ
り
、
ど
の
網
の
目
も
全
部
動
い
て
、
漁

網
を
引
っ
提
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
衣
の
片
隅
を
引
っ

張
る
と
、
そ
れ
に
つ
れ
て
衣
の
す
べ
て
の
糸
す
じ
が
寄
っ
て
き
て
、
衣
の
全
体
が
動

く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
こ
の
世
界
に
現
わ
れ
た
仏
釈
尊
一
代
の
行
跡
に
、
仏
と
な
る

有
り
様
と
、
仏
の
す
が
た
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
釈
尊
が
体
解
し
た
宇
宙
の
真
実

は
、
仏
釈
尊
一
代
で
終
る
も
の
で
は
な
い
。
真
実
は
、
象
徴
的
な
仏
釈
尊
の
八
相
を

超
え
て
、
無
限
の
過
去
か
ら
、
無
限
の
未
来
へ
続
く
も
の
で
あ
る
。

　

仏
の
救
う
は
た
ら
き
を
顕
示
す
る
『
法
華
経
』
前
半
の
迹
門
で
は
、
迹
門
の
仏
が

説
い
た
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
を
、
一
仏
乗
の
教
え
に
止
揚
し
、
開
会

し
、
最
高
で
完
全
な
『
法
華
経
』
の
教
え
を
顕
揚
し
よ
う
と
す
る
。

　

こ
れ
が
、「
開
権
顕
実
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
開
権
顕
実
」
は
、
い
い
か
え
れ

ば
、
こ
の
世
界
に
す
が
た
形
を
現
し
た
仏
釈
尊
の
仏
と
な
る
因
と
仏
で
あ
る
果
を
あ

ら
わ
す
「
迹
因
迹
果
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
法
華
経
』
は
、「
迹
因
迹
果
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
肉
身
の
仏
釈
尊
は
、
ガ
ヤ
ー

城
の
近
く
で
始
め
て
成
道
し
た
の
で
は
な
く
、
久
遠
の
昔
に
成
道
し
て
無
量
の
寿
命

を
保
っ
て
、
今
に
法
を
説
き
続
け
て
い
る
と
説
く
の
が
『
法
華
経
』
で
あ
る
。
ク
シ

ナ
ガ
ラ
で
入
滅
す
る
の
は
、
難
値
難
遇
を
示
す
衆
生
化
導
の
方
便
と
し
て
仮
に
滅
度

の
す
が
た
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
真
に
入
滅
す
る
の
で
は
な
い
。
未
来
に
お
い
て

も
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
、
仏
を
希
求
す
る
も
の
に
は
、
仏
の
す
が
た
を
現
わ
す
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

現
実
の
肉
身
の
仏
釈
尊
の
上
に
、
時
空
を
超
え
た
久
遠
実
成
の
釈
尊
を
み
る
の

が
、『
法
華
経
』
後
半
の
本
門
で
あ
る
。
仏
の
本
体
を
開
示
す
る
本
門
で
は
、
迹
門

の
仏
を
や
め
て
久
遠
実
成
の
本
門
の
仏
を
あ
ら
わ
す
。

　

こ
れ
が
、「
廃
迹
顕
本
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
廃
迹
顕
本
」
は
、
こ
の
世
界
に
す

が
た
形
を
現
わ
し
た
仏
の
上
に
、
永
遠
の
仏
と
な
る
因
と
仏
で
あ
る
果
を
見
た
久
遠

仏
本
来
の
因
と
久
遠
仏
本
来
の
果
と
を
あ
ら
わ
す
「
本
因
本
果
」
で
あ
る
。

　

い
い
か
え
れ
ば
「
本
因
本
果
」
は
、
仏
釈
尊
自
身
の
久
遠
の
修
行
実
践
の
因
果
で

あ
る
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
一
仏
乗
の
因
果
を
肝
心
要
の
宗
要
と
す
べ
き
で
あ

る
と
し
、
相
対
的
な
存
在
を
い
う
「
麁そ

」
を
止
揚
し
開
会
し
て
、
絶
対
的
存
在
の

「
妙み

ょ
う

」
を
立
て
る
「
絶
待
妙
」
の
立
場
に
あ
る
。
こ
れ
が
「
開
麁
顕
妙
」
で
あ
る
。

「
開
麁
顕
妙
」
は
そ
の
ま
ま
一
切
の
因
果
は
等
し
く
絶
対
的
存
在
の
「
妙
因
妙
果
」

で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
前
半
の
第
一
品
か
ら
第
十
五
品
の
途
中
ま
で
は
、
肉
身
の
仏
釈
尊
の

生
涯
に
わ
た
る
一
仏
乗
に
あ
る
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
の
を
仏
と
な
る
因

と
し
、
一
仏
乗
の
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
悟
り
を
結
ぶ
の
を

仏
で
あ
る
果
と
す
る
「
相
待
妙
」
の
立
場
に
あ
る
。『
法
華
経
』
の
第
十
五
品
の
途

中
以
後
の
後
半
で
は
、
一
仏
乗
に
あ
る
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
仏
と
な
る
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因
と
、
一
仏
乗
の
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悟
り
を
結
ぶ
仏

で
あ
る
果
と
を
同
体
と
す
る
「
絶
待
妙
」
の
立
場
に
あ
る
。

　

一
仏
乗
の
相
待
妙
・
絶
待
妙
の
立
場
に
あ
る
諸
法
実
相
の
行
を
実
践
す
る
仏
の
自

行
の
因
果
を
、『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
の
宗
要
と
す
る
。

　

こ
う
し
て
、
仏
釈
尊
は
、
具
体
的
、
現
実
的
な
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
普
遍
的

な
永
遠
の
存
在
と
し
て
、
わ
た
し
の
眼
前
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
簡
」
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
で
は
宗
要
と
し
な
い
宗
教
的
見
解
を
選
び
出
し
て
、
捨
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、『
法
華
経
』
の
肝
心
要
の
宗
要
が
、「
仏
の
自
行
の
因
果
」
に
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

　

先
ず
、
蔵
・
通
・
別
の
三
教
の
声
聞
や
縁
覚
や
菩
薩
の
い
ろ
い
ろ
な
自
行
の
因
果

の
有
り
様
を
明
確
に
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
か
で
も
、
別
教
の
人
の
自
行
の
因
果
を
宗
要
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
決
し
て
宗

要
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
蔵
教
の
人
や
通
教
の
人
の
自
行
の
因
果
の
有

り
様
を
宗
要
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

仏
の
自
行
の
因
果
以
外
の
因
果
に
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩

の
蔵
教
の
人
た
ち
の
自
行
の
因
果
が
あ
る
。
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
に
分
け
る
の
は
、

修
行
者
の
宗
教
上
の
機
根
に
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
の
時
代
の
教
化
教
導

の
方
法
は
、
対
機
説
法
・
応
病
与
薬
で
あ
り
、
機
根
に
応
じ
て
教
化
教
導
を
す
る
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

蔵
教
の
人
の
自
行
の
因
と
し
て
、
声
聞
は
、
自
他
の
人
生
苦
の
克
服
を
喫
緊
の
命

題
と
す
る
か
ら
、
生
死
の
苦
果
を
第
一
と
す
る
「
四
諦
八
正
道
」
を
修
行
実
践
す

る
。
縁
覚
は
、
自
身
の
こ
こ
ろ
を
苛さ

い
な

む
煩
悩
を
克
服
す
る
た
め
に
、
自
身
の
こ
こ

ろ
の
内
省
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
無
明
を
迷
い
の
第
一
の
原
因
と
す
る
「
十
二
因

縁
」
を
修
行
実
践
す
る
。
菩
薩
は
、
利
他
を
完
成
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
自
利
の
完

成
は
不
可
能
と
す
る
、
社
会
的
な
自
己
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
布
施
波
羅
蜜

を
第
一
と
す
る
「
六
波
羅
蜜
・
六
度
」
を
修
行
実
践
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
以
前
の
昔
教
で
は
、
修
行
者
は
、
生
け
る
も
の
す
べ

て
を
、
筏
で
ガ
ン
ジ
ス
河
の
向
こ
う
岸
に
渡
そ
う
と
し
て
、
迹
仏
釈
尊
が
衆
生
の
機

根
に
応
じ
て
説
い
た
教
え
を
修
行
実
践
す
る
か
ら
、
修
行
実
践
の
様
相
は
区ま

ち
ま
ち々

で
あ

る
。

　

蔵
教
の
人
の
自
行
の
果
と
し
て
は
、
声
聞
は
、
衆
生
を
駆
り
立
て
て
生
死
に
流
転

さ
せ
る
煩
悩
の
主
体
、
す
な
わ
ち
「
正し

ょ
う
し使

」
を
断
ち
切
る
。
縁
覚
は
、
正
使
の
断
滅

に
加
え
て
、
正
使
の
断
滅
後
に
残
る
習
慣
性
、
す
な
わ
ち
「
習じ

っ
け気

」
を
も
一
時
的
に

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
菩
薩
は
、「
伏
惑
行
因
」
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
を
い
う

惑
は
抑
制
す
る
だ
け
で
、
こ
の
惑
の
力
で
三
界
に
生
を
受
け
て
衆
生
を
教
化
し
、
仏

果
に
至
っ
て
一
度
に
、
正
使
も
習
気
も
と
も
に
断
滅
す
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
使
と
習
気
の
克
服
の
有
り
様
に
違
い
は
あ
る
が
、
声
聞
・
縁

覚
・
菩
薩
は
い
ず
れ
も
、
縁
起
の
理
や
、
四
諦
の
理
を
知
ら
な
い
迷
妄
を
い
う
「
見

惑
」
と
、
愛
著
の
心
や
、
貪
り
や
怒
り
や
無
知
な
ど
を
い
う
「
思
惑
」
の
二
つ
を
断

ち
切
り
、
空
の
理
を
悟
の
を
究
極
の
涅
槃
と
す
る
か
ら
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三

乗
人
の
果
に
共
通
す
る
点
が
少
し
は
あ
る
と
い
え
る
。

　

次
は
、
通
教
の
人
の
自
行
の
因
果
を
挙
げ
る
。

　

通
教
の
人
の
自
行
の
因
で
は
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
人
は
い
ず
れ
も
般

若
、
す
な
わ
ち
、
一
切
の
事
象
は
、
空
・
無
性
で
あ
っ
て
幻
の
よ
う
で
あ
る
と
観
る

「
体
空
無
生
の
般
若
波
羅
蜜
の
観
慧
」
を
修
行
実
践
す
る
。

　

幻
の
よ
う
で
あ
る
と
観
る
の
は
、
わ
た
し
の
主
観
の
妄
想
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し

の
見
聞
覚
知
の
世
界
は
一い

ち
じ
ょ
う場
の
夢
に
過
ぎ
な
い
。
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花
泥
棒
を
例
に
取
れ
ば
、
蔵
教
は
、
因
縁
和
合
の
「
空
」
を
説
く
か
ら
、
花
が
美

し
い
と
思
う
分
別
心
と
、
私
物
化
し
よ
う
と
い
う
貪
愛
心
が
、
花
泥
棒
の
因
と
な

る
。
だ
か
ら
、
花
が
美
し
い
と
思
う
思
い
と
こ
だ
わ
り
を
正
し
、
所
有
欲
を
断
て

ば
、
花
泥
棒
は
収
ま
り
「
空
」
に
帰
す
。

　

通
教
は
、
幻
の
よ
う
に
は
か
な
い
と
、
般
若
の
「
空
」
を
説
く
か
ら
、
花
が
美
し

い
と
思
う
こ
と
も
夢
、
泥
棒
も
夢
。
泥
棒
を
夢
と
気
づ
か
な
い
か
ら
罪
に
苦
し
む

が
、
夢
で
あ
る
と
知
れ
ば
、
償
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
罪
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
達

観
し
て
初
め
て
罪
を
完
全
に
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
因
縁
仮
和
合
の

世
界
は
、
そ
の
ま
ま
「
空
」
に
帰
す
。
因
縁
仮
和
合
の
世
界
は
、
煩
悩
が
勝
手
に
造

り
出
し
た
幻
で
、
客
観
的
な
存
在
理
由
が
な
い
か
ら
、
般
若
の
「
空
」
で
あ
る
。
し

か
し
通
教
は
、
世
界
を
夢
で
あ
る
と
否
定
し
て
執
著
を
離
れ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

夢
で
な
い
実
在
の
世
界
、
理
念
の
世
界
が
現
存
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
体
空
無
生
の
般
若
波
羅
蜜
の
観
慧
の
修
行
実
践
に
よ
っ
て
、
一
切
の
事
象

は
、
こ
と
ご
と
く
「
空
」
で
あ
る
と
観
じ
る
。
が
そ
れ
と
と
も
に
、
も
の
そ
の
も
の

が
実
在
す
る
こ
と
を
い
う
「
不
空
」
を
も
観
じ
る
。
こ
れ
が
「
即
空
」
で
あ
り
、
即

空
と
同
義
の
不
但
空
の
理
を
悟
る
不
但
空
観
で
も
あ
る
。

　

不
但
空
観
は
、
即
空
観
で
あ
り
、
体
空
観
で
あ
り
、
三
乗
皆
得
で
あ
る
。

　

通
教
の
行
位
は
、
一
の
乾け

ん
ね
じ

慧
地
、
二
の
性し
ょ
う
じ地
、
三
の
八
人
地
、
四
の
見
地
、
五
の

薄
地
、
六
の
離
欲
地
、
七
の
已い

べ
ん
じ

弁
地
、
八
の
支
仏
地
、
九
の
菩
薩
地
、
十
の
仏
地
の

三
乗
共
通
の
十
地
か
ら
成
る
。

　

通
教
の
人
の
自
行
の
果
は
、
声
聞
の
鈍
根
の
菩
薩
は
「
七
地
沈
空
」
で
あ
る
か

ら
、
七
の
已
弁
地
で
空
の
理
を
悟
り
尽
く
し
て
究
極
と
し
、
灰
身
滅
智
し
て
し
ま

う
。
利
根
の
菩
薩
は
、
九
の
菩
薩
地
ま
で
に
は
、
途
中
で
別
・
円
の
二
教
に
転
進
し

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
通
教
で
は
、
実
際
に
十
の
仏
地
へ
登
る
人
は
い
な
い
。
こ
れ
が

果か

ず頭
無む
に
ん人
で
あ
る
。

　

自
行
の
結
果
、
見
思
の
惑
を
断
尽
で
き
な
い
三
乗
人
は
、
蔵
教
の
但
空
に
と
ど
ま

り
、
断
尽
し
た
三
乗
人
の
な
か
に
は
、
通
教
の
不
但
空
か
ら
中
・
中
道
を
望
み
見
、

ま
た
不
但
空
か
ら
但
中
を
観
て
別
教
に
転
進
す
る
者
が
お
り
、
あ
る
い
は
ま
た
不
但

空
か
ら
不
但
中
を
観
て
、
直
ち
に
円
教
に
進
む
者
が
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
人
は
等
し
く
、
七
の
已
弁
地
で
、
三
界

の
正
使
で
あ
る
理
に
迷
う
見
惑
と
、
事
に
迷
う
思
惑
と
を
断
尽
し
、
即
空
・
不
但
空

を
観
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
三
乗
人
の
修
行
実
践
を
い
う
因
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
い
え
る
。

　

三
乗
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
見
思
の
惑
の
正し

ょ
う
し使
を
断
尽
す
る
が
、
煩
悩
が
染
み
つ
い

て
、
癖
と
な
っ
て
残
る
習じ

っ
け気
に
は
、
声
聞
は
手
を
つ
け
な
い
し
、
縁
覚
は
、
一
部
に

手
を
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
。
通
教
の
菩
薩
は
、
扶ふ

し
ゅ
う習
潤に
ん
じ
ょ
う生
で
あ
る
か
ら
、
見
思
の

惑
の
正
使
は
断
ち
切
る
が
、
習
気
は
断
ち
切
ら
ず
に
残
し
て
お
き
、
そ
れ
を
頼
り
に

三
界
に
生
ま
れ
て
衆
生
を
利
益
す
る
。
し
か
し
、
習
気
は
力
が
弱
い
か
ら
、
残
る
習

気
だ
け
で
は
、
菩
薩
と
し
て
三
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
菩

薩
は
、
強
い
誓
願
力
に
よ
っ
て
、
残
る
習
気
を
扶ふ

ち持
し
て
三
界
に
生
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
習
気
を
断
尽
す
る
の
は
、
仏
に
至
っ
て
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
通
教
の
三
乗
人
の
自
行
の
果
に
は
、
少
し
違
い
が
あ

る
。

　

次
は
、
別
教
の
人
の
自
行
の
因
果
を
挙
げ
る
。

　

別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
で
は
、
先
ず
、
こ
の
世
の
事
象
に
は
す
べ
て
、
そ
れ
だ

け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
も
こ
う
む
ら
な
い
で
、
あ
る
と
執
著
す
る
「
著じ

ゃ
く
う有

の
見け

ん

」
を
離
れ
、
次
に
、
事
象
に
は
す
べ
て
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の

お
陰
も
こ
う
む
ら
な
い
で
、
あ
る
も
の
は
な
い
と
執
著
す
る
「
著
空
の
見
」
を
離
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れ
、
最
後
に
、
空
と
仮
の
二
辺
の
外そ
と

に
、
絶
対
孤
高
の
中
・
中
道
を
求
め
る
。
こ
の

中
・
中
道
は
、
空
・
仮
に
対
し
て
特
別
で
あ
り
、
目
的
的
で
あ
り
、
超
越
的
で
あ
る

か
ら
但た

ん
ち
ゅ
う中
と
い
う
。

　

災
難
を
例
に
取
れ
ば
、
災
難
が
な
く
、
平
穏
無
事
に
治
ま
っ
て
い
る
の
が
、
人
間

の
世
界
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
世
の
中
か
ら
、
風
水
害
や
天
変
地
変
、
火
事
や
泥

棒
、
犯
罪
や
戦
争
な
ど
が
な
い
の
が
、
本
当
の
人
間
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
の
が
別
教
で
あ
る
。
泥
棒
に
は
、
実
体
が
な
い
。
実
体
が
な
い
も
の
は
救
い

よ
う
が
な
い
。
こ
れ
が
別
教
の
「
空
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
泥
棒
は
あ

る
。
こ
れ
を
非
と
す
る
世
間
の
目
が
あ
り
、
掟
が
あ
る
。
だ
か
ら
泥
棒
は
罪
と
な

る
。
こ
れ
が
別
教
の
「
仮
」
で
あ
る
。
別
教
の
仮
は
、
世
俗
の
思
想
を
見
、
世
俗
の

人
を
知
り
、
一
切
は
差
別
に
あ
る
こ
と
を
知
る
。
別
教
で
は
、
泥
棒
は
、
差
別
の
相

で
あ
り
、
差
別
の
相
は
、
理
で
は
な
い
。
理
は
、
た
だ
平
等
に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ

が
、
別
教
が
い
う
「
中
・
中
道
」
で
あ
る
。
泥
棒
な
ど
一
切
の
災
難
が
な
い
世
界
、

泥
棒
が
な
い
と
い
う
理
念
の
み
の
世
界
が
、
別
教
の
中
道
の
世
界
で
あ
る
。
現
実
の

悲
喜
が
こ
も
ご
も
描
き
出
す
人
間
模
様
の
世
界
は
、
別
教
の
中
道
と
い
う
理
念
の
世

界
と
は
無
縁
で
あ
る
。
中
・
中
道
は
清
浄
に
あ
る
。

　

こ
れ
が
円
教
に
な
る
と
、
こ
の
世
の
中
の
風
水
害
や
天
変
地
変
に
し
て
も
、
火
事

や
泥
棒
に
し
て
も
、
ま
し
て
や
犯
罪
や
戦
争
な
ど
に
し
て
も
、
一
切
の
災
難
を
ス
ッ

ポ
リ
そ
の
ま
ま
含
め
収
め
て
し
ま
う
。
喜
怒
哀
楽
、
毀き

よ誉
褒ほ
う
へ
ん貶
、
破
壊
と
建
設
、
不

易
と
流
行
な
ど
す
べ
て
を
、
人
間
世
界
の
本
性
で
あ
る
と
見
る
。
こ
の
世
俗
の
有
り

様
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
と
、
ひ
と
思
い
で
ズ
ボ
ッ
と
体

得
す
る
の
が
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
の
観
で
あ
り
、
円
教
の
智
慧
で
あ
る
。

　

円
教
の
話
は
別
に
し
て
、
別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
は
、
差
別
の
現
実
世
界
を
離

れ
、
清
浄
の
理
念
の
世
界
へ
一
等
地
を
抜
き
出
で
て
い
る
と
い
え
る
。

　

別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
果
は
、
著
有
の
見
を
離
れ
て
空く

う

を
見
る
「
一
切
智
」
で
あ

り
、
著
空
の
見
を
離
れ
て
仮け

を
見
る
「
道
種
智
」
で
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
に

あ
る
中
・
中
道
を
見
る
「
一
切
種
智
」
で
あ
る
。
三
智
が
生
じ
る
と
き
、
見
思
・
塵

沙
・
無
明
の
三
惑
が
前
後
し
て
断
尽
さ
れ
る
。

　

自
行
の
果
位
に
は
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
と
い

う
段
階
が
あ
り
、
順
序
次
第
が
あ
る
。
別
教
で
は
、
因
を
積
み
上
げ
た
と
こ
ろ
に
果

が
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
果
を
得
る
た
め
に
因
を
積
み
上
げ
る
か
ら
、
打

算
的
功
利
的
に
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
別
教
の
位
次
は
菩
薩
の
努
力
の
延
長
に
あ
る

か
ら
、
一
位
一
位
が
不
充
実
で
あ
り
、
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
充
実
・
不

満
足
が
菩
薩
を
発
奮
さ
せ
て
次
位
に
進
ま
せ
る
。

　

別
教
の
菩
薩
が
成
就
し
た
仏
果
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天

上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
九
界
と
互
い
に
融
合
し
な
い
。
仏
果
は
仏
果
だ
け
で
あ

り
、
仏
界
は
仏
界
だ
け
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
別
教
は
、
ひ
と
り
菩
薩
だ
け
に
説
か
れ
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、
別
教
の
菩

薩
の
自
行
の
因
果
は
、
一
切
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分
け
隔
て
る
こ
と
に
な
る
。
三
乗
は
そ

の
ま
ま
三
乗
で
あ
り
、
果
位
は
段
階
に
あ
り
、
十
法
界
は
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
り
、
登
る

十
地
の
諸
位
は
互
い
に
収
め
合
い
、
互
い
に
関
与
し
合
う
こ
と
が
な
い
。

　

要
す
る
に
別
教
は
、
す
べ
て
が
、
人
の
情
見
、
す
な
わ
ち
思
量
分
別
の
心
が
生
み

出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
も
の
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
中
・
中
道
も
、
理
念

の
み
が
ひ
と
り
聳
え
立
つ
「
但
中
」
に
あ
り
、
空
・
仮
と
は
断
絶
し
た
絶
対
孤
高
に

あ
る
。

　

別
教
の
果
位
は
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
等
覚
・
妙
覚
と
い
う

段
階
的
な
差
別
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
果
位
が
融
即
、
す
な
わ
ち
通
じ
合
う
相
即
相

入
に
な
い
。
別
教
の
菩
薩
が
成
就
し
た
仏
果
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
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間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
九
界
と
互
具
し
な
い
。

　

こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
果
は
、
止
揚
し
統
一
す
る
こ
と

が
な
い
。

　

別
教
の
菩
薩
の
自
行
の
因
は
、
歴り

ゃ
く
ご
う劫
修
行
で
あ
る
。

　

歴
劫
修
行
は
、
幾
多
の
劫こ

う

を
経
て
修
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
劫
は
、
芥け

し子
劫こ
う

を
い

い
、
盤ば

ん
じ
ゃ
く石
劫こ
う

を
い
う
。
芥
子
劫
は
、
四
方
上
下
一
由
旬
の
鉄
城
に
芥
子
を
満
た

し
、
百
年
ご
と
に
一
つ
の
芥
子
を
取
り
去
っ
て
、
そ
の
芥
子
全
部
を
尽
く
し
て
も
劫

は
終
ら
な
い
と
い
う
。
盤
石
劫
は
、
四
方
一
由
旬
の
大
盤
石
を
百
年
に
一
度
ず
つ

白び
ゃ
く
せ
ん氈
で
払
っ
て
、
そ
の
石
が
な
く
な
っ
て
も
劫
は
終
ら
な
い
と
い
う
。
由
旬
は
四

十
里
（
十
六
㎞
〜
二
十
三
㎞
に
相
当
）
を
い
う
。

　

歴
劫
修
行
は
、
三さ

ん
ぎ祇
百ひ
ゃ
く
だ
い
こ
う

大
劫
の
修
行
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
三
祇
は
無
数
を
い

う
三
阿
僧
祇
劫
の
間
を
い
い
、
百
は
百
劫
の
間
を
い
う
。

　

十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
間
が
第
一
の
阿
僧
祇
劫
で
あ
り
、
十
地
に
登
っ

た
最
初
の
初
地
か
ら
七
地
の
間
が
第
二
の
阿
僧
祇
劫
で
あ
り
、
八
地
か
ら
十
地
の
間

が
第
三
の
阿
僧
祇
劫
と
さ
れ
る
。
こ
の
三
祇
、
す
な
わ
ち
三
阿
僧
祇
劫
の
間
に
、
別

教
の
菩
薩
は
六
波
羅
蜜
・
六
度
の
修
行
を
繰
り
返
し
、
百
劫
の
間
に
、
仏
の
よ
き
姿

で
あ
る
三
十
二
相
を
完
成
す
る
た
め
に
、
福
業
を
修
行
す
る
。
智
慧
を
本
質
と
す
る

行
為
以
外
の
す
べ
て
を
い
う
福
業
は
、『
涅
槃
経
』
巻
第
十
一
に
よ
れ
ば
、
⑴
戒
行

と
定
行
、
生
滅
・
無
生
・
無
量
・
無
作
の
四
種
の
四
諦
行
を
い
う
「
聖
行
」、
⑵

慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四
無
量
心
を
い
う
「
梵
行
」、
⑶
仏
を
い
う
第
一
義
天
の
行
で

あ
る
「
天
行
」、
⑷
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
を
嬰え

い
じ児
に
例
え
、
こ
れ
を
教
化
す

る
「
嬰
児
行
」、
⑸
衆
生
の
罪
業
を
い
う
病
を
治
す
「
病
行
」
を
い
う
。

　

こ
う
い
う
長
い
時
間
、
福
業
を
修
行
実
践
す
る
の
が
、
別
教
の
菩
薩
の
修
行
で
あ

る
。

　

化
他
の
た
め
に
、
三
界
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
、
蔵
教
の
菩
薩
は
、
煩
悩
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
一
時
的
に
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
伏
惑
行
因
で
あ
っ
た
。
通
教

の
菩
薩
は
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
、
残
る
習
気
を
扶
け
、
三
界
に
生
を
受
け
て
衆
生
を

利
益
す
る
扶
習
潤
生
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
別
円
二
教
の
菩
薩
は
、
断
惑
行
因
で
あ
る
。

　

断
惑
行
因
は
、
別
教
の
菩
薩
は
、
自
身
を
束
縛
し
、
自
由
に
化
他
が
で
き
な
い
惑

煩
悩
を
断
ち
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
仏
と
な
る
因
を
行
じ
る
。
そ

の
た
め
に
、
三
界
の
う
え
に
自
在
を
確
保
し
、
塵
沙
の
惑
を
断
っ
て
化
他
の
障
害
を

除
き
、
さ
ら
に
無
明
の
惑
を
断
っ
て
、
中
・
中
道
の
真
実
を
体
験
し
、
真
実
自
体
の

力
を
得
て
、
化
他
を
実
践
す
る
。
別
教
の
菩
薩
の
こ
の
修
行
が
、
三
祇
百
大
劫
の
歴

劫
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

別
教
の
菩
薩
の
修
行
実
践
の
階
位
は
、
五
十
二
位
を
数
え
る
。

　

⑴
「
十
信
（
心
）
位
」

　

五
十
二
位
の
最
初
の
「
十
信
」
の
信
は
、
随
従
を
い
う
。
煩
悩
心
の
本
質
は
真
実

心
で
あ
る
か
ら
、
煩
悩
を
退
治
す
れ
ば
、
成
仏
で
き
る
と
い
う
別
教
の
教
え
を
初
め

て
聞
い
て
信
じ
順し

た
が

い
、
因
縁
仮
名
、
無
量
の
四
諦
、
仏
性
の
理
、
常
住
三
宝
の
教

え
を
聞
い
て
、
信
じ
順
い
、
疑
わ
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
の
位
で
、
欲
・
色
・
無
色

の
三
界
の
見
思
の
惑
を
一
時
的
に
起
き
な
い
よ
う
に
伏ぶ

く

す
。

　

十
信
第
一
の
信
心
で
、
仏
性
常
住
の
理
を
聞
い
て
信
じ
る
。

　

十
信
第
二
の
念
心
で
、
信
心
を
記
憶
し
て
忘
れ
な
い
。

　

十
信
第
三
の
精し

ょ
う
じ
ん進
心
で
、
信
じ
た
通
り
に
、
仏
性
を
悟
る
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に

進
む
。

　

十
信
第
四
の
慧
心
で
、
す
べ
て
は
空
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
る
。

　

十
信
第
五
の
定じ

ょ
う
し
ん心
で
、
妄
念
を
止
め
て
、
仏
性
を
悟
る
道
に
こ
こ
ろ
を
注
ぐ
。
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十
信
第
六
の
不
退
心
で
、
す
で
に
得
た
禅
定
の
徳
を
失
う
こ
と
が
な
い
。

　

十
信
第
七
の
廻え

こ
う向
心
で
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
善
根
を
仏
地
に
振
り
向
け
る
。

　

十
信
第
八
の
護
（
法
）
心
で
、
教
え
そ
の
も
の
を
保
持
し
て
失
わ
な
い
よ
う
用
心

す
る
。

　

十
信
第
九
の
戒
心
で
、
こ
こ
ろ
を
引
き
締
め
、
戒
め
て
、
油
断
せ
ず
、
戒
を
保

つ
。

　

十
信
第
十
の
願
心
で
、
十
方
を
仏
国
土
と
す
る
願
い
を
成
就
す
る
よ
う
に
実
践
す

る
。

　

⑵
「
十
（
心
）
住
位
」

　

十
信
に
続
く
「
十
住
」
の
住
は
、
こ
こ
ろ
が
空
の
理
に
坐
り
落
ち
着
く
こ
と
を
い

う
。
こ
の
位
で
は
、
見
・
思
の
二
惑
を
断
っ
て
、「
空
」
の
理
に
こ
こ
ろ
を
据
え
る
。

　

十
住
第
一
の
発ほ

っ
し
ん心
住
で
、
見
惑
を
断
っ
て
、
空
に
安
住
し
始
め
、
真
の
無
漏
智
を

発
こ
し
、
次
は
ど
う
し
て
も
真
実
の
中
道
を
見
つ
け
よ
う
と
腰
を
立
て
直
す
。

　

十
住
第
二
の
治じ

じ地
（
心
）
住
で
、
常
に
空
観
を
実
践
し
て
、
こ
こ
ろ
を
清
め
治
め

る
。

　

十
住
第
三
の
修
行
（
心
）
住
で
、
清
浄
の
こ
こ
ろ
で
、
空
観
の
実
践
に
励
む
。

　

十
住
第
四
の
生し

ょ
う
き貴
（
心
）
住
で
、
煩
悩
を
断
ち
、
三
界
と
い
う
生
死
の
家
を
出
、

仏
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
新
し
い
自
信
を
も
つ
。

　

十
住
第
五
の
（
具
足
）
方ほ

う
べ
ん便
（
心
）
住
で
、
仏
家
に
生
ま
れ
た
と
い
う
法ほ
う
き喜
が
、

空
の
理
の
な
か
に
沈
み
勝
ち
に
な
る
か
ら
、
六
波
羅
蜜
・
六
度
な
ど
で
、
無
量

の
善
根
を
整
え
、
空
観
を
助
け
る
。

　

十
住
第
六
の
正し

ょ
う
し
ん心
住
で
、
空
観
は
、
方
便
に
助
け
ら
れ
て
、
空
に
片
寄
ら
ず
に

中
正
を
得
、
空
観
を
成
就
し
て
、
正
し
い
空
の
智
慧
が
生
じ
、
こ
こ
ろ
も
容
貌

も
仏
の
よ
う
に
な
る
。

　

十
住
第
七
の
不ふ

た
い退
（
心
）
住
で
、
空
・
無
相
・
無
願
の
三
三
昧
を
実
践
し
て
、
三

界
の
思
惑
ま
で
断
ち
尽
く
し
て
、
三
界
へ
退
転
し
な
い
。

　

十
住
第
八
の
童ど

う
し
ん真
（
心
）
住
で
、
見
・
思
の
惑
を
離
れ
終
っ
て
、
無
欲
無む
ぜ
ん染
の
邪

気
の
な
い
心
で
、
上
求
菩
提
下
化
衆
生
を
実
践
す
る
。

　

十
住
第
九
の
法ほ

う
お
う
じ

王
子
（
心
）
住
で
、
空
観
が
い
よ
い
よ
熟
し
て
、
未
来
に
仏
の
位

を
受
け
る
地
位
に
近
づ
き
、
法
王
の
位
を
継
ぐ
資
格
が
で
き
る
。

　

十
住
第
十
の
灌か

ん
じ
ょ
う頂
（
心
）
住
で
、
空
観
を
成
就
し
、
空
の
理
の
法ほ
う
す
い水
を
頭
に
注

い
で
、
仏
位
に
登
る
位
を
継
ぐ
資
格
を
具
え
る
。

　

⑶
「
十
行ぎ

ょ
う

（
心
）
位
」

　

十
住
で
は
、
空
の
理
に
安
住
し
、
空
に
じ
っ
と
座
り
込
ん
で
、
生
死
の
繋
縛
か
ら

逃
れ
た
。
十
住
に
続
く
「
十
行
」
の
行
は
、
両
脚
を
上
げ
て
進
む
「
伉こ

う

」
を
原
義
と

し
、
一
個
所
に
止
ま
ら
ず
に
前
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
を
い
う
。
十
行
で
は
、
仮
観
を

実
践
し
、
化
他
の
行
を
修
行
実
践
し
、
涅
槃
の
空
に
執
著
す
る
こ
こ
ろ
を
解
放
す

る
。
十
行
で
は
、
界
外
の
塵
沙
の
惑
を
断
つ
。

　

十
行
第
一
の
歓か

ん
ぎ喜
（
心
）
行
で
、
涅
槃
の
空
の
理
に
達
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
。

　

十
行
第
二
の
饒に

ょ
う
や
く益
（
心
）
行
で
、
一
切
の
衆
生
に
自
分
の
法
喜
を
分
ち
与
え
る
。

　

十
行
第
三
の
無む

い違
逆ぎ
ゃ
く

（
心
）
行
で
、
常
に
忍
ん
で
人
に
逆
ら
わ
ず
、
謙
遜
す
る
。

　

十
行
第
四
の
無む

屈く
つ
に
ょ
う撓
（
心
）
行
で
、
一
切
の
衆
生
に
付
和
雷
同
す
る
こ
と
な

く
、
教
化
の
志
を
曲
げ
ず
、
弛た

ゆ

ま
ず
大
い
に
精
進
す
る
。

　

十
行
第
五
の
無む

癡ち
ら
ん乱
（
心
）
行
で
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
但
空
の
理
や
自
利
だ

け
に
沈
ま
な
い
よ
う
に
、
教
化
の
志
は
曲
げ
ず
、
対
機
無
視
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
用
心
し
て
、
利
他
を
な
す
。

　

十
行
第
六
の
善ぜ

ん
げ
ん現
（
心
）
行
で
、
わ
が
身
に
福
徳
善
根
の
す
が
た
を
現
わ
し
、
常

に
仏
国
土
の
な
か
に
生
き
る
。
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十
行
第
七
の
無む
じ
ゃ
く著
（
心
）
行
で
、
空
と
有
の
二
見
に
執
著
せ
ず
、
常
に
光
風
晴
月

の
よ
う
な
こ
こ
ろ
に
あ
る
。

　

十
行
第
八
の
難な

ん
と
く得
（
心
）
行
で
、
菩
薩
の
利
他
と
い
う
、
得
難
い
善
根
を
身
に
成

就
し
、
不
惜
身
命
身
、
化
他
の
行
を
実
践
す
る
。

　

十
行
第
九
の
善ぜ

ん
ぽ
う法
（
心
）
行
で
、
み
ず
か
ら
が
実
践
し
た
善
が
、
一
切
衆
生
の
規

範
と
な
り
、
機
根
に
応
じ
て
説
く
利
他
の
説
法
が
自
在
で
、
人
に
悪
を
離
れ
善

を
実
行
さ
せ
る
。

　

十
行
第
十
の
真
実
（
心
）
行
で
、
仮
観
に
よ
っ
て
涅
槃
の
空
に
執
著
せ
ず
、
も
の

の
相
を
ハ
ッ
キ
リ
観
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
空
の
理
の
鏡
に
浮
き
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
非
有
非
空
、
す
な
わ
ち
中
道
実

相
を
観
る
よ
う
に
な
る
。

　

⑷
「
十
廻
向
（
心
）
位
」

　

十
行
に
続
く
「
十
廻
向
」
は
、
中
道
真
実
の
理
に
心
を
向
け
て
中
観
を
実
践
し
、

す
べ
て
の
事
象
に
中
道
真
実
を
見
開
こ
う
と
す
る
位
で
あ
る
。
廻
向
は
、
事
を
転て

ん
え回

し
て
理
に
向
か
い
、
因
を
転
回
し
て
果
に
向
か
い
、
自
分
が
得
た
功
徳
を
、
普
く
衆

生
に
廻
向
す
る
位
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

十
廻
向
第
一
の
救く

ご護
衆
生
離
衆
生
相
廻
向
（
心
）
で
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
六
道

に
生
を
受
け
、
果
報
を
受
け
て
も
執
著
せ
ず
、
衆
生
の
有
り
様
を
離
れ
る
。

　

十
廻
向
第
二
の
不ふ

え壊
廻
向
（
心
）
は
、
仮
観
を
守
り
、
一
切
の
事
象
を
受
け
容

れ
、
一
瞬
一
瞬
の
こ
こ
ろ
の
動
き
に
執
著
し
な
い
。

　

十
廻
向
第
三
の
等と

う

一
切
諸
仏
廻
向
（
心
）
で
、
い
つ
も
中
・
中
道
の
正
念
に
あ
っ

て
、
諸
仏
と
等
し
く
あ
り
た
い
と
念
じ
続
け
、
三
世
の
諸
仏
の
教
え
を
常
に
弘

め
よ
う
と
す
る
。

　

十
廻
向
第
四
の
至し

一い
っ
さ
い切
処し
ょ

廻
向
（
心
）
で
、
大
い
な
る
願
力
に
よ
っ
て
、
十
方
の

仏
国
土
に
入
り
、
一
切
の
仏
を
供
養
す
る
。

　

十
廻
向
第
五
の
無
尽
功
徳
蔵
廻
向
（
心
）
で
、
尽
き
る
こ
と
が
な
い
常
住
の
仏
性

の
功
徳
の
教
え
を
人
々
に
教
え
る
。

　

十
廻
向
第
六
の
入
一
切
平
等
善
根
廻
向
（
心
）
で
、
中
道
の
道
理
に
適
う
一
切
平

等
の
善
行
を
実
践
し
、
善
・
悪
は
別
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
観
じ
る
。

　

十
廻
向
第
七
の
等と

う
ず
い
じ
ゅ
ん

随
順
一
切
衆
生
廻
向
（
心
）
で
、
人
々
が
行
な
う
善
・
悪
は

一
つ
の
も
の
で
、
差
違
が
な
い
と
観
じ
、
悪
人
を
捨
て
ず
、
善
人
に
諂
わ
ず
、

同
じ
こ
こ
ろ
で
接
す
る
。

　

十
廻
向
第
八
の
真
如
相
廻
向
（
心
）
で
、
こ
こ
ろ
の
自
在
を
得
て
、
善
・
悪
も

有
・
無
も
す
べ
て
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
と
、
差
別
の
事
相
を
中
道
の
智
慧
で

照
ら
し
観
る
。

　

十
廻
向
第
九
の
無む

ば
く縛
無む
じ
ゃ
く著
解
脱
廻
向
（
心
）
で
、
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
過

去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
の
事
象
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
と
観
て
、
執
著
を
離

れ
る
。

　

十
廻
向
第
十
の
入に

ゅ
う

法ほ
っ
か
い界
無
量
廻
向
（
心
）
で
、
一
切
の
事
象
は
中
・
中
道
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
有
り
様
は
な
い
と
悟
り
、
無
明
の
惑
を
断
ち
始
め
る
。

　

⑸
「
十じ

ゅ
う
じ地
（
心
）
位
」

　

別
教
の
菩
薩
は
、
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
四
十
位
を
経
て
、
い
よ
い
よ

中
・
中
道
を
見
つ
け
て
仏
地
に
入
る
。
こ
れ
が
「
十
地
」
で
あ
る
。
地じ

は
、
大
地
が

草
木
な
ど
を
生
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
位
に
入
っ
た
も
の
は
、
諸
の
仏
智
を
生
じ
る
か

ら
「
地
」
と
い
う
。
ま
た
、
大
地
が
何
で
も
載
せ
る
よ
う
に
、
こ
の
位
の
菩
薩
は
、

と
ら
わ
れ
の
な
い
、
無
条
件
の
、
無
縁
の
大
悲
心
に
よ
っ
て
、
一
切
衆
生
を
背
負
っ

て
、
迷
い
の
世
界
を
離
脱
さ
せ
る
か
ら
「
地
」
と
い
う
。

　

十
地
の
第
一
は
、「
歓か

ん
ぎ
じ

喜
地
」
で
あ
る
。
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十
住
以
来
求
め
て
き
た
中
・
中
道
を
初
め
て
見
つ
け
出
し
、
一
品
の
無
明
の
惑
を

断
ち
、
一
品
の
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
を
顕
わ
し
、
し
み
じ
み
と
法
悦
が
湧
く

か
ら
歓
喜
地
と
い
う
。
十
地
の
歓
喜
地
は
、
一
般
に
初
地
と
呼
ば
れ
る
。
初
地
以
上

は
、
中
道
を
体
験
し
、
中
道
が
自
分
の
も
の
と
な
る
か
ら
、
中
道
の
真
実
の
は
た
ら

き
が
顕
わ
れ
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
修
行
が
で
き
、
別
に
自
力
の
功く

ふ
う夫
が
必
要
な
く
な

る
か
ら
「
無
功く

ゆ
う用
位
」
と
い
う
。
こ
の
位
で
は
、
一
の
三
千
世
界
を
一
界
と
し
、
そ

の
百
界
に
仏
と
し
て
生
ま
れ
、
衆
生
を
済
度
す
る
。
こ
れ
が
「
百
界
作
仏
」
で
あ

る
。

　

中
道
の
理
は
、
宇
宙
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
り
、
こ
の
理
を
悟
れ
ば
自
由
自
在
に

仏
か
ら
地
獄
ま
で
の
十
界
に
向
か
っ
て
、
教
化
さ
れ
る
人
に
応
じ
た
す
が
た
を
現
わ

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
応
化
の
本
源
は
中
道
の
理
で
あ
る
こ
と
を
「
中
道
の
応

本
」
と
い
う
。
蔵
教
は
、
伏
惑
行
因
で
あ
り
、
通
教
は
、
扶
習
潤
生
で
あ
っ
た
が
、

別
教
と
円
教
の
断
惑
行
因
の
根
本
は
、
中
道
の
応
本
に
あ
り
、
中
道
の
応
本
の
は
た

ら
き
に
よ
っ
て
、
円
教
の
菩
薩
は
自
在
に
す
が
た
を
現
わ
す
。
こ
れ
が
「
百
界
作

仏
」
で
あ
る
。

　

百
界
作
仏
の
位
で
は
、
釈
尊
の
よ
う
に
、
八
相
を
示
現
し
て
、
仏
道
を
成
就
し
、

仏
と
な
る
。
こ
れ
が
「
八
相
成
道
」
で
あ
る
。
成
道
で
き
る
の
は
、
釈
尊
が
、
別
教

の
菩
薩
の
行
位
の
五
十
二
位
の
第
四
十
一
位
目
の
、
十
地
の
初
地
で
あ
る
歓
喜
地
に

あ
る
か
ら
で
あ
り
、
別
教
の
十
地
は
円
教
の
十
住
に
転
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
初
地

の
歓
喜
地
は
、
因
位
で
は
あ
る
が
、
悟
っ
た
の
は
中
道
の
理
で
あ
る
か
ら
、
因
位
の

菩
薩
が
、
中
道
証
得
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
化
他
の
た
め
に
百
界
に
作
仏
す
る
。

　

百
界
作
仏
と
い
っ
て
も
、
円
教
で
は
、
無
明
の
惑
は
十
住
以
後
四
十
二
品
を
数
え

る
。
百
界
作
仏
す
る
別
教
の
菩
薩
が
初
地
の
歓
喜
地
で
断
っ
た
無
明
の
惑
は
、
一
品

に
過
ぎ
な
い
。
初
地
に
入
っ
た
菩
薩
は
、
妙
覚
の
仏
と
同
格
で
は
あ
る
が
、
百
界
作

仏
の
仏
は
無
明
の
惑
を
残
す
か
ら
、
真
の
仏
で
は
な
い
。
こ
れ
を
仏
と
す
る
か
ら
、

別
教
は
権
教
で
あ
る
。
別
教
の
仏
は
、
果か

ず頭
無む
に
ん人
、
仏
の
位
に
至
ら
な
い
が
、
百
界

作
仏
の
初
地
の
菩
薩
は
、
円
教
に
転
進
し
、
円
教
の
人
と
な
る
。

　

八
相
成
道
・
百
界
作
仏
で
、
別
教
の
初
地
の
人
か
ら
円
教
の
初
住
の
人
と
な
っ
た

仏
は
、
本
来
、
断
つ
べ
き
四
十
二
品
の
無
明
の
惑
の
う
ち
、
四
十
一
品
を
残
す
。
別

教
の
人
は
、
別
教
の
妙
覚
を
成
就
し
た
と
し
て
も
、
断
っ
た
無
明
の
惑
は
十
二
品
で

あ
り
、
円
教
四
十
二
品
の
う
ち
三
十
品
の
無
明
の
惑
を
残
す
。

　

別
教
の
菩
薩
の
修
行
の
階
位
は
、
下
か
ら
上
へ
と
続
く
梯は

し
ご子
の
階
梯
で
あ
る
か

ら
、
階
梯
が
相
互
に
融
通
す
る
こ
と
が
な
い
。
一
品
の
無
明
の
惑
を
断
っ
て
初
地
に

入
っ
て
も
、
あ
と
十
一
品
の
無
明
の
惑
を
残
し
、
円
教
に
転
進
し
て
も
、
四
十
一
品

の
無
明
の
惑
を
残
す
。
だ
か
ら
、
別
教
の
人
の
自
行
の
因
は
、
仏
釈
尊
の
自
行
の
因

に
は
至
ら
な
い
。

　

今
の
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
、
昔
の
マ
ガ
ダ
国
の
ナ
イ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
ー
河
の
ほ
と
り
に
立

つ
、
菩
提
樹
下
の
金
剛
宝
座
で
悟
り
を
開
い
た
仏
釈
尊
は
、
残
る
三
十
品
の
無
明
を

断
ち
、
円
教
の
四
十
二
品
の
無
明
の
惑
を
す
べ
て
断
尽
し
、
真
の
仏
と
な
っ
た
。

　

八
相
成
道
が
象
徴
す
る
仏
の
自
行
の
因
果
は
、
人
の
情
見
、
す
な
わ
ち
相
対
化
す

る
思
量
分
別
を
絶
滅
し
て
、
た
だ
八
相
成
道
の
世
界
に
あ
り
、
八
相
成
道
み
ず
か
ら

の
意
志
に
よ
っ
て
意
識
し
、
八
相
成
道
そ
れ
自
ら
の
力
で
は
た
ら
き
、
人
の
情
見
を

超
え
た
因
果
の
有
り
様
に
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
、
八
相
成
道
の
絶
対
無
限
の

風
光
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

絶
対
無
限
の
風
光
は
、
迹
仏
釈
尊
の
八
相
と
い
う
「
波
」
が
、
そ
の
ま
ま
久く

お
ん遠

実じ
つ
じ
ょ
う成
の
仏
を
い
う
真
実
の
「
水
」
で
あ
り
、
波
の
ま
ま
が
水
で
あ
る
か
ら
、
八
相

の
差
別
相
そ
の
ま
ま
が
真
実
の
本
仏
の
全
現
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
因
果
不
二
を
基
調

と
し
て
諸
法
実
相
を
実
践
す
る
仏
釈
尊
の
自
行
の
因
で
あ
り
、
仏
釈
尊
の
自
行
の
果
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で
あ
る
自
内
証
に
他
な
ら
な
い
。

　

別
教
の
人
の
自
行
の
因
果
は
、
円
妙
・
円
満
・
円
足
・
円
頓
に
あ
る
因
果
不
二
を

基
調
と
す
る
諸
法
実
相
の
実
践
と
は
異
な
る
か
ら
、
仏
釈
尊
の
自
行
の
果
で
あ
る
自

内
証
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
簡
」
は
、『
法
華
経
』
以
前
の
蔵
・
通
・
別
の
三
教
が
説
く
、
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
の
は
た
ら
き
で
あ
る
修
行
実
践
と
、
そ
の
果
報
で
あ
る
悟
り
の
有
り
様

と
を
、
究
極
と
す
る
教
え
の
枠
組
み
を
す
べ
て
取
り
払
い
、
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と

く
、『
法
華
経
』
と
い
う
円
教
に
至
る
方
便
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

だ
か
ら
、
始
め
の
な
い
過
去
か
ら
連
綿
と
続
く
、
仏
の
自
行
の
因
果
と
は
内
実
を

異
に
す
る
、
蔵
・
通
・
別
の
諸
教
が
説
く
仏
の
自
行
の
因
果
は
、
今
経
の
『
法
華

経
』
の
宗
要
と
は
な
ら
な
い
。

　
『
法
華
経
』
の
教
え
が
拠
り
所
と
す
る
肝
心
要
を
汲
み
取
っ
て
、
仏
の
自
行
の
因

果
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

仏
で
あ
る
自
行
の
因
と
し
て
は
、
五
百
千
万
億
那
由
他
阿
僧
祇
、
つ
ま
り 5

×

10
95

個
の
世
界
を
砕
い
て
微ち

り塵
と
し
、
五
百
千
万
億
那
由
他
劫
、
つ
ま
り 5

×10
86

個
の
国
土
を
過
ぎ
る
ご
と
に
そ
の
微
塵
を
一
つ
ず
つ
落
と
し
、
微
塵
が
尽
き
た
と

き
、
そ
の
経
過
し
た
国
土
を
砕
い
て
微
塵
と
し
、
そ
の
一
塵
を
一
劫
と
し
て
数
え
た

劫
数
を
、「
五ご

ひ
ゃ
く百
塵じ
ん

点て
ん
ご
う劫

」
と
い
う
。
仏
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
永
遠
の
過

去
か
ら
、
円
教
の
菩
薩
と
し
て
修
行
実
践
を
し
続
け
、
円
教
の
仏
と
し
て
修
行
実
践

を
極
め
続
け
、
悩
め
る
人
の
求
め
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
真
実
を
説
き
続
け

て
い
る
。

　

仏
で
あ
る
自
行
の
果
と
し
て
は
、
永
遠
の
過
去
か
ら
、
宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
は

中
道
と
い
う
実
相
に
あ
り
、
世
間
の
有
り
様
は
中
道
実
相
が
い
う
絶
対
平
等
に
あ
る

か
ら
、
人
は
す
べ
て
救
い
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
悟
り
尽
く
し
て
い
る
。

　

悟
り
を
得
た
仏
の
目
か
ら
三
界
を
観
れ
ば
、
こ
の
三
界
の
有
り
様
も
、
ま
た
そ
こ

に
居
住
す
る
生
け
る
も
の
た
ち
の
有
り
様
も
、「
す
べ
て
は
、
変
化
す
る
と
か
変
化

し
な
い
と
か
、
こ
の
世
に
姿
を
現
わ
し
た
と
か
、
姿
を
消
し
た
と
か
、
永
遠
で
あ
る

と
か
永
遠
で
は
な
い
と
い
う
、
片
寄
っ
た
見
方
を
超
越
し
た
真
実
の
有
り
様
に
あ

る
」
と
い
う
、
本
来
常
住
に
あ
る
と
映
り
、
絶
対
平
等
の
本
来
の
中
道
実
相
の
在
り

方
そ
の
ま
ま
に
映
る
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
下
で
悟
り
を
開
い
て
仏
と
な
っ
た
伽が

や耶
始し
じ
ょ
う成
の

釈
尊
は
、
無
限
の
生
命
を
も
つ
久
遠
の
本
仏
が
、
人
の
す
が
た
形
を
取
っ
て
、
地
上

に
現
わ
れ
た
仮
の
姿
に
他
な
ら
な
い
。
伽
耶
始
成
の
仏
釈
尊
は
、
永
遠
の
過
去
に
悟

り
を
開
い
て
仏
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
と
し
て
、
無
限
に
長
い

間
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
具
体
的
な
す
が
た
形
を
取
っ
て
わ
た
し
の
前
に
あ

り
、
わ
た
し
を
教
化
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

仏
の
自
行
の
因
果
は
、
久
遠
実
成
の
仏
釈
尊
が
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
無
限
に
長

い
過
去
以
来
仏
で
あ
り
続
け
、
一
仏
乗
で
あ
る
諸
法
実
相
の
教
え
を
説
き
つ
づ
け
て

止
む
こ
と
が
な
い
。
仏
は
、
一
仏
乗
で
あ
る
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
し
続
け
て
止
む

こ
と
が
な
い
。

　
『
法
華
経
』
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
生
身
の
仏
釈
尊
に
重
ね
て
、
久
遠
実
成

の
報ほ

う
じ
ん身
で
あ
る
本
仏
釈
尊
を
観
る
。
永
遠
の
過
去
に
仏
と
な
り
、
報
身
仏
で
あ
る
本

仏
釈
尊
は
、
修
行
を
重
ね
て
悟
り
を
重
ね
、
悟
り
が
修
行
を
起
こ
し
続
け
、
衆
生
を

教
化
教
導
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
円
教
の
仏
と
な
る
菩
薩
の
修
行
実
践
は
、
別
教
の
仏
と
な
る
菩
薩

の
、
歴
劫
修
行
に
よ
っ
て
中
・
中
道
を
極
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
目
的
的
な
修

行
実
践
と
悟
り
と
い
う
自
行
の
因
果
と
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
永
遠
の
過
去
に
仏
と
な
り
、
そ
れ
以
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来
、
修
行
を
重
ね
て
悟
り
を
重
ね
、
悟
り
が
修
行
を
起
こ
し
続
け
た
、
久
遠
実
成
の

本
仏
釈
尊
で
あ
る
。
こ
の
本
仏
釈
尊
が
、
衆
生
の
求
め
に
応
じ
て
す
が
た
を
顕
わ
し

た
の
が
、
現
実
の
生し

ょ
う
じ
ん身
の
仏
釈
尊
で
あ
る
。

　

本
地
の
法
・
報
・
応
三
身
相
即
の
本
仏
釈
尊
は
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
宇
宙
の
真

実
の
す
が
た
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
観
る
、
不
但
中
の
中
道
の
理
の
境
地
に
あ
る
か

ら
、
自
在
に
仏
か
ら
地
獄
ま
で
の
十
法
界
に
向
か
っ
て
、
教
化
さ
れ
る
人
に
応
じ
た

す
が
た
を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
、
一
切
の
衆
生
を
救
い
摂
っ
て
止
む
こ
と
が
な
い
。

　

無
量
の
事
象
が
、
わ
た
し
の
眼
前
に
生
起
し
、
持
続
し
、
変
化
し
、
消
滅
し
て
い

る
。
こ
れ
が
無
量
の
事
象
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
。
生
住
異
滅
の
ま
ま
に
現
前
し

て
い
る
の
が
、
世
間
の
有
り
様
の
本
質
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
生
住
異
滅

の
「
空
」
と
、
現
前
し
て
い
る
「
仮
」
と
が
止
揚
し
た
、
あ
り
の
ま
ま
に
現
前
し
て

い
る
「
中
・
中
道
」
の
有
り
様
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
、
世
間
の
有
り
様
で
あ

る
。
一
切
の
事
象
は
、
空
と
仮
と
中
・
中
道
と
が
相
即
相
入
し
、
円
融
し
て
い
る
事

象
の
在
り
方
に
あ
る
。
こ
れ
が
、「
世
間
相
常
住
」
と
い
う
真
実
の
す
が
た
で
あ
る
。

　

常
住
で
あ
る
世
間
の
有
り
様
は
中
・
中
道
に
あ
り
、
平
等
に
あ
る
か
ら
、
仏
は
、

声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人

間
・
天
上
の
六
道
を
含
め
た
、
九
法
界
の
境
地
に
あ
る
生
け
る
も
の
を
あ
る
が
ま
ま

に
包
摂
す
る
。
包
摂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
が
一
切
衆
生
を
仏
の
世
界
に
救
い
摂

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

仏
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
こ

こ
ろ
を
本
具
す
る
。

　

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の
こ
こ

ろ
を
い
う
十
法
界
の
法
は
、
如
是
相
・
如
是
性
・
如
是
体
・
如
是
力
・
如
是
作
・
如

是
因
・
如
是
縁
・
如
是
果
・
如
是
報
・
如
是
本
末
究
竟
等
の
十
如
是
か
ら
見
て
真
実

で
あ
り
、
真
実
は
衆
生
・
五
陰
・
国
土
の
三
世
間
に
わ
た
っ
て
真
実
で
あ
る
。
十
法

界
も
、
十
如
是
も
、
三
種
世
間
も
、
権
方
便
と
真
実
も
、
一
切
は
そ
の
ま
ま
空
に
あ

り
、
そ
の
ま
ま
仮
に
あ
り
、
空
と
仮
の
ま
ま
に
円
融
し
た
中
・
中
道
に
あ
り
、
即

空
・
即
仮
・
即
中
の
有
り
様
に
あ
る
。
一
切
の
差
別
は
存
在
せ
ず
、
一
切
は
平
等
に

あ
る
。

　

一
切
の
差
別
は
存
在
せ
ず
、
一
切
は
平
等
に
あ
る
か
ら
、
真
実
を
求
め
る
道
に
、

二
も
な
く
、
三
も
な
い
。
絶
対
の
一
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
修
善
修
悪
も
な
け
れ

ば
、
性
善
性
悪
も
な
い
。
た
だ
善
が
あ
る
だ
け
、
た
だ
悪
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

相
対
分
別
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
悪
は
捨
て
、
善
は
救
う
と
い
う
差
別
は
な
い
。

二
乗
は
捨
て
、
三
乗
は
捨
て
、
菩
薩
乗
だ
け
を
救
う
と
い
う
差
別
は
な
い
。『
法
華

経
』
の
世
界
は
、
一
切
は
平
等
で
あ
る
。
一
切
は
平
等
で
あ
る
か
ら
、
誰
で
も
仏
の

世
界
に
救
い
摂
ら
れ
、
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
唯
一
の
道
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
が
「
一
仏
乗
」
の
教
え
で
あ
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、
諸
法
実
相
に
あ
る
世
間
の
す
が
た
の
有
り
様
は
、
空
と
仮
と
中

と
が
円
融
し
た
真
実
の
ま
ま
に
顕
現
し
て
い
る
と
し
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
貫
い

て
真
実
で
あ
り
、
常
住
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
の
「
世
間
相
常
住
」
が
、
一
仏

乗
を
開
顕
す
る
『
法
華
経
』
一
経
に
不
可
欠
の
要
件
と
さ
れ
る
。

　

法
・
報
・
応
三
身
相
即
の
本
仏
釈
尊
そ
の
人
は
、
一
仏
乗
に
あ
っ
て
、
世
間
相
常

住
に
あ
る
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
が
、
本
門
の
仏
自
行
の
因

果
で
あ
る
。
仏
自
行
の
因
果
に
あ
る
仏
釈
尊
は
、
相
対
差
別
の
階
位
と
、
思
議
と
い

う
情
見
を
完
全
に
超
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
、

お
よ
び
蔵
・
通
・
別
の
三
教
を
信
奉
す
る
菩
薩
の
位
に
あ
る
七
方
便
人
は
、
人
間
か

ら
天
上
に
、
天
上
か
ら
声
聞
に
、
声
聞
か
ら
縁
覚
に
、
縁
覚
か
ら
蔵
教
の
菩
薩
に
、

蔵
教
の
菩
薩
か
ら
通
教
の
菩
薩
に
、
通
教
の
菩
薩
か
ら
別
教
の
菩
薩
に
登
る
の
に
、
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無
限
の
時
間
を
要
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
位
に
あ
る
修
行
者
は
、
相
対
差
別

の
思
議
の
只
中
に
あ
っ
て
、
情
見
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
相
対
を
超
え
た
絶

対
の
境
地
に
あ
る
本
門
の
本
仏
釈
尊
の
境
地
は
、
無
量
の
時
間
を
要
す
る
七
方
便
人

の
縦
に
繋
が
る
階
位
か
ら
み
れ
ば
、
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
高
く
、
勝
れ
て

い
る
。

　
「
竪
に
は
、
七
種
の
方
便
よ
り
も
高
く
」
は
、
世
間
相
常
住
に
あ
り
、
諸
法
実
相

に
あ
る
一
仏
乗
は
、
順
序
次
第
の
階
位
に
あ
る
七
方
便
人
と
は
比
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
高
い
こ
と
を
い
う
。

　

空
間
的
な
横
の
繋
が
り
か
ら
い
え
ば
、
本
仏
釈
尊
の
自
行
と
化
他
の
実
践
を
い
う

因
果
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏

の
十
法
界
の
一
切
の
事
象
を
包
含
し
て
い
る
。
十
法
界
を
包
含
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の

十
法
界
が
互
い
に
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・

菩
薩
・
仏
の
十
法
界
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
十じ

っ
か
い界
互ご

ぐ具
で
あ
る

が
、
敷
衍
す
れ
ば
、
横
の
繋
が
り
は
、
一
念
三
千
の
世
界
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

わ
た
し
た
ち
凡
夫
が
、
日
常
の
営
為
の
な
か
で
起
こ
す
、
微
か
で
弱
い
、
迷
い
の

一
思
い
の
こ
こ
ろ
│
│
こ
れ
を
「
介け

に爾
陰お
ん
も
う妄
の
一い
ち
ね
ん念

」
と
い
う
が
│
│
こ
の
妄
心

に
、
三
千
と
い
う
数
字
が
象
徴
す
る
宇
宙
の
す
べ
て
の
事
象
が
ま
ど
か
に
具
わ
っ
て

い
る
と
す
る
の
が
一
念
三
千
で
あ
る
。
三
千
の
数
字
は
、
数
字
に
絶
対
的
な
意
義
が

あ
る
の
で
は
な
い
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
、
一
つ
も
欠
か
さ
ず
具
え
て
い
る
こ

と
を
三
千
の
語
が
い
う
。

　

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
の
十
法

界
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・

菩
薩
・
仏
の
十
法
界
を
具
え
る
か
ら
百
法
界
と
な
る
。

　

百
法
界
が
そ
れ
ぞ
れ
、
事
象
の
有
り
様
の
条
件
で
あ
る
相
・
性
・
体
・
力
・
作
・

因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
の
十
如
是
を
具
え
る
か
ら
千
如
と
な
る
。

　

そ
し
て
千
如
を
、
衆
生
・
五
陰
・
国
土
の
三
世
間
に
配
当
す
る
。
こ
れ
で
三
千
と

な
る
。

　

三
千
は
、
極
大
の
世
界
を
い
い
、
一
念
は
、
極
小
の
世
界
を
い
う
。
極
大
の
世
界

が
、
極
小
の
世
界
の
一
念
の
心
に
体
験
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
が
一
念
三
千
で
あ
る
。
論

理
の
思
惟
も
言
説
の
表
現
を
も
超
え
た
不
可
思
議
・
不
可
説
の
世
界
が
、
一
念
三
千

の
世
界
で
あ
る
。
絶
対
の
存
在
で
あ
り
、
永
遠
の
生
命
の
世
界
が
一
念
三
千
の
世
界

で
あ
る
。

　
「
横
に
は
、
十
法
界
の
法
を
包
む
」
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
之
上
第
七
章
正
修

に
明
か
さ
れ
る
一
念
三
千
の
世
界
を
い
う
。

　

本
仏
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
劫
の
久
遠
の
昔
に
成
道
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
限
り
な

い
時
期
の
間
、
本
仏
釈
尊
は
、
生
け
る
も
の
を
教
化
し
続
け
て
い
る
。

　

本
仏
釈
尊
は
、
こ
の
最
初
の
化
導
か
ら
、
一
切
は
空
仮
相
即
の
中
・
中
道
真
実
に

あ
る
と
観
る
一
切
種
智
を
得
、
世
間
相
常
住
・
諸
法
実
相
を
観
じ
る
真
実
行
を
実
践

し
続
け
て
い
る
。

　

真
実
行
は
、
諸
法
実
相
を
実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

生
住
異
滅
を
繰
り
返
す
、
無
常
転
変
の
世
間
と
、
常
住
不
変
の
真
実
の
す
が
た
は

別
々
で
は
な
い
。
無
常
転
変
の
世
間
の
す
が
た
そ
の
ま
ま
に
、
常
住
不
変
の
真
実
の

す
が
た
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
住
異
滅
す
る
一
切
の
事
象
に
、
真
実
の
有
り
様

が
内
在
し
、
真
実
の
有
り
様
の
ま
ま
に
、
一
切
の
事
象
が
現
象
し
存
在
す
る
と
観
る

の
が
諸
法
実
相
の
行
で
あ
る
。

　

真
実
の
有
り
様
で
あ
る
諸
法
実
相
の
理
が
、
世
間
・
出
世
間
を
問
わ
ず
、
迷
・
悟
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を
問
わ
ず
、
一
事
一
象
の
あ
る
と
こ
ろ
、
現
象
し
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
観

る
の
が
諸
法
実
相
の
行
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
、
一
色
一
香
無
非
中
道
と
観
る
の
が
諸
法
実
相
の
行
で
あ
る
。

　

五
百
塵
点
劫
と
い
う
久
遠
の
最
初
か
ら
、
仏
釈
尊
は
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
い

う
絶
対
平
等
の
不
但
中
に
あ
る
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ

が
、
仏
因
、
仏
と
な
り
、
仏
で
あ
る
因
で
あ
る
。

　

歴
史
上
の
具
体
的
な
仏
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
久
遠
の
最
初
か
ら
、
即

空
・
即
仮
・
即
中
と
い
う
絶
対
平
等
に
あ
る
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
し
続
け
、

仏
で
あ
り
続
け
る
法
・
報
・
応
三
身
相
即
の
仏
釈
尊
が
、
八
相
成
道
の
す
が
た
で
、

衆
生
教
化
の
た
め
に
身
体
を
顕
わ
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
応お

う
じ
ん身
の
釈
尊
で
あ
る
。

　

応
身
の
釈
尊
は
、
肉
身
の
釈
尊
そ
の
人
で
あ
る
。

　

肉
身
の
釈
尊
は
、
ブ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
下
の
金
剛
宝
座
と
呼
ば
れ
る
道
場
に
お

い
て
、
現
象
し
存
在
す
る
一
切
の
事
象
は
、
十
界
十
如
権
実
の
法
の
ま
ま
に
眼
前
に

展
開
し
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
事
実
に
目
を
向
け
、
こ
れ
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
一
切

を
相
即
相
入
・
円
融
と
観
、
一
切
を
肯
定
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
い
摂
る

真
実
に
眼
を
開
い
た
。
こ
れ
が
諸
法
実
相
で
あ
り
、
世
間
相
常
住
で
あ
る
。

　

現
前
の
仏
釈
尊
が
そ
の
ま
ま
で
、
時
空
を
超
え
た
永
遠
の
仏
釈
尊
で
あ
る

　

時
空
を
超
え
た
永
遠
の
仏
釈
尊
が
そ
の
ま
ま
で
、
現
前
の
仏
釈
尊
で
あ
る

と
い
う
真
実
は
、
た
だ
仏
と
仏
だ
け
の
己
心
中
の
所
行
で
あ
り
、
仏
釈
尊
の
体
験
で

あ
る
自
内
証
の
智
慧
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
対
分
別
の
情
見

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
た
し
が
、
わ
た
し
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
人
に
具
体
的

に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
、「
結
」
で
あ
る
。

　

結
で
は
、『
法
華
経
』
が
拠
り
所
と
す
る
主
要
な
目
的
で
あ
る
「
宗
」
を
ま
と
め

る
。

　
「
宗
」
と
い
う
用
語
で
、
肝
心
要
を
表
わ
そ
う
と
す
る
の
は
、『
法
華
経
』
以
前
の

諸
経
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
第
三
節
「
明
宗
」
の
冒
頭
に
、「
宗
と
は
、
要
な
り
」
と
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
続
い
て
、「
い
わ
ゆ
る
仏
自
行
の
因
果
を
も
っ
て
、
宗
と
な
す
な
り
」
と

あ
っ
た
。

　
『
法
華
玄
義
』
巻
第
九
下
に
は
、「
宗
と
は
修
行
の
喉こ
う
き
ん衿
。
顕
体
の
要よ
う
け
い蹊
な
り
」
と

あ
る
。「
修
行
の
喉
衿
」
は
、
宗
の
意
味
を
経
典
の
修
行
実
践
に
限
定
し
、「
顕
体
の

要
蹊
」
は
、
隠
れ
て
い
る
体
・
本
質
を
顕
現
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
限
定
す
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
仏
釈
尊
そ
の
人
の
修
行
実
践
を
い
う
自
行
の
方
便
が
、
自
利
と

利
他
と
、
自
覚
と
覚
他
と
を
合
わ
せ
も
ち
、
自
利
利
他
円
満
、
自
覚
覚
他
覚
行
窮
満

の
満
行
の
自
行
で
あ
り
、
自
行
の
方
便
が
そ
の
ま
ま
自
行
の
真
実
で
あ
る
「
仏
の
自

行
の
因
果
」
に
絞
っ
て
「
宗
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
は
、「
世
間
相
常
住
」
を
説
く
。

　

現
前
の
事
象
が
、
真
実
の
す
が
た
の
ま
ま
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
世
間
の
有
り
様

の
本
質
で
あ
る
。
真
実
の
本
質
は
、
生
起
し
、
持
続
し
、
変
化
し
、
消
滅
す
る
生
住

異
滅
に
あ
り
、
生
住
異
滅
の
ま
ま
に
現
前
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
空
と

仮
と
が
止
揚
し
た
中
・
中
道
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
世
間
の
有
り
様
で
あ
り
、
こ

の
世
間
の
有
り
様
が
常
住
で
あ
り
、
永
遠
で
あ
る
と
こ
ろ
に
真
実
の
す
が
た
が
あ

る
。

　

い
い
か
え
れ
ば
、
世
間
相
常
住
は
、
す
べ
て
の
事
象
は
、
相
・
性
・
体
・
力
・

作
・
因
・
縁
・
果
・
報
・
本
末
究
竟
等
か
ら
成
る
、
十
如
是
の
法
則
に
従
っ
て
、
真

実
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
を
顕
わ
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
の

ま
ま
「
諸
法
実
相
」
の
有
り
様
を
い
う
。

─　  （　 ）─53248



─　  （　）─54

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
三
九
号

　
『
法
華
経
』
の
体
・
本
質
は
、「
諸
法
実
相
」
に
あ
る
。

　

諸
法
実
相
に
あ
る
世
間
の
す
が
た
の
有
り
様
は
常
住
で
あ
る
か
ら
、
蔵
・
通
・
別

の
三
教
の
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
を
初
め
と
し
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修

羅
・
人
間
・
天
上
の
六
道
を
含
め
た
九
法
界
の
境
地
に
あ
る
生
け
る
も
の
を
そ
の
ま

ま
仏
界
に
包
摂
し
、
誰
で
も
仏
の
性
質
を
秘
め
、
仏
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る

「
一
仏
乗
」
の
教
え
に
収
斂
す
る
。

　
『
法
華
経
』
一
経
を
貫
通
す
る
体
・
本
質
は
、
大
乗
諸
経
を
貫
通
す
る
「
諸
法
実

相
」
に
あ
る
。
世
間
相
常
住
に
あ
る
諸
法
実
相
は
、
大
乗
仏
教
の
一
法
印
で
も
あ

る
。

　

諸
法
実
相
は
、「
十
界
十
如
権
実
の
法
」
で
も
あ
る
。

　

わ
た
し
が
日
々
を
送
る
現
実
の
経
験
世
界
が
、
権
方
便
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ

の
現
実
の
経
験
世
界
が
実
相
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
現
実
の
経
験
世
界
そ
の
も
の
が
、
実
相
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
絶
対
の
真
実

の
世
界
に
他
な
ら
な
い
。

　

現
実
の
経
験
世
界
が
実
・
真
実
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
、
別
に
真
実
の
世
界
が
あ

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
十
界
十
如
権
実
の
法
は
い
う
。

　

心
や
、
仏
や
、
衆
生
な
ど
、
一
切
の
事
象
の
存
在
形
式
は
、
十
界
十
如
権
実
の
法

の
構
成
に
あ
り
、
十
界
十
如
権
実
の
法
と
し
て
、
現
実
の
経
験
世
界
に
現
象
し
存
在

す
る
諸
法
の
実
相
は
常
住
に
あ
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
五
百
塵
点
劫
と
い
う
久
遠
の
最
初
か
ら
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
い

う
絶
対
平
等
の
不
但
中
に
あ
る
、
諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
。

　

五
百
塵
点
劫
に
わ
た
っ
て
仏
が
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
諸
法
実
相
の
行
は
、
仏

自
身
の
修
行
実
践
で
あ
り
、
本
文
中
の
「
無
量
の
衆
善
」
と
「
無
量
の
証
得
」
と
を

網
羅
し
て
い
る
。
こ
の
有
り
様
が
、
本
仏
釈
尊
そ
の
人
の
修
行
実
践
の
因
と
果
に
他

な
ら
ず
、
本
仏
釈
尊
は
法
・
報
・
応
の
三
身
を
具
え
て
い
る
。

　

歴
史
上
の
具
体
的
な
仏
釈
尊
は
、
仏
と
な
り
、
仏
で
あ
り
続
け
る
法
・
報
・
応
三

身
相
即
の
仏
釈
尊
が
、
衆
生
教
化
の
た
め
に
八
相
成
道
の
す
が
た
で
身
を
顕
わ
し
た

仏
釈
尊
で
あ
り
、
仏
釈
尊
は
応お

う
じ
ん身
の
仏
で
あ
る
。

　

応
身
の
仏
釈
尊
は
、
本
仏
の
諸
法
実
相
の
行
の
只
中
に
あ
っ
て
、「
無
量
の
衆

善
」
と
「
無
量
の
証
得
」
と
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

応
身
の
仏
釈
尊
は
、
即
空
・
即
仮
・
即
中
と
い
う
絶
対
平
等
の
不
但
中
に
あ
る
、

諸
法
実
相
の
行
を
修
行
実
践
し
続
け
て
い
る
。

　

現
実
の
経
験
世
界
の
事
象
の
有
り
様
の
真
実
は
、
釈
尊
一
代
限
り
の
も
の
で
は
な

い
。

　

真
実
は
永
遠
で
な
け
れ
ば
、
衆
生
の
信
は
起
き
な
い
し
、
続
か
な
い
。

　

肉
身
の
仏
釈
尊
の
入
滅
に
接
し
て
、
衆
生
が
求
め
た
の
は
、
永
遠
の
信
仰
の
寄
る

辺
で
あ
っ
た
。
釈
尊
の
教
え
は
、
真
実
の
教
え
で
あ
っ
た
か
ら
、
永
遠
の
昔
か
ら
、

釈
尊
の
教
え
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
い
至
り
、
真
実
の
教
え
は
、
未
来
永
劫
に
続

く
で
あ
ろ
う
と
願
っ
た
。

　

こ
う
し
て
衆
生
は
、
肉
身
の
釈
尊
の
背
後
に
、
永
遠
不
滅
の
法
身
の
釈
尊
を
観
た

の
で
あ
る
。

　

肉
身
の
釈
尊
の
八
相
成
道
を
中
心
と
す
る
事
跡
を
、
迹
門
と
す
れ
ば
、
こ
の
迹
門

は
永
遠
不
滅
の
本
門
の
本
仏
釈
尊
に
通
じ
る
迹
門
で
あ
り
、
本
門
は
、
迹
門
に
通
じ

る
本
門
で
あ
る
。

　

諸
法
実
相
を
行
じ
る
本
仏
の
自
行
の
因
果
は
、
そ
の
ま
ま
迹
仏
の
自
行
の
因
果
で

あ
る
。

　

諸
法
実
相
を
行
じ
る
迹
仏
の
自
行
の
因
果
は
、
そ
の
ま
ま
本
仏
の
自
行
の
因
果
で

あ
る
。
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迹
門
を
開
顕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
門
が
顕
わ
と
な
り
、
本
門
を
開
顕
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
迹
門
が
顕
わ
と
な
る
。

　

だ
か
ら
、
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
す
る
、
迹
仏
釈
尊
の
八
相
成
道
と
い
う
、
象
徴

的
な
迹
仏
釈
尊
そ
の
人
の
修
行
実
践
の
因
果
を
い
う
「
迹
因
迹
果
」
の
上
に
、
五
百

塵
点
劫
と
い
う
久
遠
の
昔
か
ら
、
諸
法
実
相
を
修
行
実
践
し
続
け
、「
諸
法
実
相
」

と
い
う
風
光
の
な
か
に
あ
る
本
仏
釈
尊
の
自
行
の
因
果
と
い
う
「
本
因
本
果
」
を
重

ね
挙
げ
て
、『
法
華
経
』
の
肝
心
要
で
あ
る
宗
と
し
て
開
示
し
、
宗
要
と
す
る
の
で

あ
る
。

　

空
と
仮
と
に
あ
る
現
実
の
経
験
世
界
が
、
中
・
中
道
の
絶
対
世
界
に
止
揚
し
、
空

と
仮
と
が
相
即
相
入
し
、
円
融
し
て
い
る
事
象
は
、
十
如
是
の
法
則
に
従
っ
て
、
真

実
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
を
顕
わ
し
て
い
る
。
こ
の
現
実
の
経
験
世
界
の
有
り
様

を
除
い
て
、
他
に
真
実
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
諸
法
実
相
を
実
践
し
、
諸
法
実
相
の
風
光
の
な
か
に

あ
る
の
が
、
仏
の
自
行
の
因
果
に
他
な
ら
な
い
。

　
「
宗
」
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
の
教
え
の
拠
り
所
と
し
て
、
仏
自
行
の
因
果
を

明
か
し
、
こ
れ
を
不
可
思
議
・
不
可
説
の
「
妙
」
を
明
か
す
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
主

要
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』
の
「
宗
」
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
仏
の
自
行
の
因
果
は
、
迹
門
に
止
ま
ら
ず
、
本
門
に
通
じ
る
も
の
で
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
、「
迹
因
迹
果
」
に
「
本
因
本
果
」
を
重
ね
合
わ
せ
、「
開
迹
顕
本
」
に

あ
り
「
従
本
垂
迹
」
に
あ
る
仏
釈
尊
が
、
諸
法
実
相
の
行
を
実
践
し
続
け
、
諸
法
実

相
の
風
光
の
な
か
に
あ
る
迹
門
と
本
門
と
を
貫
通
す
る
「
仏
の
自
行
の
因
果
」
を
、

『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
の
「
宗
要
」
と
す
る
。
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